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愛があれば大だい丈じよう夫ぶ──神しん官かんを導みちびく


藤澤さなえ　　　　
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「あたしが祝しゆく福ふくしてさしあげますわ♪」

　初しよ夏かの晴天のもと、元気な声が響ひびいた。

　声をかけられた男女は、青い顔で振ふり返る。そこには小さな少女が立っていて、こちらを見上げていた。

　褐かつ色しよくの丸い顔いっぱいに微笑ほほえみを浮うかべ、硬こう質しつな黒くろ髪かみと同色の瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせている。白い修しゆう道どう服ふくの上で揺ゆれているのは、首から下げられたマーファの聖せい印いんだ。

　男女はそれを見た瞬しゆん間かん、背せ筋すじに寒気を走らせた。

「ち、違ちがうんです、僕ぼくたちは単なる友達で……」

「そうです、わたしたちはただ話していただけで……」

　謹つつしんで辞じ退たいを申し上げるが、そんな遠えん慮りよがちな声では彼女の尖とがった耳には届とどかない。聞く耳持たずに少女はにこやかにこう言った。

「愛は素す晴ばらしいものですもの。隠かくす必要なんてありませんわ。ここは、どどーんと祝福されちゃってくださいませ！」

　少女の手は素す早ばやく動き、村人Ａと村むら娘むすめＢの手を捕つかまえた。人間離ばなれした腕わん力りよくをもって、その二つをぎゅっと握あく手しゆさせる。二人は抗あらがうものの、ドワーフの筋きん力りよくの前では無力だった。少女の小さな片かた手てに押おさえつけられてしまい、繫つながされた手を離はなせない。

　いよいよ青ざめる二人を前に、少女はニコニコとマーファの聖印を掲かかげて見せた。

「マーファさま！　このお二人に愛の祝福を！　お二人がいつまでも幸せな時間を過すごせますよーに！」

　男女は気まずさのあまりに、互たがいから目を逸そらした。

　何故なぜちょっと立ち話をしていただけの相手と、愛の祝福をされなければならないのか。単なるご近所さんであって、トキメキの「ト」の字も感じないこの相手と。

　小さな町の目抜き通りのど真ん中。道みち端ばたのおばさんたちがひそひそと二人と少女を見て、何かを囁ささやいている。二人は絶ぜつ望ぼう的にため息をこぼしたのであった。

　哀あわれな二人はこれから後しばらく、ロサーグの町の噂うわさとなる。

　あの、ハチャメチャなマーファ神官ニニの新たな犠ぎ牲せい者しやとして。




　　　　＊




　王都オランから南東に下った位置にあるこのロサーグは、人口千人にも満たない小さな町。アノスへ続く街かい道どうにも、パダへ続く街道にもかすらないここは、訪おとずれる人も少なく、いつでものんびりと時が流れている。

　贅ぜい沢たく主しゆ義ぎな領りよう主しゆと違ってひっそりと暮くらす町の者たちは、主に農のう耕こうを営いとなんでおり、そのほとんどが自分たちの職しよく業ぎよう神しんであるマーファを信しん仰こうしていた。だれもが熱心に崇あがめているので、小さな西の山の中腹にある神しん殿でんへ足をのばす者は少なくなかった。

　しかしここ最近、お祈いのりに訪れる人の数が徐じよ々じよに減ってきている。それは町の者たちから信心が失われていったわけではない。単に神殿に入りにくいからだ。

　なぜ入りにくいのか。その原因は、あのドワーフにあった。

「いいかげんにせんかーっ！」

　マーファ神殿内を怒ど声せいが駆かけ抜けた。そこで暮くらす数少ない人々は、またかとため息をもらす。

　しかし、怒鳴られた当人はどこ吹ふく風で立っていた。

「ゼナム司し祭さいさま、おでこに血管が浮いて見えますよ？」

「お前のせいだろうが、ニニ！」

　ロサーグの町唯ゆい一いつの神殿を預あずかるゼナム司祭、五十二歳さい。未いまだ腰こしも曲がらぬぴんしゃんした男で、普段は威い厳げんある渋しぶいおじいさまなのだが、問題のドワーフ少女の前ではいつでもこんな調子だった。

「また見み境さかいなく祝福しまわりよって！　今日だけでも苦情が三件けん来ておるんだぞ！　何度言ったらわかるんだ！」

「だって、幸せそうな恋こい人びと同士を見かけたら、マーファの僕しもべとしては祝福せずにはいられません」

　ニニは、大真面目まじめに言ってのける。その表情に、ゼナム司祭は肩かたをわななかせた。

「だから、どうして町行く男女を全すべて恋人と勘かん違ちがいするんだ！」

　このニニと言うドワーフの少女は、思い込みが激しい。そして、あまりにも直情で行動派だった。

　小さい頃ころに王子さまとお姫ひめさまの愛の物語を語られて以来、「愛」に対する過か剰じような憧あこがれを持つようになり、彼女の目は「愛」を探さがす探たん査さ機きとなった。しかもその判はん断だん基き準じゆんは、一いつ般ぱんのものより大きくかけ離れているから困こまりものである。

　彼女は町中で仲良さそうな男女を見かけると、すぐに「二人は愛しあってるんだわ」と思い込み、無む理りやり手を繫がせてはマーファの聖印を掲げて祝福して回っていた。たとえ男女が「違うんです」と抗こう議ぎしようとも、ニニには「恥はずかしいので遠えん慮りよします」としか聞こえない。祝福を断ことわれば断るほど「恥ずかしがり屋さんなのね」と、思い込まれてしまい、結局は「さぁ、恥ずかしがらずに！」と、祝福を決行してしまうのだった。

　道みち端ばたで見かける男女を所ところ構かまわず片かたっ端ぱしから愛の祝福をし回っている、はた迷めい惑わくな仲人なこうどである。

　今やこのロサーグの町の住民は、うかうか外も歩けない。歩けばニニが飛んでくる。こんな勘違い娘むすめが住まう神殿に、誰が足を運ぼうか。

　ゼナム司祭にとって、巨きよ大だいすぎる頭ず痛つうの種だった。

「まったく、ただでさえ最近は領主の急な労ろう役えき義務の発布で町は混乱しとるというのに、まだ迷惑を振りまくか、この小娘は！」

　近年この地に赴ふ任にんしてきた領主さまは贅沢主義者である。ゴージャスな城しろに住んで、カッコイイ服を着るのが大好きだ。そんな夢ゆめの生活を実現させるため、つい先日新しい城の建築計画が発表され、町の働き手たちの大半が持っていかれてしまったのだ。あまり政せい治じに関して知識のある人ではないそうだが、わがまますぎる統とう治ちには町中が腹を立てていた。

　そんなわけで、町のおばさんたちが「旦だん那なを返せ！」と石つぶてを城の塀へいにぶつけに行くのも今では習慣になりつつある。その度たび、城から兵士が出てきて剣を抜き、その度司祭さまは仲ちゆう裁さい役を務つとめにと馬を飛ばすのだった。

　こんなに忙しい毎日だと言うのに、これ以上、悩みを増ふやしてくれるな。

　盛大なため息をつかずにはいられない司祭さまである。しかし、町の情勢などには全く興味も知識もないニニは、そんな彼になおも反はん論ろんしようと口を開こうとする。

　その時、弱々しい声が彼女を引きとめた。

「に、ニニ、もうよしなよ。し、司祭さまに、ちゃんと謝あやまらなきゃ……」

　頼たよりなくたしなめたのは、色白肌はだの猫ねこ背ぜ少年だった。金きん髪ぱつで、泣いているかのような水色の瞳ひとみ。細い手足に、内側に折り曲げられた膝ひざ。彼は「なよなよ」と「ひょろひょろ」をこれでもかというほど体現する人間だった。名を、セギーという。

　セギーとニニは同い年だが、種族の違いのせいでかなりの身長差がある。ドワーフとはもともとあまり背が伸びる種族ではない。その上、ニニはまだ子こ供どもである。最近伸び盛ざかりな少年に比べると、彼女はその半分ほどの身長しかない。にもかかわらず、セギーは困ったことがあるとニニの背中に縋すがり付いて身を隠す昔からの癖くせを、未いまだに改かい善ぜんできていなかった。

「でもセギー。あたしは町のみんなの幸せを願ってそうしているのよ？　町のみんなの、素晴らしい愛を祝福したいのよぅ」

「愛を祝福することは、確かにマーファの仕事だがな。しかし、愛にも種類があるだろう。ただひとりの異い性せいを愛し、結婚することだけが愛の全てではない」

　ゼナム司祭が苦りきった顔で言う。

　このロサーグの町で広く信仰されている大だい地ち母ぼ神しんマーファの教きよう義ぎは、「自然であれ」。人として自然の営いとなみである狩かりや農のう耕こうを司つかさどる豊ほう穣じようの女め神がみであり、他者に対する支し配はいの否定、自じ衛えい以外に戦うことを否定することで広く知られている女神であるが、それと同時に結婚の守しゆ護ご神しんとしても有名だ。

　ニニはその結婚の守護神の僕しもべとして頑がん張ばっているのだが、どうにも頑張りすぎている。

　ニニが司祭を見上げ、見つめる。その顔は真しん摯しで、視線には熱がこもっていた。

　彼女に悪意はまったくない。ただ思い込みが激しいだけなのだ。ただ一生懸けん命めいになりすぎているだけなのだ。彼女は彼女なりにマーファを愛し、町の人々を愛している。

　だからこそ司祭は悩む。どうすれば、一般レベルの判断を理解してもらえるのだろうか……。

「に、ニニが悪いことをしてないなら、司祭さまがお、怒るわけないだろう？　ここは、ちゃんとニニが謝らなきゃ……」

「そうとも限らないわよ、セギー」

　ふいにニニが発した言葉に、司祭とセギーは目が点になった。

「ほら、言うじゃない。気を引くために、好きな相手を困らせるってやつ！」

「……は？」

　ゼナム司祭は、ひげの生はえた顎あごを落とした。

「司祭さま、お気持ちは嬉うれしいですけれども、ドワーフと人間の間には赤ちゃんはできませんわ。赤ちゃんのできない違う種族との結婚は、自然じゃありませんですぅ。自然であれと教えるマーファの教義に反するあい……」

「どうすればそんな勘違いができるんだーっ！」

　どかーんっ！

　ついに司祭さまの怒いかりは頂点に達した。振り下ろされた拳こぶしは、古い机つくえにめり込み、机の脚あしはぼっきり折れてしまう。

「ひえぇ～、ごめんなさい～！」

　謝ったのは、ニニではなくセギーだった。彼には、大きな物音を聞くと反射的に謝ってしまう癖くせがある。

　対するニニはやはりマイペースで、「だって、そう教わったんですもの」と、まだ抗議している。

「エルダさんが教えてくださったんです。それが愛に目覚めた人の行動だって」

　その一。好きな相手を困らせて、気を引く。

　その二。好きな相手をみると、異い様ように緊きん張ちようする。
















「ねぇ、セギー？」

「い、言ってたけど……」

「それはそうだが、そうじゃないんじゃーっ！　しかも、またエルダ殿どのに迷めい惑わくかけよって！」

　ちなみに、エルダさんとはロサーグ一の美女未み亡ぼう人じんである。夫を亡なくして以来、しめやかに暮らしているのだが、そんな彼女の家にも遠慮なく上がりこむのがニニだった。

「もういい！　ニニ、お前はしばらく外出禁きん止しだ！　セギーと一いつ緒しよに聖せい書しよの書写を十回やってこい！」

「ええぇ!?　な、なんで僕までぇ!?」

　何故なぜか巻まき込まれたセギーは、頭を抱かかえて苦く悶もんした。

　その横のニニは、やっぱりいつもの調子で「明日はお花畑に行こうと思ってたのにぃ」と、ぼやいていた。
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「ニニのせいじゃないか」

「違うわ、司祭さまが怒おこりすぎるのよ」

「怒らせているのはニニじゃないか」

「違うわ、司祭さまが短気なのよぅ」

　ゼナム司祭の部屋から追い出された二人は、庭を抜けて離はなれの自室へ戻ろうと歩いていた。このマーファ神殿に仕える神官十数名のほとんどは、離れに自室を持っており、そこで寝ね泊とまりしている。

　ニニとセギーは十四歳。幼い頃にこの神殿に引き取られて以来、神官見習いとしてずっとこの神殿に住んでいる。二人は共に孤こ児じで、理由は違えど同じ時期に神殿に拾われた。それからは、種族は違うが、姉弟きようだいのように育てられ、それはそれは仲がいい。昔から天てん真しん爛らん漫まんに走り回るニニと、その腰こし巾ぎん着ちやくセギーは、町でも有名だった。

「ニニが全然、愛をわかってないからじゃないか」

「愛が素す晴ばらしいものだっていうのは知っているわ。素晴らしいものは、たくさんあるべきだし、祝福するべきよぅ」

「そうだけど……」

　セギーは困ったように金髪をかいた。司祭や他の神官を前にすれば、いつでもどもる彼だが、ニニに対しては饒じよう舌ぜつに喋しやべる。そこには二人の仲なか睦むつまじさが感じられた。

「でも、愛は幸せにするだけじゃないんだろ？　そうじゃない時もあるんだ。もっと、こう重いものなんだ」

「重い……？　ニニの体とどっちが重いの？」

「そーゆー重さじゃないよ。なんて言うかな、愛は苦しいものなんだよ。だから、えっと楽しいことばかりじゃなくて……」

「どうして愛で苦しくなるのよぅ」

　こんなやりとりは日常茶さ飯はん事じである。

　ドワーフは人間の約二倍という長い寿じゆ命みようを持つ。そのためか、心身の成長は人間に比くらべてそのスピードが遅いと聞く。またドワーフの種族柄がらとして頭が固いこともよくあげられるが、それでもニニの質問攻めは十四歳にしては幼おさないような気がする。そのことを承しよう知ちしていても、それを踏ふまえてよい説明ができるほど、セギーも大人ではなかった。答えに窮きゆうして、口をへの字に曲げていた。

　こんな風に今日もセギーが悩まされていると、そこに一人の女が通りかかった。ラフィーサという名の神官である。

「あら、二人とも、これから書写するの？」

「あ！　ラフィーサさん！」

　いち早く反はん応のうしたのはセギーだった。声の主をすぐに探し当てると、整列させられた兵士のように背せ筋すじを伸ばして気をつけをする。

「ラフィーサさん、ごきげんよう～」

　横のニニは、修道服の裾すそをつまんで愛らしくお辞じ儀ぎを返していた。

「ごきげんよう、ニニちゃん。今日も雷かみなりを落とされていたわね」

　そう言って、意地悪そうに笑う彼女はとても魅み力りよく的だった。マーファ神官らしく短く揃そろえた髪は、赤色。日差しを受けてキラキラ光る瞳は琥こ珀はく。日に焼けた肌には張りがあって、いかにも健康そうだ。

　彼女は美女未亡人エルダと並んで、ロサーグの町の男の視し線せんを二分する女性だ。しとやかなエルダとは対照的に、快活で、頭よりも体を動かすことを好み、神殿では一番の戦槌メイスの腕を誇ほこっていた。その腕と、責せき任にん感ある人柄が買われて、他の神官戦士たちに稽けい古こをつけているほどである。その反面、もうじき二十歳はたちで女の熟うれ時真っ盛さかりなのに、いつまで経たっても男勝まさりでもったいないと、周囲で囁ささやかれる声も後を絶たたなかった。

　そんな彼女は、今も鍛たん錬れんを終えたところらしい。肌は上気しうっすら赤く、手には汗あせをぬぐった布が握にぎられていた。

「きっと明日も怒鳴られるわよ。今日もまた三件苦情が来たらしいから」

「もー、ラフィーサさんまでーっ」

　ニニは拗すねて、唇くちびるを尖とがらせた。怒ったようにブンブン両手を振り回せば、拳こぶしがセギーの脛すねに当たって、少年はよろめいた。

「ところで、セギー君。エルダさんと仲がいいんですってね」

「え!?　あ、いっ!?　ち、違いますよ！」

　不意に話を振られたセギーは、水色の目を飛び出さんばかりに大きくした。

「最近、よくお宅にお邪じや魔ましていると聞いたわ」

「そそ、それはニニに付いて行ってるだけで、僕が用事あるわけじゃ、あ、ありません！」

　やけに熱心に、それでいてうろたえて反論するセギー。そこへ、助け舟ではなく自じ慢まんするようにニニが後を続けた。

「そうなんです。あたしがエルダさんに愛について教わってるんですわ。愛についてお勉強したいんだって言ったら、エルダさんの所へ行けって言われたので……」

「何それ。誰がそんなこと言ったの？　あまりに失礼だわ」

　ラフィーサは顔をしかめた。ニニはその理由を知らないが、セギーは承しよう知ちしていたので、後ろめたさに肩を竦すくめた。

　エルダはまだ二十歳だ。二年前に夫を亡くした彼女は、持ち前の美び貌ぼうに加え、しとやかな大人の魅み力りよくを身につけた。今や町一番の美女未亡人として引く手数多あまたに男が群むらがっているのだが、その全てを突っぱねて今も亡夫を思い続けている。玉ぎよく砕さいした男の中には、悔くやしさから彼女に関するあらぬ破は廉れん恥ちな噂うわさを流している者も少なくはなかった。ニニにエルダを勧すすめた者は、きっとその噂を楽しんでいる者だろう。

　同じ女として怒りを覚えずにはいられないラフィーサは、憤ふん然ぜんと腕を組んだ。すると、柔やわらかそうな胸の盛り上がりが、腕に押されてより丸みを強調させる。

　それを見てしまったセギーは、視線を逸そらせた。顔はおろか耳の端まで茹ゆで上がっていた。

「とにかく、それにセギー君も一緒だったのね。あなたはいつもニニちゃんと一緒なんだから。今だって怒られに行くのに、どうして付いて行ったの？」

　ラフィーサが問うた。輝く琥珀の瞳が、頓とん着ちやくなく水色の目を見つめる。

　セギーは赤くなりつつも、冷たい汗を流しながら何とか言葉を返した。

「に、ニニが、なんだか心配で。だから、つい……」

　一緒にドアをくぐってしまったのである。

　その答えに、ラフィーサは微笑んだ。ばら色の唇を絶妙な角度に持ち上げ、優やさしい声でこう言った。

「セギー君は、優やさしいのね」

　もはや、声どころか猫ねこ背ぜさえもひっくり返りそうなセギーだった。

　この段だんになって、のけ者にされていたニニは、やっとセギーの異い変へんに気付いた。猫背が伸び、瞳を大きく広げ、体中を火ほ照てらせている。日が傾いてきているとはいえ、それだけではこうも赤くならないだろう。

　ニニは何度も目を瞬しばたたかせた。こんなセギーは見たことない。

「さぁ、もう日が暮れてしまうわ。呼び止めて悪かったわね。書写、頑張ってね」

　ラフィーサは手を振り、そして先に離れへ帰っていってしまった。後に残った二人は足を止めたまま、去り行く赤い髪が見えなくなるまで突っ立っていた。

「……ねぇ、セギー」

「……」

「あなた、まるで案山子かかしね」

「ぶっ！　え、案山子!?」

「そうよ、まるで動かないんですもの。どうしてそんなに緊きん張ちようしているの？」

「そ、それは……」

　セギーが気まずそうに視線をそらした。そして、右手はうなじを乱らん暴ぼうに搔かいている。

　その仕草を見たニニは、目を光らせた。セギーは都つ合ごうの悪いことがあると、うなじをかいてごまかす癖がある。長年いつでも一緒にいるニニが、その癖を知らないはずはなかった。

　では、何をごまかそうとしているのか。ニニは、それを探ろうと今までのセギーの振る舞まいを振り返った。

　猫背を伸ばし。目を開き。顔を赤くして。──緊張して。

「あーっ！　わかったわ。その二よ、その二！」

「いっ!?」

　セギーは全身の毛け穴あなから冷たい汗を噴ふき出させた。

「その二、好きな相手をみると異様に緊張する！　あなたラフィーサさんが好きなのね！」

「うわああぁ！」

　彼はとっさに少女の口を押さえつけた。庭のど真ん中で、そんな大声で叫さけばれてはひとたまりもない。

　エルダさんのお勉強は想像以上に成果をあげているらしい。ニニにだけは知られたくなかったのに、ああ畜ちく生しよう。

「なぁんだ、それならそうと言ってくれればいいのにぃ」

　少年の腕力などものともしない少女は、持ち前の怪かい力りきで少年の手から逃のがれると、にこにことアレを取り出す。言わずもがな、聖印である。

「や、やめろよ！　さっきも怒られたばかりじゃないか！」

「でも、愛は祝福しないと……」

「いらないよ！」

　怒鳴るセギーに、ニニはしょんぼりと肩を落とした。

「でも、あたしは親友として、あなたの愛を祝福したいわ」

　黒い瞳が、悲しみと願いを込めて少年を見上げる。そこには素す直なおな気持ちが込められていて、セギーは言葉に詰まってしまった。

「に……ニニ。気持ちは嬉うれしいんだけど、僕は祝福してもらう資し格かくはないんだ。まだ、その時は来ていないんだよ。タイミングっていうのがあって……」

「タイミング？」

「そうだよ。ニニはいつもその時を間違えているから怒られるんだ」

「じゃあ、セギーにもその時が来たら、祝福してもいいのね？　その時って、いつ？」

「……ぼ、僕とラフィーサさんが、恋人になった時、かな？」

　言った自分の言葉に、セギーは照てれて赤くなった。

「いつなるの？」

「無理だよ。そんな時はきっと来ないって。相手はあのラフィーサさんなんだよ？」

「そんなのわからないじゃない。ちゃんと気持ちを伝えれば。愛してますって」

　どうしてそんなことを易やす々やすと口にできるのか。少年はのぼせた頭を真しん剣けんに抱かかえた。

「愛があれば大だい丈じよう夫ぶ！　きっと頑張ればラフィーサさんに愛が伝わるわ。諦あきらめちゃダメよ、ね？」

　そう言うニニは、花開くように笑った。その愛らしさに、セギーは息を吞のむ。

　ニニの最大の魅み力りよくは、その笑え顔がおだった。いつもは能のう天てん気きにしか見えないが、こういう時に見せる笑顔は、何よりもセギーの力となった。少女の素直な気持ちが、知らず知らず少年に勇気を与あたえているのである。セギーははにかみながらも、彼女の笑顔に希望を見た。ニニがそう言うなら、なんとかなるような気がしたのだ。

「うん、そうだね。がんばってみるよ」

「あたしも協力するわね♪」

　間かん髪はつ入れずにニニの放った一撃に、セギーの笑顔は凍こおりついた。

　この町一番のハチャメチャ少女の協力……。その言葉の意味を思い浮かべただけで、少年の血の気はみるみる引いていった。

「大丈夫、あたしに任まかせて！　きっとラフィーサさんと素す敵てきな恋人同士にしてみせるわ！」

　やめてくれ～!!

　セギーの絶ぜつ叫きようもむなしく、ニニの「セギーを幸せにしよう計画」は、この時をもってミッションスタートするのであった。
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　ニニのおせっかいぶりと言ったらなかった。

　少しでもセギーを愛いとしのマドンナに近づかせようと躍やつ起きになるのだが、彼女なりの配はい慮りよは惨さん憺たんたる結果を残していくばかりだった。

　たとえば祈いのりの時間。ニニはセギーとラフィーサの距きよ離りを少しでも縮ちぢめようとして、セギーにタックルをかますようになった。その度ひょろひょろの少年は派手に倒れ伏ふし、聖書を朗ろう読どくする神官を何度もふきださせた。

　食事の時間になれば、セギーをラフィーサの隣の席につけるよう努力した。ラフィーサの隣の席につこうとする者がいれば、神官服を引っ張って阻そ止ししようと努つとめたのである。そうするとつんのめった神官は食しよく卓たくに激げき突とつし、スープがひっくり返る大惨さん事じになってしまった。

　さらにニニは、セギーに普段から鎧よろいを着て過すごすよう言い聞かせた。これは武器防具等を好むドワーフの価か値ち観なのか、それとも王子さまに憧れるニニの趣しゆ味みなのかはわからないが、とにかく鎧を着る男はかっこいいという論ろん理りから来るものだった。ニニはドワーフならではの手先の器用さで、物置にあった古い鎖鎧チエインメイル・アーマーを仕立て直し、それを毎日セギーに着させていた。しかし、まだ幼い彼女にはさすがに難しい挑ちよう戦せんだったのか、出来上がったものはいびつな形をしていて、時折装備者の肉を嚙かむことがあった。また、セギーの体には大きく、重すぎたので、彼はうんうん唸うなりながらぢゃらぢゃらと神殿の中を歩き回るはめになった。その姿があまりに個性的であったので、定着した愛称は「鋼はがねおばけ」である。

　もちろんこれらをしでかす度たびに、二人が司祭さまから怒鳴られたのは言うまでもない。

「何故なぜこんな妙なことをしているんだ！」

「あぁーっ、ごめんなさいーっ！」

　条件反射で謝あやまるセギーの横で、ニニは口を閉ざし続けていていた。

　いつもならすぐに理由をペラペラ喋しやべりそうなニニだが、セギーのラフィーサに対する想おもいだけは決して口にしなかった。

　それは「セギーを幸せにしよう計画」に協力する代わりに、彼がニニに求めた交こう換かん条件だったのだ。

　しかし、ニニは交換条件を守るために口を閉ざしているわけではなかった。

──ひとり占じめしたい宝たから物もののようなもの。

　セギーは自分の想いを、そうニニに説明した。ニニは、セギーの宝物を二人だけで共有することが嬉うれしかった。

　まだ聖書のお勉強を始める前の頃、ニニはセギーとよく裏うらの山を探たん検けんしては、景色のきれいな場所に名前をつけた。その場所と名前は二人だけの秘ひ密みつで、誰にも言ってはいけないと約束した。ただそれだけのことなのに、二人で秘密を共有する喜びは、夜の眠ねむ気けを遠ざけるほど胸を躍おどらせたものである。

　あの時のにじみ出るような興こう奮ふんが、今の彼女の胸にあったのだ。

「うぬぅ……」

　ニニが普段のように言い訳しないので、ゼナム司祭は調子を狂くるわされた。しかし、何度言い聞かせても怪あやしい行動は繰くり返される。何度怒ってものれんに腕押し状態で、司祭さまはすこぶる気分が悪い。

「もういい、部屋に戻りなさい」

　ため息混じりにそう言えば、ニニは軽やかな足取りで扉とびらをくぐっていく。その後を、鋼はがねおばけが危あやうい足取りで追っていった。







　様々な失敗をやらかしては怒鳴られ続ける二人であったが、一つだけ褒ほめられることがあった。それは、セギーが戦槌メイスの稽けい古こを始めたことである。自じ衛えいのためならば戦いも肯こう定ていされるマーファでは、いざという時のため戦い方の訓練をしているのだ。

「ラフィーサさんは、神殿一の戦槌メイス使いよ。そのラフィーサさんに稽古をつけてもらえば、一緒にいられる時間が増えるじゃない！　男らしいところも見てもらえて、一いち撃げき二に鳥ちようよ！」

「それを言うなら、一いつ石せき二鳥……」

　呆あきれつつも、少年は初めて武ぶ具ぐと呼ばれるものを手に握った。さすがに鋼おばけの姿を解といて、今は稽古着で訓練室に立っていた。稽古に使われるのは棍こん棒ぼうで、怪け我がをしないよう角が十分に丸く磨みがかれてあった。

「セギー君。遠えん慮りよはいらないわ。全力でかかってらっしゃい」

　対たい峙じするラフィーサは、慣れた様子で棍棒を構えている。とりあえず、一度実力の程ほどを見てみようと言うのだ。とにかく殴なぐりかかって来いと言う。

　セギーは戸と惑まどった。武器を振るのも、相手に挑いどみかかるのも、初めてのことだったのだ。見られる実力などどこにもない。猫ねこ背ぜをさらに丸めて、うろたえるばかりだ。

「セギー！　何してるのよぅ！　どーんと行っちゃいなさい、どーんと！」

　訓練室の隅すみのニニが叱しつ咤たする。それが十回を越えようかという頃、やっとセギーは腹をくくった。

「やあぁ！」

　見よう見まねで棍棒を振るい上げ、ラフィーサのもとへ走る。小さな棍棒を両手で握り、きこり斧おののように振るってみた。

「ていっ！」

「ダメよ、そんなんじゃ」

　そんな素人しろうとの振りに当たるラフィーサではない。体をわずかに反らしただけで避よけてしまうと、片手で握った棍棒で、セギーの棍棒を叩たたき落としてしまった。

「わっ！」

　驚おどろいたのも束つかの間、棍棒を握らぬラフィーサの左手が、セギーの肩をどんと押した。少年は抗あらがう余よ地ちもなく、尻しり餅もちをつく。

「セギーっ！」

「ニニちゃん、そんなに叫ばなくてもセギー君なら、これくらい平気よ。ね？」

「……は、はい」

　未いまだしびれる両手を合わせながら、セギーはラフィーサを見上げた。上からこちらを見る琥こ珀はくの目から、威い圧あつを感じるのは気のせいだろうか。

　自分があまりに素人な動きを見せたから、怒られるのだろうかとセギーは考えた。あんなにあっさり棍棒を叩き落とされる情けなさを叱しかられるのか。知らずつばを吞のみ、冷や汗を噴き出させた。

　しかし、ラフィーサは怒らなかった。

「やるじゃない、セギー君」

「……へ？」

　むしろ笑顔で、セギーを褒ほめるのだった。

「あそこで『殴れません』なんて言うようだったら、稽古をつけるつもりはなかったけれど、ちゃんと挑いどんできたから良かったわ。マーファは確かに暴力を否定している。でも、自分の身を守る力は持たなければならないの。セギー君は優やさしいから、向いてないかとも思ったのだけど……やる気があるなら、ぜひ稽古に参加して頂ちよう戴だい」

　緊張がみるみる解とけていった。雪が解けた後、花のつぼみが開くように、少年の心に安あん堵どと自信が広がった。同時に顔にも笑みが宿やどる。

「やったわね、セギー！」

　端はしのニニまで嬉しそうに踊っていた。セギーはほっと吐と息いきをこぼす。

「さ、まずは棍棒の持ち方からね。そんな小さなものを両手で握ってはダメよ。……て、いつまで座ってるの？　稽けい古こをつけるからには厳きびしく行くわよ。さあ立って！」

「は、はいっ！」

　少年は立ち上がった。以前よりも、ずっと力強く床ゆかを踏ふみしめて。







　セギーの上達は、想像以上であった。あのひょろひょろのなりから、運動の類たぐいは苦手と思われていたが、意外と素そ質しつがあった。特に、素早い身のこなしはなかなかのもので、先せん輩ぱいの神官戦士たちも舌したを巻いた。彼が稽古に加わったことは、既き存ぞんメンバーにとって良い刺し激げきとなり、以前よりも熱の入った訓練をするようになっていった。セギー本人も体を動かす楽しみに気付き、ここしばらくは訓練室にこもりっきりである。

　そんな訓練室を、ニニはいつでも入り口から覗のぞき込んでいた。そして、ちゃんとセギーがラフィーサさんにアプローチしているのかを見守っていたのである。

　ちなみにニニも稽古に入るよう勧められたが、断っていた。彼女は、自分が強くなることよりも、強い王子様に守られることに憧あこがれるところがあったからだ。

「良かったわね、セギー。今日もラフィーサさんとお話ができて！」

「うん。だいぶ動きが様さまになってきたって。褒められると嬉しいよね」

　以前より少し低くなった声で、セギーが言う。

　訓練室に通い始めて三月が過ぎた。季節はもうそろそろ秋になろうとしている。一足先に誕たん生じよう日びを迎えたセギーは、十五歳になった。

「ほらね？　やればできるのよー」

　そう言って、ニニは包ほう帯たいを取り出した。夕暮れ時、稽古にくたびれたセギーの傷きずの手当てをするのは、彼女の日につ課かとなっている。

　ラフィーサにこさえてもらった青あざだらけのセギーの体は、なかなか締しまってきていた。前まではスケルトンのような貧ひん相そうぶりだったが、毎日稽古に出ることで筋きん肉にくが発達してきている。そして、猫背が直なおった。成長期の身長の伸びも手伝って、少年はさらに身長が高くなった。横にニニが並べば、彼女の頭はちょうどセギーの腰こしあたりである。

　ニニは笑顔だった。ラフィーサさんを追いかけて、どんどん強くなっていくセギーが誇ほこらしい。

（これがきっと、母の心しん境きようというものですわ）

　ニニはニコニコと包帯を巻いていく。が、鎖鎧チエインメイル・アーマーは作れるくせに、包帯は上手に巻けない彼女。セギーの右腕は、本来の太さの二倍には膨ふくれ上がってた。

「セギー、明日も稽古、頑張りなさいね」

　そう言って、セギーの顔を見る。だが、セギーはニニの言葉など聞いてはいなかった。

　セギーの視線は、窓まどから外へ、庭へと注そそがれている。そこに立つのは赤毛の美女。秋風に神官服をたなびかせるラフィーサだった。どこか物もの憂うげな表情を見せる彼女は、琥珀色の瞳で柵さくの向こう側、ふもとの町を見つめている。

　そして、その横顔をセギーは水色の瞳で見つめる。その姿に今はもう緊張した様子など見られない。温あたたかな眼まな差ざしで、口元にはにわかに微笑ほほえみを浮かべながら、おだやかに愛いとしい人を見つめているのだった。

「セギー？」

　再さい度ど呼びかけるが、返事はない。ニニは面おも白しろくなくて、手に持つ包帯を好き勝手にセギーの腕に巻きつけていった。彼の右腕はどんどん太くなっていく、しかし、いつものように「ちゃんと巻いてくれよぅ」と言われることはなかった。

　セギーの横顔を見る。夕日を受けて頰ほほが赤くなった彼の顔。ニニはまるで知らない人のもののように感じた。
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「近頃はずいぶん静かじゃないか」

　司祭さまが、ニニの目線に合わせてしゃがみこんだ。

「ついこの前まで神殿内をずいぶん騒さわがせておったのに、これはどういうことなんだ？」

「騒いだつもりはありませんわ。ただ、少し、お勉強をしていただけですの」

　最近、ニニは愛についての勉強に積極的ではない。もう、彼女が口を出さなくても、セギーはラフィーサの後を懸けん命めいに追っかけているのだから。

「何の勉強かはしらんが、こっちとしては静かで大変結けつ構こう」

　しかし、咳せき払ばらいする司祭さまは少し残念そうでもあった。

「ここしばらく、町からの苦情もなくてありがたい話だ」

　彼のこぼした言葉に、ニニは耳を動かした。

「そうですわ。最近、町に遊びに行ってなかったですの」

　ここしばらくセギーのお世話に全力を注いでいたため、町の人々に愛の祝福をして回るのは御ご無ぶ沙さ汰ただった。いけない、いけない。マーファ神官の卵としての仕事を怠おこたるなんて。

　ゼナム司祭が行ってしまうと、ニニは早さつ速そく町へと向かうことにした。

　途と中ちゆう、訓練室の前を通ったが、その中を覗こうとは思わなかった。

「申し訳ありませんわ。町のカップルの皆さんの祝福を忘れてしまうなんて……」

　ドワーフの短い足でよちよちと道を下りながら、誰も謝って欲しくないことを、真しん剣けんに反省していた。恋人たちを祝福することが自分の仕事だと、彼女は信じて疑うたがわない。

　山の裾へ。その先に広がる町の風景は、ニニの想像していたものとは、大きくかけ離れていた。

「これは一体、どうしちゃったんですの？」

　大好きなお菓か子し屋さんが店を閉しめてしまっていた。ニニの求める恋人たちが歩いているはずの目抜き通りはガランとしていて、出店の一つも見かけない。辺あたりに漂ただよう空気は、ひどく疲つかれてしまっていて、建ち並ぶ家々の全てが白茶けて見える。

　元気に走り回る子供の姿がない。奥さまたちのお喋りが聴こえてこない。働くおじさんたちの足音が聴こえない。

　いつも誰だれかからの施ほどこしを当てにして町を歩き回っている犬が、路地の端で力なく伏ふせっていた。その体はひどく瘦やせていて、あばらが浮いている。

「今日は、町のみんなでかくれんぼ……？」

　最初はのん気に町を見ていたニニだが、それも少しの間だった。あまりの人ひと気けのなさに、不安が募つのる。まるで知らない場所に放り出された子リスのように、ニニはおろおろと町を歩いて回った。それでも人がいない。ニニの足はさらに早くなる。ぽてぽての体が廃すたれた道をバランス悪く駆け抜けていった。

　どれほど歩いた頃か、ニニは扉の開かれた雑ざつ貨か屋やを見つけた。今、町でここだけが営業している店だった。

　ニニはすがる思いでその扉をくぐった。すると、中にはたった一人だけ客がいた。もともと行列ができるほど繁はん盛じようしていた店でもなかったが、それでも一人だけというのはただごとではない。

「エルダさんっ」

　唯ゆい一いつの客の名を呼んだ。店員と話していた美女は、こちらを振り返った。

「あら、ニニちゃんではありませんか」

　黒い巻き毛の美女は、にっこりと微笑む。温和な彼女は、いつでも笑顔でニニを迎えてくれる。いつもは加えて、彼女の取り巻きたちの顔も見れるのだが、今日は誰一人いなかった。

「エルダさん。あたし、久ひさしぶりに町に来たんです。そしたら、誰もいなくなっちゃってて、どうしたんですか？」

「そう言えば、最近姿を見ていませんでしたね。お久しぶりですわ」

　そう言って、一度言葉を区切ると、エルダは曇くもった声で後を続けた。

「ニニちゃん、今、町は大変なことになってしまっているのですよ」

「大変なこと？」

「領りよう主しゆが税ぜいを上げたんだよ。新しい城しろを建てるために、男手を残さず持っていっちまいやがっただけじゃなく、金まで搾しぼり取ろうってんだ。こんな状じよう態たいで家の切り盛りができるもんかい」

　雑貨屋のおばちゃんが苦りきった声で言う。こんなにイライラしているおばちゃんを見るのは初めてで、ニニはびっくりした。

「お金が残り少なくなってきてしまって、ごはんを食べるのもやっとなんですよ。困こまりましたね」

　微笑めば薔薇ばらのよう、と謳うたわれるエルダも、以前とは少し雰ふん囲い気きが違って見えた。笑顔に覇は気きがないのだ。

「そんなぁ。人を支配することはよくありませんの」

　ニニはマーファの教えを呟つぶやく。

　自然であれ。人は人として、自然に生を営いとなむべきである。それを妨さまたげることはあってはならない。権力で人を支配し、人としての生活を行えなくするのは、マーファの教えに反することだ。

「せっかくニニちゃんが遊びに来てくださったのに、面おも白しろくない話をしてしまいましたね。もし良かったら、おうちまでクッキーを食べにいらっしゃいませんか？」

　お金がないと聞いた後では、あまり諸もろ手てを挙あげて喜べない。けれども、エルダの笑顔にニニは甘あまえることにした。何より、まだ神殿に帰りたくなかった。

　二人は雑貨屋を後にし、おっとりとした足並みでエルダの家へ向かう。その途中、エルダがニニに話しかけた。

「本当に久しぶりですね。そう言えば、いつも一緒のセギー君はどうされたのですか？」

「セギーは今、お稽けい古こ中なんです。ニニはお邪じや魔ましちゃいけないの」

「まぁ、お忙しいのね」

「最近のセギー、とっても強くて大きくなってきたんですよ」

「セギー君は、確かもう十五歳でしたか？　成長期ですからね。男の方は、知らないうちに知らないところで大人になるものですから」

「大人……？」

「ええ。女の目からはわからないところで。気付けば体も心も、ずいぶん変わっていらっしゃるの」

「変わる……」

　セギーが変わる？

「特に、愛する人を見つけた方は」

　話を聞いたエルダがもらした言葉に、ニニは驚おどろいた。

「そう言えば、愛のお勉強は順調ですか？」

「え……？　あ、はい。おかげさまで……」

「良いマーファ様の御み使つかいになってくださいね」

　エルダが微笑む。ニニは、その笑顔を見ながらも、頭は別のことにとらわれていた。

　セギーが変わる。セギーが自分から離れていく。

　そんなこと、今までに考えたことなかった。

　最近のセギーの行動を、何度も何度も頭の中で思い返した。──エルダの言葉の通りである。

　マーファは愛を説とく。愛は素晴らしいものだと信じて疑うたがったことなどなかった。それなのに、愛は自分からセギーを遠ざけていくのだろうか？

　秋風が吹いた。それはニニの髪かみと共に、心もさらっていったのかもしれない。







　弾はじき落とされた棍こん棒ぼうを拾ったところで、「今日の練習は終わりにしましょう」と言われた。振り返れば、そこには汗をしたたらせるラフィーサがいて、その後ろでは窓まどから夕日が差し込んでいる。

　立ち上がったセギーは、わずかに唇くちびるを尖とがらせた。口には出さないが、不服だと控ひかえめな主張をしているのだ。

　今日は彼女と十合ごう以上打ち合うことができなかった。それがセギーが満足していない理由である。昨日、できたのだから、今日もできないはずはない。

「まだやりたそうね。もうみんな帰っちゃったわよ？」

　セギーの顔を見て、ラフィーサが言う。事実、訓練室に残っているのはセギーと彼女の二人だけで、他のメンバーはとっくに引き上げてしまっていた。

　セギーは、彼女と二人きりであることを意い識しきして、火ほ照てった頰ほおをさらに赤らめた。なんと答えていいものか、もごもごと口ごもる。

「そ、そうですけど……」

　どもり癖ぐせは直る傾けい向こうにあるが、彼女の前ではまだまだだった。

「熱心ね。鍛たん錬れんは大切だけれども、いざという時に疲ひ弊へいしていたら意味はないのよ？」

　その「いざ」という時については、セギーは考えないことにしている。そんな悲しい時は来て欲ほしくない。それは、彼女も同じだろう。

　しかし、ラフィーサがその時を視し野やに入れてより稽古に力を入れていることをセギーは知っていた。きっと、今晩もまた一人、彼女はここで素す振ぶりを繰くり返すのだろう。以前ニニと共に偶ぐう然ぜん見かけた時から、一日も怠おこたることなく繰り返されているのだから。

　ラフィーサさんは、真面目まじめだから……。

　この神殿の神官戦士たちを任まかされている自負から、彼女はとても努力している。「いざ」という時も、彼女は先せん陣じんをきって突き進むに違いない。

「あと、一回だけね」

　彼女は笑って、棍棒を構えた。声かけられて、我に返ったセギーも構えなおす。

　呼こ吸きゆうを整え、右足から踏ふみ出した。三歩つめて、左足を踏み込むと、棍棒を力いっぱいラフィーサに振り込んだ。それを彼女は、棍棒の側面で受け、払い、反撃に左から棍棒を振るった。慌あわてて体勢を整えるセギーは、なんとか棍棒を立てることで、それを受け止める。続き、三合、四合と、棍棒同士はぶつかりあったが、八合目のくぐもった音と共に、セギーの武器はふたたび宙ちゆうを舞まうのだった。

「ずいぶん上達したわね」

　勝者が褒ほめる。少年は口をへの字に曲げながらも、棍棒を拾いに行った。

　上達しても、あなたにはまだ敵かなわない……。

　セギーは自分が強くなっていっていることをよく自覚していた。しかし、まだ足りない。

「その調子で、頑張ろうね」

　ラフィーサが笑った。そんな風に微笑まれると、悔くやしさに握にぎり締しめた拳こぶしも緩ゆるんでしまう。

「今日も、ありがとうございました」

　彼女に届かない自分が悔しくもあったが、それ以上に今日も訓練に精を出せたことが嬉しかった。ラフィーサの前で、礼儀正しく頭を下げる。

　ふたたび顔を上げた時、セギーは真っ直すぐに彼女を見た。知らぬ間に、少し顎あごを引かねば彼女とは目を合わせられなくなっている。拳一個分、セギーは彼女の背を抜いていた。

「ラフィーサ君。ちょっといいかね」

　その時、扉の方からゼナム司祭が声をかけてきた。彼は外出から戻ったばかりのようで、司祭の正せい装そうを纏まとっている。顔はひどくやつれていて、目が落ち窪くぼんでいた。

「例の件けんなんだが……」

「はい」

　ラフィーサは、セギーへの挨あい拶さつもそこそこに部屋を出て行ってしまった。その顔が強こわ張ばっていることを、セギーは悲しく思った。

　例の件──領主の話だろう。

　ここしばらく、領主の圧あつ政せいに町の皆がかなりの不満を溜ため込んでいるのはセギーも知っていた。そんな事態を、マーファ神殿は見過ごしていられない。

　ゼナム司祭は、今日も嘆たん願がん書を提出しに領主の城まで足を運んでいたに違いない。

　セギーは手ぬぐいを拾い上げると、訓練室を後にした。表に出れば、秋の涼しい風が吹いていて、上気した肌を優しく撫なでていく。

　汗をぬぐいながら、今日一日を振り返る。今日は昨日よりどれほど強くなったのか。領主に対する不満が爆ばく発はつするまでに、自分はどれだけ強くなっていられるだろうか。「いざ」という時が来た時、自分はどれほど役に立てるのか。

　首をひねりつつ、離れの自室へ歩いていく。その時、ふと気付いた。

「あれ？　ニニ？」

　いつもなら、訓練室の入り口で、両手いっぱいに包帯を抱かかえて待っているはずの少女がいない。ここ数日、姿を見せないことが多くなってきている。

「どこで何をしてるんだ？　まさか勉強しているわけはないし……」

　お花畑もすっかり花を散らしている季節である。裏山に木の実でも拾いに行っているのだろうか。

「……ニニならどうするかな」

　自分の力で、愛する人を守れない時。

　彼女なら、きっと笑って「なんとかなるわ」と言うだろう。いつでも前向きで、どんな困こん難なんにも向かっていく。ちょっと能天気で困ったところもあるけれど、その全すべては彼女の一いち途ずな思いからなされていると、どうしても憎にくめない。むしろ、真っ直ぐなだけに困難を打ち破る力は強いのだ。

　今回の稽古を始めることだって、彼女が提てい案あんしなければ挑ちよう戦せんすることはなかっただろう。最初は戦い方の稽古など、自分には向かないと思っていた。だが、やってみれば楽しいし、おかげで猫背も直るし、想おもい人ともより仲良くなった。今までは、今日見たラフィーサの微笑む顔の回数をカウントしていたが、今は「今日自分に微笑みかけてくれた回数」を数えている。

　その意識は少年に自信を生み出させ、そして希望を持たすようになった。

　頑張れば、彼女は僕を見てくれる。その事実に気付き、セギーは嬉しくなった。

「へへへっ」

　ひとりはにかみ笑いを浮かべた、その時だった。

　少年が神の声を聞いたのは。







　ニニは、日暮れ前に神殿へ帰った。あの後、クッキーをよばれ紅こう茶ちやをすすり、お喋しやべりをしてきただけにもかかわらず、不思議と全身に疲ひ労ろう感が漂っている。

　よたよたと神殿の扉とびらをくぐると、そこでは歓かん声せいが響いていた。ニニさえいなければ静かな神殿なのに、これは珍めずらしい。

「ど、どうしたんですの？」

　お祭り好きなニニにとって、嬉しそうな声は聞き逃のがせない。疲労感もふっとばして、礼れい拝はい堂どうに駆けていく。

「あの～、あの、何かいいこと、あったの？　ねぇ、ねぇ？」

「セギーが、マーファさまの声を聞いたんだよっ！」

「よくやったな、セギー。お前はここ最近、頑がん張ばって鍛たん錬れんに取り組んでいたからな。きっとその努力にマーファさまが答えてくださったんだ」

　周囲の声に、ニニはパッと笑顔になった。

　セギーが神の声を聞いた。

　それはすなわち、神から啓けい示じを授さずかり、奇き跡せきを起こす力を授かったということだ。マーファの神官として、大きな一歩を踏み出したのである。

　いつも二人で言っていた。いつか自分たちもマーファさまのお声を聞こう。聞いたら立派な神官になろう。身寄りのない自分たちを育ててくれたこの神しん殿でんで、少しでも恩おん返がえしができるように。

　何度も何度も語り合った夢ゆめだった。そのために毎日聖書を読んだ。祈いのりを捧ささげた。その頑張りが、今報むくわれたのだ。

　ニニは我わがことのように嬉しくなった。神の声を聞く。それはセギーと二人で温めてきた大切な夢だったから。

「セギー、やったわね！」

　小さなニニは、神官たちの足を搔かき分け、礼拝堂の奥おくに進む。その先には、笑顔のセギーが待っているはず。

「セギー、セ……」

　人だかりの最前列に立つ。そこには確かに自信溢あふれる笑顔のセギーがいた。そして、その前に立つ──

「ラフィーサさん……」

　ニニはその人の名を呟いた。

　赤毛の美女は、セギーに力強く頷うなずくと、「おめでとう」と言った。

「ありがとうございます、ラフィーサさん」

　水色の瞳ひとみが、憧れの人の瞳を見つめている。その双そう方ほうの目には、輝かがやきが宿っていた。

　大きくなったセギーは、ラフィーサに褒ほめられ、ゼナム司祭に褒められ、そして神官皆から褒められていた。

　こんなに嬉しい時なのに、ニニの心だけはどうしても浮かなかった。胸が凍こおりついてしまったかのように。

（違いますの……一番におめでとうって言うのは、あたしじゃなきゃ……）

　けれど、セギーはそれを望んでいないだろう。彼には、ラフィーサがいるのだから。

　彼にはラフィーサへの愛があるのだから。







「ニニ、僕はやったよっ！」

　セギーが振り返った。見下ろせば、いつものようにキラキラ光る黒い双そう眸ぼうが、自分を見上げているはずだった。

「……ニニ？」

　しかし、そこに求めるドワーフの姿すがたはない。

　開きっぱなしの礼拝堂の扉とびらから、秋を運ぶ強い風が吹き込んでいるばかりだった。




　　　　＊




　ラフィーサのことは嫌きらいではない。もちろん、セギーのことも嫌いじゃない。

　しかし、何故なぜか二人と顔をあわせたくなかった。

「おーい、ニニーっ。どこにいるんだよぉ？」

　セギーがニニの姿を求めて庭を歩く。季節はすっかり秋になり、木こ枯がらしは肌寒さを感じさせた。少年が神官服を纏まとった己おのれの肩かたを抱だく。神の声を聞き、神しん聖せい魔ま法ほうを扱あつかえるようになった少年は、神官として認みとめられたのである。

「なんだよー、どうしてちっとも口をきいてくれないんだ？　……相談したいことがあるのに……」

　低い声を残し、少年は神殿へ帰っていく。その後うしろ姿すがたを、ニニは茂しげみの中から眺ながめていた。

「だって、話したくないんですもの」

　ニニがしょんぼりと呟いた。

　セギーが啓示を受けて以来、ニニは彼と口を利きかなくなっていた。また、ラフィーサとも挨あい拶さつ程てい度どしか声を交わさなくなっていた。

　ニニは二人の姿を見ただけで、猫を見つけたねずみのように逃とう走そうする。きっと誰からもおかしいと思われているに違いない。

　しかし、ニニには耐たえられなかった。変わっていくセギーを見つめ続けることが。

　愛のせいだと思ってしまう。

　セギーに愛が芽生えたから、こんなおかしなことになったのだ。

「マーファさま、愛とは本当に素晴らしいものなのですか？」

　こんな二人の追いかけっこが日常となった頃には、ロサーグの町はさらに苦しい状じよう況きようへと追いやられていっていた。

　実りの秋にもかかわらず、ろくに収しゆう穫かくもできない町の人々の、流す涙なみださえも枯れ始めていたのだ。

「ゼナム司祭。もう限げん界かいです」

「我々に救いの手を」

「このままでは、このままでは町はあの領主に命まで搾しぼり取られてしまいます」

　最近、夜中にマーファ神殿を訪れる人が多くなった。それは町の人々で、皆一様に落ち窪くぼんだ目をしており、体のどこかに包帯を巻いていた。肉が削そげ落ち、骨ほねと筋すじばかりの両手を組み、司祭の足元に額ぬかづく。

「頭を上げてください」

　渋しぶい声だった。ここ最近、ニニを怒らなくなったので、ゼナム司祭の声は以前の調子を取り戻している。

「司祭さま、我らの願いを聞き届けていただけますか？」

　今日も神殿へ来ている男たちが、言いすがる。

「決起します。もう決めました。あの領主から、我々の生活を取り戻したいのです。その時、神官さまたちのお力もお借りできないでしょうか？」

　もう一人の男が、力強く言った。ゼナム司祭はむぅと唸うなる。

　あの領主がこの地方を治め始めたのは三年ほど前からだ。町の人間と付き合うことを嫌きらい、城から一歩も出ない領主さま……。

　最初は先の領主と同じ税ぜい率りつで、決して悪くない統とう治ちをしていた。それでいて贅ぜい沢たく者ものであったから、町から色々と品を買い取ってくれ、「いい領主さまじゃなー」と喜んでいたものである。しかし、昨年から急に税を多く取り立てるようになった。町から買わず、搾り取ることでゴージャスな生活を送るようになったのだ。その上、新しい城を建てると言って始まった労役。その資金のための、さらなる増税。町は一気に活気を失なくしていった。

　もとよりマーファ信者の多いこの町は、高圧的な政治に堪こらえ性しようがなかった。マーファは他人への支し配はいを否定しているからである。何度も労役のボイコットや、税軽減を求める嘆願書を出したものの、それらは全すべて城の私し設せつ騎き士し団だんによって蹴け散ちらされてしまった。

　それでも辛しん抱ぼう強く平和的解決を求め続けてきたが、昨日ついに我が慢まんしがたい事件が起こった。

　労役の途と中ちゆう、疲れたと座すわり込んでいた壮そう年ねんの男が、見み張はりの兵士に背を槍やりで突かれたのだ。骨に当たったらしく、ゼナム司祭自らが〝治癒キユアー・ウーンズ〟の魔ま法ほうをかけたものの、もう二度と自分の足で立てることはあるまい。

「人が人を支配するのは、良い行いではない。それはマーファさまの教え……」

　しかし、戦いで物事を解かい決けつすることも決して良い行いとは言えない。多くの怪け我が人を出すだろう戦いに乗り出すのは、やはり気が引ける。

　だが、こうして助けを求めてくる者たちの目は、この神殿を最後の希望としている。ここで神殿までが彼らの願いを聞き届けずにいられようか。

「皆さん、ひとまず今夜はお引き取りください」

「司祭さま……我らは、明日には立ち上がるつもりなのです」

　最初は漠ばく然ぜんと考えられていた決起。しかし、それも今の段となっては内々に、綿めん密みつに作戦が練られている。それを知らぬ司祭ではない。

「わかっています。皆さんの思いを大事にしたいと思います」

　マーファ司祭の言葉に、男たちは氷が解けるように笑顔になっていった。

　町への細い道を、小さな松明たいまつがゆらゆらと降りていく。帰っていく男たちの背を、ニニは庭から眺ながめていた。

　先日エルダに町の窮きゆう状じようを聞いてから、ニニの周囲は大きく様相を変えていることに気付いた。神殿でも、何度も反はん乱らんに関する議論がなされている。まだ小さな彼女は部屋の外から眺めるばかりだが、それでも明日にでも決意が固まりそうなことを知っている。

　土の妖よう精せいドワーフは〝暗あん視し〟の力を持つ。暗くら闇やみを見通せるニニの目には、丘の道を下っていく男たちの背が、行きよりも力強さを取り戻しているのがよく見えた。明日、とうとうその日が来るのかもしれない。

　神殿へ戻れば、礼拝堂には神殿の全ての神官たちが集まっていた。

「今こそ武器を手に取る時です。町の人々は、圧あつ政せいに苦しんでいる。領主を成敗することを、マーファさまはきっと認みとめてくださるでしょう」

　議ぎ題だいはもちろん、窮状の打だ破はについて。立ち上がることを積極的に勧すすめるのはラフィーサだった。正義感ある彼女は、いつでも決起すべきと、ゼナムに言い続けていた。

「司祭さま、ご決断を」

「これは無用の戦いではありません。町のあるべき姿を取り戻すためなのです」

「司祭さま……」

　神殿に務める神官たち十数名は、一同にラフィーサに賛さん同どうしていた。ただ一人を除のぞいて。

（もぅ、セギーはどうして「その通り」って言えないのよぅ？）

　礼拝堂の外から、ニニはもどかしくセギーを見ていた。神官となったセギーもまた、この議論に参加する権利がある。

　ニニ自身、ラフィーサの意見には賛成だ。セギーも敬けい虔けんなマーファの僕しもべであるのだから、賛成しているに違いない。しかし、さっきから口を閉とざしたまま、何一つ喋らないのだ。

「わしもそう思う。民衆も、明日が好機だと意気込んでいる。朝から武器を手に、城へと歩くのが良いだろうな」

　ついにゼナムが言った。神官たちの顔に光が差す。

「そうしましょう！　きっと町の人々も賛同して、武器を手に駆けつけてくれる！」

「今夜は明日に備そなえて眠ねむろう。明日は頑張らなければ」

「その前に、簡単にでも編へん制せいを考えましょう。皆が先頭を歩くわけにはいかないでしょう」

「あのー、明日、戦うんですよね……」

　ぽつりと、若わかい神官が呟いた。今まで一言も喋らなかったセギーだ。

「そうだ。何を今いま更さら」

「そうよ、セギー君。マーファさまの名の下もと、私たちは戦うのよ」

　ラフィーサが力強く言う。その言葉を聞いたセギーは、痛いたいのをこらえるような顔になった。

　そして、弱々しくこう言った。

「あの、もう少し。もう少しだけ待ちませんか？　まだ、決起する時ではないのではないでしょうか」

　ニニを含ふくむ誰もが、目を丸くした。

「何を言っている、セギー」

「お前はあの町の惨状を見て何とも思わないのか？」

「そうよ、セギー君。私たちは、この町のマーファ神殿に仕える者なの。今この時、町の人たちを見捨てると言うの!?」

「み、見捨てるわけじゃないです、でも……」

「戦場へ行くことを強制しないわ。セギー君は待っていればいいわよ」

「そうじゃなくて……。と、とにかく、まだもう少し、嘆願書とかで頑張りませんか？」

「どうしてなんだ？　今反対する理由がどこにある？」

　あっというまに集中砲ほう火かを浴びるセギーは、口を濁にごすばかりで理由をはっきりのべないでいる。

　そんな彼を、ニニは複ふく雑ざつな思いで見つめる。決起に反対するセギーが信じられなかった。しかし、心のどこかで何かが喜んでいる。

　ラフィーサのことを嫌っているわけはないのに……。

「だ、だって、戦いになるんでしょう？」

　うなじをかきながら、セギーはちらりとラフィーサを見た。

　うなじをかく。それは、セギーが都合の悪いことをごまかす時の癖くせだ。その仕草を、ニニは見み逃のがさなかった。

「……っ！」

　気付いてしまった。セギーが決起に反対する理由を。

　決起になれば、戦いになる。戦いになれば、誰が先頭に立つ？

　決まっている。この神殿一の戦槌メイスの使い手、ラフィーサに違いない。







　翌よく朝あさ……と言っても、まだ夜は明けていない。珍めずらしく神殿中に明かりを灯ともし、神官たちは誰もが使い慣れた武器を持ち出し、戦いの準備をしているのだ。

　ラフィーサはよく使い込まれた鎧をまとっていた。赤い髪は乱れぬようにまとめ、戦槌メイスを下げ、礼拝堂で祈りを捧ささげている。

　続いて、戦に参加する意思を表明する神官たちが、一人また一人と武器を手に集まってくる。

　ニニは入り口から、みんなの姿を見ていた。否いな、ラフィーサの背中を。

　そんなニニの頭に、ゼナム司祭がぽんと手を置く。

「恐おそろしいか？」

「……大だい丈じよう夫ぶですう」

「では、なぜそんなにおびえた目をしている？」

　弾はじかれたように、司祭の顔を見上げる。

「お前は神殿で待っていなさい」

　いつになく穏おだやかな目をした彼もまた、城へと赴おもむくのだろう。もう片方の手には、聖印が力強く握られている。彼の癒いやしの力は、この上ない強い味方なのだ。

　ゼナム司祭もまた礼拝堂へ足を踏み入れ、最さい奥おうに飾かざられる大きな聖印に頭こうべを垂たれた。

「待ってください！」

　そこへ、セギーが現れた。ニニの横を通り、真っ直ぐに司祭のもとへ行く。

　その顔はやつれていた。きっと、一いつ睡すいもしていないのだろう。目の下にクマが見える。

「やめましょう。戦いはすすんで起こすものではありません」

「まだ言うか、セギー」

　セギーは苦しかった。

「ですが、ですが、戦いはよくないのです」

　もはや駄だ々だに等しいセギーの言葉。水色の瞳が見つめるのは、ゼナムの姿ではない。その奥の、戦いくさ乙女おとめだ。

　ニニは胸が苦しくなった。愛は人をこうも変えてしまうのか。

　セギーはロサーグの町へ遊びに行くのが大好きだった。ニニと揃そろって町の人々から可愛かわいがられていた。

　神官になれたら、みんなに恩おん返がえししようと言っていたではないか。セギーは、ラフィーサの身を案ずるためだけに神官になったというのか。

「考え直してください。もしかしたら、今日にでも労役免除のお触ふれが出るかもしれません」

「我らはもう我が慢まんの限界なんだ。今までどれだけの数の嘆願書を出したと思っている？」

「でも、力での解決は……」

　なおも食い下がろうとするセギーが腹立たしい。以前のセギーはあんなことを言わなかったのに。

　彼は変わってしまったのだ。自分の知らない何者かに。

「セギーのバカっ！」

　ついに、ニニが声を張り上げた。

　礼拝堂の誰もが、幼おさないドワーフの子に視し線せんを向ける。

「セギーのばか！　ひとでなし！　はくじょーものぉ！　あたしたちが頑張らなきゃ、頑張らなきゃ、町の人たち、困ったままなのよっ！」

　体の中に炎ほのおが生まれたようだ。その熱は指の先まで届き、大声となって発はつせられる。

「エルダさんだって、ジョナーさんだって、トロレットさんだって、みんな困ってるんだからっ！」

　ただ一人、ラフィーサのために、町を見捨てるなんて……。

「セギーは間ま違ちがってるぅっ！」

　言った。言ってしまった。

　興こう奮ふんのあまりに、息苦しい。肩を上下させながら、修道服を握り締めた。

　黒い瞳が少年神官を見る。

　彼は──傷きずついていた。

「ニニ……」

　愕がく然ぜんと漏もらされたセギーの声は、ニニの知らない声だった。水色の目が、光を失ったかのようにかげっている。

「違う、ニニ……、僕は、僕は、町を見捨てるんじゃ……だって……」

　少年が、何かを伝えようと言葉を紡つむぐが、それは意味を成さずに零こぼれ落ちていった。歯がゆそうに、少年は血が滲にじむ程ほど、唇をかみ締める。

　その目が、ニニにはこう語っているように見えた。

──僕だって、わかっているんだ……

　ニニの小さな心しん臓ぞうがはねた。一気に体中から汗が噴ふき出した。

「あ……あ……」

　セギーの傷ついた表情に、ニニは胸を締め付けられる。どんどん胸が苦しくなる。

（……助けて、マーファさま……）

　ニニは走り出した。

「ニニ！」

　セギーの制止の声。でも、止まれない。

　ニニは全力で走った。神殿を飛び出し、裏手の山に向かって走りつづけた。

　いつしか登山道も外れ、獣けもの道みちを走った。ドワーフ特有の〝暗視〟は夜明け前の森であっても、ニニに木々の隙すき間まを見せてくれるはず。だが、今の視界は塗ぬりつぶされたように真っ暗だった。

　闇やみ雲くもに走りどれほど経たったか。そう早くないドワーフの足でも、気付けば神殿からずっと離れた山奥まで来てしまっていた。

「はぁっ、はぁっ」

　息もすっかり切れた。体力には自信があったが、いきなり激しく動いたのが祟たたったのだろうか。もう限界が訪れて、足がもつれる。

「きゃあぁっ」

　ついに転んだ。受け止めたのは枯葉の匂においに包まれた、山の土。

　弾んだ息が治まらない。ニニは土に汚れることも気にせずに、そのまま小さく丸まった。もう立ち上がる気力がなかった。

　かたく目を閉じる。強く自分の体を抱きしめる。そして呟つぶやき続ける。マーファさま、と。

　しかし、どれだけ神の名を唱となえても、まぶたの裏うらにやきついたものは消えなかった。

　あの、傷ついたセギーの顔。

　揺れた水色の瞳。歪ゆがんだ唇。

　自分が傷つけてしまった。自分が彼を。

　種族は違えど、家族だと誓い合った。つらいことがあれば、慰なぐさめあった。ケンカもした。けれど、次の日には一いつ緒しよに笑いあった。

「マーファさまぁ……」

　涙が溢あふれてきた。自分がひどく小さな存そん在ざいに思えた。

　あれだけ側そばにいたセギーが、離れていくのが寂さびしかった。ラフィーサさんを見つめるセギーには胸を痛いためた。もう、自分のことなんて見向きもしてくれないんだと思っていた。

　けれど、さっきの目──混乱と、怒り、謝意、絶望と、あらゆる感情が複雑に絡み合った目だった。彼があの目を通して求めたのは、救いだったのだろう。それを、彼は自分に向けてくれたのだ。セギーの中では、まだ自分は親友だと思ってくれていたのだ。

　彼との間に線を引いたのは、彼に芽生えた愛でもなんでもない。自分の拗すねた嫉しつ妬と心しんだったのだ。

　そのことを認みとめると、急にニニの視野は広くなった。まるで卵の殻からを破ったかのように、たくさんのことに考えを巡らせられるようになった。

　セギーは苦しんでいただろう。混乱していたのだろう。クマを作った白い顔が思い出される。

　神殿の誰もが町を救おうと思っていた。それはきっとセギーも同じだったに違いない。けれど、その時はラフィーサが戦いに赴おもむいているのだ。町を案ずる人はたくさんいても、あの場でラフィーサの身を案じる者は誰一人いなかった。ラフィーサ本人でさえ、自分の身よりも町のことを考えていたに違いない。

　セギーはそのことが耐えられなかったのだろう。何故なぜなら、町の誰よりもラフィーサを愛していたから。

　セギーは必死だったのだ。今いま更さら、反乱の決意が揺ゆらぐとは思えなくても、あの場でああ言わずにはいられなかったのだ。

　なんでも言いたいこと言ってのける自分とは違って、彼はいつでも不ぶ器き用ような物言いをしていた。それをどうして忘わすれていたのだろうか。

　何故、自分はあんなことを言ってしまったんだろう。何故、気付かなかったのだろう。彼の想おもいを知っていながら。

　ラフィーサさんと幸せになるよう応おう援えんする。そう言ったのは他ならぬ自分なのに。

　セギーに芽生えた愛を、二人だけの秘ひ密みつだと無邪気に喜んでいたのは自分なのに。

　理解していなかったのは自分だったのか。

「ごめんなさい、セギー。ごめんなさいぃ、マーファさまぁ」

　今ならわかる、彼の言っていた言葉が。「愛は苦しいもの」だと。その苦しみの中の彼を救おうとしなかった自分が憎にくい。

　セギーは、親友なのに。

「バカ、あたしのばかぁ！　ふえぇん、ごめんなさいー！」

　小さな拳を何度も地面に叩きつけた。木の根にぶつかり、手の皮は破れて血を滲にじませた。白い修道服は土に汚れ、顔は涙でぐしゃぐしゃだ。

「バカぁ！　ば……げほっ、げほっ」

　喉のどが引きつり、声さえ出なくなった。だが、どうせいくら嘆なげいても、もうセギーの親友にはもどれまい。あんなひどいことを言った自分を、彼が許ゆるしてくれるとは思えない。

　……では、もう二度と神殿には戻らないのか。

（帰らなくてすむのなら……）

　もう二度と、彼とは話せなくなっていいのか。

（……それはいやですの……）

　彼に謝あやまらなくてもいいのか。

（許してくれるかなぁ？）

　慈じ愛あいを持てば。愛を込めて謝ることができたなら。

　愛があれば……




──愛があれば大だい丈じよう夫ぶ……。




「……え？」

　優やさしい声が、耳元で囁ささやかれたような気がした。こんな山奥に他に人などいるはずがない。驚おどろいてまぶたを開くと、真っ暗だったはずの森には、知らぬ間に光が差し込んでいた。

「ひ……かり……？」

　振り返れば、それは太陽の光だった。夜が明けたのである。

「あ……」

　それは素晴らしい風景だった。

　ふもとの神殿。その向こうに広がる小さな町。領主の城。そして、遠くに見えるグロザムル山脈。そこから顔を出す太陽。

　稜りよう線せんに光が走り、キラキラと輝いた。赤い太陽はゆっくりと昇りながら、大地の全すべてを照らしていく。朝日に照らされると、朝の冷えた空気もゆっくりと温まっていく。まるで、母の腕に抱かれるかのごとく。

　太陽の姿に目を奪うばわれながら、ニニは側そばの切きり株かぶに縋すがって立ち上がった。自然の美しさを全身で感じながら、ニニは考えていた。あの、優しい声は誰の声だったのか……。

　太陽がその身の全てを空に浮かべた時、いよいよ眩まぶしくなってニニは目を逸そらした。その時、気付いた。ここは幼い頃にセギーと秘密の名をつけた、思い出の場所だったのだ。
















　数多あまたの木が生い茂るこの山で、こんなに真っ直すぐに太陽の光を浴びられる場所はそうない。ここは二本の巨きよ木ぼくを切り倒してあるため、ぽっかりと開けているのだ。切り株は大きく、年輪が風情ふぜいある模も様ように見え、ニニはかつてこう言ったことがあった。「まるで、テーブルみたい」と。




──すごく綺き麗れいな風景だね。

──きっと神さまはいつもこんな高い所から、広くて綺麗な世界を見ていらっしゃるんだわ。この切り株の上にティーカップを並べて、美味おいしい紅こう茶ちやを飲んでいるのよ。

──じゃあ、ここにはマーファさまがいらっしゃるの？

──きっと、いらっしゃってるわ。ここの名前は「マーファさまのプラス」ね！

──それを言うなら、「テラス」だろー？




　また一ひと筋すじの涙なみだがこぼれた。その雫しずくは、褐かつ色しよくの肌はだをすべり、大地へと吸すい込まれていく。

「マーファ……さま……？」

　まさか、そうだったのか？　自分は聞いたのだろうか？　大地の脈動を。太陽の歌を。自然の息吹いぶきを。──神の声を。

「そうなのですか？　マーファさま？　本当に、ここにいらっしゃったのですか？」

　あの慈愛に溢あふれた柔やわらかい声はこう言った。「愛があれば大丈夫」と。

　自分で何度も言った言葉だったが、この時ほどその言葉の重みを感じたことはない。

　セギーが好きだ。もちろん、ラフィーサさんも大好きだ。それでいいではないか。

　愛する人を愛すれば。

　相手がたとえ、恋こい人びとを見つけても。その姿や心を変えてしまっても、彼がセギーであり、家族のように育った事実は変わらず、そして彼に対する自分の愛──友愛は、変わることなく存在するのだから。

　今まで通り、彼を応おう援えんしよう。──応援したい。彼が幸せになって、その笑顔を見れば自分もまた幸せになれる。彼を愛しているのなら、彼の中で育はぐくまれている愛もまた、愛せるはずなのだから。

　最初は上手うまくいかないかもしれない。けれど、いつかはできるはず……。

　自分の、自分らしい生き方が。素直に、自然に愛を注ぐ生き方が……。

「そうなのですね。これが、啓けい示じなのですね」

　神の声を聞いた興奮と感動に、ニニの体は震ふるえた。自分の進むべき道が広がったことが、こんなにも衝しよう撃げき的なこととは思わなかった。疲れた体に、みるみる力がみなぎっていく。自分の体が瞬またたく間に作り変えられたかのようだ。

　ニニは自分の体を力一杯抱きしめた。どくん、どくんと脈打つ心しん臓ぞうの音が聞こえる。そのひとつひとつが、自分が生きている証あかし。

　心の奥にあった氷がどんどんと解とけていく。ニニは笑顔をこぼした。見下ろす世界に、愛を注いだ。

「あっ！」

　しかし、感動に浸ひたっているのはそれまでだった。

　高い山の上からでも見える。小さなロサーグの町の通りを、たくさんの人間が城へ向かって歩いていくのが。




　　　　＊




「どうかご無ぶ事じで」

　セギーが、発たつ神官たちに伝えられた言葉はそれだけだった。

　あの後、決意を曲げなかった神官たちに、「それなら自分も連れていって欲ほしい」と頼たのんだが、皆はセギーを気き遣づかって連れていってはくれなかった。

　うなだれたまま武ぶ装そうする彼女たちを見送り、彼は神殿でただ一人立ち尽つくしていた。

　ニニもいない。あるのは沈ちん黙もくだけ。

　皆が行ってしまうと、セギーは己おのれのした発言を恥じた。

　あんな駄だ々だっ子のような意見を聞き入れてもらえるとは思っていなかった。しかし、責せき任にん感から意い気き込ごんでいるラフィーサを見ると、言わずにはいられなかった。

　ここでも届く、町の人々の声。今日は町中の誰もが待っていた、決起の日。これを境に町はいつもの平和を取り戻すのだろう。

「マーファさま、それでも僕は彼女を引き止めたかったのです……」

　聖印を握り締め、町を見下ろす。黙って耳を澄すますが、そこに神の声は聞こえない。

　代わりに聴こえてきたのは、耳慣れた足音だった。

　まさかと思って神殿の門へと出てみれば、山の方からバランス悪く駆け下りてくる小さなドワーフの姿が見えた。

「ニニっ！」

「セギーぃぃ！」

　土つち埃ぼこりでぼろぼろの彼女は、必死の形相で走ってくる。

「ニニっ！」

　その体を受け止めようと、しゃがんだセギーは、

「ぐえぇっ！」

　みぞおちにタックルをかまされた。

「セギーのバカっ！　でも、ごめんなさいっ！」

　ひっくり返った少年の上に乗り、ニニは自分の顔を相手の顔にぎゅうぎゅう押し付けた。その必死さのあまり、手に力がこもっていく。その手といえば、セギーの首に回っているというのに。

「ぐえっ、くるしっ！　に、に……たすっ……」

「ごめんなさぁいっ、ごめんなさぁい、ごめんなさいぃなの～！」

　ぎゅうううっ。もはや失しつ神しん寸すん前ぜん。

「あら？　ごめんなさい～、ちょっときつかった？」

　ちょっとどころではないのだが、とにかくマーファさまのもとへ遣つかわされる前に気付いて幸いだ。

「げほっ、げほっ。ニニ、どこ行ってたのさぁ」

「ちょっとお山まで。でも、もういいの～」

　少女が笑った。だがそれは、以前のように手放しな笑顔ではない。ほんの少し困ったような、複雑なものだった。

「それより、ごめんなさい～。セギーはとてもつらかったのに、あんなことを言って……」

「いいんだよ」

　しょぼんと小さくなる彼女を、セギーはそっと抱き返した。

「あぁ良かったぁ。僕、ニニに嫌われたのかと思って、ずっと心配してたんだ」

　驚いたニニは、黒い瞳を瞬しばたたかせる。

「ニニに言われた通り、ラフィーサさんに頑張ってアプローチしたのにさぁ。ニニったらちっとも相手してくれなくなるんだもん、何か怒らせるようなことしたのかなーって思ってた」

　温かいセギーの体温が懐なつかしかった。

「そんなことないわ、ごめんね、セギー。それに、さっきも……」

「いいんだ。僕はどっちについてもきっと後こう悔かいしたと思う。町の皆を助けたいのも、ラフィーサさんを守りたいのも、僕の本当の気持ちだから。ラフィーサさん、ここ最近ずっと、稽けい古こに夢む中ちゆうだったんだ。今回のことは、自分がやらなきゃって、きっとすごいプレッシャーと闘ってたと思う。僕はそんなラフィーサさんを助けたかったけど、なんて言ったらいいかわからなかった。だからって、戦いに行かないでだなんて、恥はずかしいこと言っちゃったよね」

　少年が自じ嘲ちようする。

「僕にはまだ彼女を守る力がなくて。今だって、子こ供どもだから神殿に置いていかれちゃった。僕が彼女を守れないから、戦いに行って欲しくなかったんだよ。子供だよね、僕」

　ニニはへなへなと力が抜けていった。

「セギーは大人よぅ……」

「そうかな？　もう十五歳さいなのに、こんなんじゃ恥ずかしいよ」

「まだ十五歳よ～」

「まぁ、ドワーフから見れば、ほんの十五歳だけどさぁ」

　ニニをどかし、立ち上がったセギーは、ぱんぱんっと土埃を払う。

「もう行っちゃったから、仕方ないよね。後は皆が元気に帰ってくるのを待つだけさ」

　その言葉に、ニニの黒い瞳が瞬く。

「……何言ってるの？」

「え？　だって、もう行っちゃったんだよ？　僕たちは傷薬を用意して……」

「何言ってるのよぅ！　早く、戦槌メイスを取ってらっしゃいな！」

「え、ええぇ!?　だって、僕は留る守すを任まかされていて……」

「ラフィーサさんを、守りたいんでしょ！」

「そ、そうだけど……」

　と、うなじをかく。

「ラフィーサさんを、愛してるんでしょ！」

　ぼんっと、セギーの顔が赤くなった。

「そ、そうだけどぉ……僕は来るなって言われたし……」

「じゃあどうして稽古をつけてもらっていたの？　こーゆー時のためでしょー！　きっとなんとかなるわ！　さぁ、早くぅ！　戦槌メイスを取ってくるぅ！」

「ニニぃ……」

「セギーも知ってるでしょう？」

「……え？」

　ドワーフの少女は、黒い瞳をキラキラと輝かせた。

「愛は全てに勝まさるのよ。愛があれば、大丈夫！」







　戦いの流れは、民みん衆しゆうにあった。領主の二百名たらずの兵へい団だんは、所しよ詮せんは金で雇やとった者たちで、厚あつい忠ちゆう義ぎ心しんがあったわけではない。なだれ込む民衆の勢いに、気けおされ、戦せん況きようが危あやうくなるや否いなや尻尾しつぽを巻いて逃げたのだ。

　友ゆう軍ぐんは想像以上に人が集まっていた。その数、五百をゆうに超こえている。労役で疲れた体に鞭むち打つ男たちだけでなく、石つぶてを投げていた女衆まで鍬くわや鋤すきを持ち出し、城を目指したのである。

　城を囲う騎き馬ば隊たいには苦戦を強しいられたが、それもかいくぐり、今や城門は目の前である。傷ついた者たちはしんがりのゼナム司祭が癒いやしてくれているだろう。先せん陣じんを務つとめるラフィーサたちマーファ神官戦士団は、迷まようことなく城門を目指した。

　騎兵隊を突とつ破ぱすると、民衆は堅かたく閉とざされた門を破は壊かいしにかかった。大きな丸太を、もう何度もぶつけ続けている。

「ラフィーサ、少し休んだ方がいい」

　戦槌メイスを振り、指し揮きをとる女戦士に、同どう僚りようが囁ささやきかけた。

「傷なら平気です。マーファさまの奇き跡せきで治しました。他の方の傷を見てください。これからも家を守る仕事が残っている人たちばかりなのですから」

　答えるラフィーサの声はしっかりしていたが、その姿は痛いたましかった。至る所に応急処置の包帯が巻かれている。鎧よろいも盾たても疲ひ弊へいしきって、かなり傷が目立っていた。彼女は、ここにたどり着くまで、常に先頭に立ち続けた。歩兵ならば彼女の敵てきはいないが、さすがに騎馬兵には大怪け我がを負おわされていた。大きな傷は癒しの魔法で塞ふさいでいても、細かな傷は変わらず血を滲にじませている。騎馬隊を退しりぞけられたのも、彼女の功こう績せきは大きいが、それと同時に傷も深かった。

「しかし……」

「あ、門が開いたようです」

　ラフィーサは男の制止を聞かなかった。突き進む友軍の波に溶とけいるように加わっていってしまう。

　勢いに乗る神官戦士団は、門の中で待ち構えていた兵士たちを、つぎつぎに戦槌メイスで沈しずめていった。逃げ惑まどうメイドたちを追うことはしない。無抵抗な者、命乞ごいをする者の命を奪うばうなどしてはならない。マーファの御み名なのもと戦う彼女たちは、深追いせずに、ただ真っ直ぐ領主を目指した。

　城への扉を開けると、視界にエントランスが広がった。なるほど、贅ぜい沢たく主しゆ義ぎらしく入り口から絵やら壺つぼやらが飾られている。両側壁にかかる家か紋もんを刺し繡しゆうした旗はたは、大きすぎて床まで流れ、たわんでいた。どうもかっこ悪くて趣しゆ味みが悪い。こんなに飾りつくしては、目がちかちかしてしまう。

　そんなエントランスの二階へと続く大階段の下に、その人は立っていた。

「領主……」

　傷は負っているものの、しっかりとした足取りのラフィーサはエントランスへ踏み出した。

「ふんっ。下げ賤せんの者どもが。わしの城に侵入しおって」

　思っていたより、若わかい男だった。まだ三十ほどだろう。しかし、その容よう姿しといえば見ていて気分の良いものではなかった。領主が大げさにはげた頭を左右に振ってみせると、きらびやかな服に包まれた脂し肪ぼうがゆさゆさと揺れた。

「あなたがいけないのです。我ら民衆に圧あつ政せいを押し付けたのだから」

　醜みにくい姿に気分を害しながらも、戦槌メイスを握りなおす。さらに足を踏み出し、領主との距きよ離りを縮ちぢめた。城に踏み込んだのは、神官戦士たち三人だけ。誰もがその瞳に闘とう志しを湛たたえている。

「貴き族ぞくに生まれたわしが、贅沢して何が悪い。わしの友人たちは、誰もが立りつ派ぱな城に住んでいるんだ。わしだけこんな、使い古しで我が慢まんしていられるか」

「降こう伏ふくしてください。そして、この地から立ち去ってください。我らは無用な殺せつ生しようをしたくはありません」

　聞く耳貸さず、ラフィーサは警けい告こくを発した。

「いくら払はらえばいい？　十万か？　二十万か？」

「この地から、立ち去ってください」

「……仕方あるまいな」

　領主は芝しば居いがかった調子で肩を竦すくめる。そして、その場を動かず両手を差し出した。

「さあ捕とらえるが良い」

　やけにあっさりと返事をした。

　怪あやしいと思わないはずがない。しかし、無む防ぼう備びの相手に武器を向けることはできない。逡しゆん巡じゆんしたものの、仲間から縄なわを受け取ったラフィーサは、戦槌メイスをおさめ、歩き出した。

　琥こ珀はく色の目で領主を見み据すえる。領主は平然とその目を見つめ返していた。

　ラフィーサの戦士としての勘かんが、警けい笛てきを鳴らしている。危ない。そう思いながらも、足はすべるようにまた一歩踏み出してしまった。その時だった。

「ラフィーサ、危ない！」

　同僚の声に、ラフィーサはハッとなる。

　それより一瞬早く、右手にかかった旗がめくれ上がった。そして、そこから五つの黒い影かげが飛び出してきたのだ。

「何っ!?」

　黒い影は、黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ男たちだった。しなやかに駆け、無駄なく動く彼らは、明らかに手だれの者である。影たちは、神官戦士たちへ素早く攻撃を繰り出してくる。慌あわてて交戦状態に入ったエントランスには、雄おたけびと悲鳴が飛び交かった。城の外の民衆たちも、騒そう然ぜんとなって入り込んできた。

　その頃には、あっけに取られるラフィーサにも、一つ影が走り寄っていた。そして、ダガーが一いつ閃せんされる。

「くぅっ！」

　身をひねり、致ち命めい傷しようは免まぬがれたものの、右手を大きくえぐられた。これでは戦槌メイスを十分に握り締められない。

「不意打ちとは卑ひ怯きような！　降こう参さんと言ったでしょう！」

「なんとでも言うがよいわ」

　領主が鼻で笑う。その間にも、身軽な暗殺者はラフィーサにふたたび凶きよう刃じんを向ける。彼女はまたかわそうと試みるが、今回は上手くいかなかった。わき腹を浅く斬きられてしまう。

「このっ！」

　戦槌メイスが駄だ目めなら当て身でと、ラフィーサは左肩から渾こん身しんのタックルをかました。その一撃は当たったものの、相手の体勢を崩くずすには至らない。すぐにダガーが突き出された。

　しかし、当て身を見舞ったラフィーサは、まだ体勢を立て直せていない。胸に狙いを定めて迫ってくるダガーを、今の彼女には避よけられなかった。

（マーファさまっ！）

　ラフィーサが、とっさに神の名を唱となえた。すると……

　ごんっ！

　不器用な戦槌メイスが暗殺者の頭にめりこんだ。

「ぎゃああぁ！」

　次の瞬間、エントランス中に悲鳴がとどろく。しかし、それはラッキーヒットを見舞われた暗殺者からではない。その一撃を見舞った当人であった。

「セギー君！」

「いたたたたッ！　イタッ！　痛いよ！　この鎖鎧チエインメイル・アーマー、背中の肉を挟はさんだぁ！」

　情けない彼は、背中を反らせてじたばたと足踏みする。

「もぉー、失礼ね。人がせっかく作った鎧よろいなのにぃ」

　てってって、と駆けつけてくるのは神殿のトラブルメーカー、ニニである。

「ラフィーサさん、大丈夫ですかぁ？」

「え、ええ……」

　思わぬ援えん軍ぐんに、ラフィーサは目を白黒させる。黒い暗殺者たちは、今はもう誰もが床に沈められていた。中には苦戦し、傷を負わされた仲間もいるようだが、慌あわてて城に入ってきた町の人々の手も借りて、押さえることができたようだ。

「あなたたち、どうして来たの？　こんな危ない所に」

「今、駆けつけたばっかりですぅ。町の人たちと一緒に入ってきたんですよ。それより、じっとしてください。腕の傷を治さないとっ」

　しゃがみこむラフィーサのもとに来たニニは、その小さな手をそっと伸ばし、祈いのりの言葉を呟いた。

　すると、小さな手に光が灯ともった。腕の傷はみるみるふさがっていく。

「ニニちゃん、あなた、いつの間に啓示を……？」

「あっ！　ニニ、ずるい！　僕が傷を治そうと思っていたのにぃ！」

「セギーは敵をやっつけたでしょ？　だから、あたしは怪我を治す役目なの」

　未いまだ背をさするセギーに、ニニは「んべっ」と、舌を出す。そして、ラフィーサに向き直ると、照れたように微び笑しようを見せた。
















「ラフィーサさん、あの、あの……最近ずっと、お話ししなくてごめんなさい。でも、ラフィーサさんのことが嫌きらいなわけじゃないんです」

「……え？」

「あたし、ラフィーサさんと仲良くしたいんです。ごめんなさい」

　突とつ然ぜんのニニの言葉にラフィーサは戸と惑まどった。何のことを謝られているのかよくわからないが、今は彼女が側にいてくれることが嬉しかった。ニニの顔を見ると、戦いの緊きん張ちようが解けていき、体の力がどんどん抜けていく。

　もう頭を働かせることもおっくうで、ラフィーサは「いいのよ」と、こぼすように答えた。

「この、悪徳領主めっ！」

　その頃、とっておきの手も破れた領主は、慌てて階上へ逃げようとしていた。しかし、それを鍬を持つ男がひっとらえる。

「やった！　領主を捕まえたぞ！」

「俺たちの勝ちだ！」

「俺たちは自由だ！」

「やったー！」

　朗ろう報ほうに、勇気ある男たちは歓声をあげた。誰もが農耕具を振り上げ、笑顔になった。

「よかったですの～！」

　そんな中、ラフィーサは笑顔なニニの頭を撫なでた。なんだか気が抜けてしまい、その小さな体に寄りかかりたくなってしまう。

　そんな気も知らぬニニは、傷を癒し終えると、くるっとセギーに向き直った。

「さあ、セギー！　今よっ！」

「え、い、今ぁ？」

「そうよ！　この機会を逃のがして、いつ言うのよぅ！」

「で、でも、今ぁ？」

「いーまー！　さぁ、しゃんとして！」

「う、うん……」

　顔を真っ赤にする少年が、おずおずとラフィーサの前に進み出る。急に改まったので、ラフィーサは怪け訝げんそうに首をかしげた。

「あ、あの、ラフィーサさん」

「何かしら？」

　床に座りこんだまま、背の高いセギーを見上げる。

　その背はい後ごでは、いつの間にそこまで移い動どうしたのかニニが「ファイトぉ！」と、拳こぶしを振り回していた。

「あ、あの、ラフィーサさん。僕、僕……」

「？」

「ラフィーサさんのことが大好きですっ！」

　……。

　……エントランス内が沈黙で満たされた。

　セギーは耳まで赤くして、ラフィーサを見ている。ニニは握あく力りよくの限界にチャレンジしているかのように、両手を強く握り締めていた。

　突然の告白に、ラフィーサはうろたえた。彼が自分に向ける熱い眼まな差ざしには気付いていた。いつか想いを伝えられるかもしれないとも感じていた。だが、まさかこのタイミングとは。

　いつもの彼女なら、大人な態度で答えるのだが、いかんせん今は急すぎた。

　なので、

「ごめんなさい」

　と、ナチュラルに断ってしまった。

「あぁ、惜おしいわ～、セギー！」

　何が惜しいのか、ニニは拳を振り回す。そして、失恋した少年は、顎あごを落とさんばかりに口を開けていた。

　ここ最近改善されていたのに、今は内うち股また猫ねこ背ぜの昔の彼に戻ってしまっている。

「あ、そ、その、ごめんなさい、セギー君。急だったから、その……」

「い、い、いえ、い、い、いいんです。いいんですぅ」

　おまけにどもり癖も再さい発はつしている。今や心の半分が春の野原を走っているセギーだった。

　おぼつかない足取りで、鋼はがねおばけの異い名みようを持つその姿は、ぢゃらぢゃらと出口へ向かっていく。

「セギー、負けちゃだめよ！　もっと男を磨みがいて、出直すのよ！」

「アイガアレバ、ダイジョブ……」

　領りよう主しゆを捕とらえた歓声はどこへやら。誰もがその哀あわれな少年の背を見送った。ただ一人、てってってっとドワーフの少女が後を追う。

「きっと、『大好きです』って言うのがダメだったのよ～。やっぱり『愛してます』じゃないとぉ～」

「アイガアレバ……」

　まるで壊こわれた人形のように歩くセギー。ところが、城の外へと出る段差で彼はバランスを崩した。

「いてーっ！」

　また鎖鎧チエインメイル・アーマーに肉を嚙かまれたらしい。少年の絶ぜつ叫きようが響き渡った。

　その後にはじけたのは、勝利者たちの笑い声である。




　　　　＊




「愛とはとぉっても難むずかしいものです」

　暖かな春が訪れたロサーグの町。悪徳領主の重税から解とき放たれ、活気を取り戻した人々は、また新たな恐きよう怖ふに脅おびやかされていた。

「去年までのあたしは、その愛を少し軽かろんじていたかもしれません」

　目抜き通りの真ん中で、ドワーフ娘むすめの声が響く。

「愛はデリケートで、時には人を迷わせてしまいます。でも、その迷いに打ち勝った時、人は大きく成長するのです」

　ひとり占じめしたい宝物のようなもの。そう、彼は言った。だから、それをあけっぴろげに祝福して回るようなことは、もうしない。

　だが……、

「愛が人を育てることは確かですわ。みなさん、もっと愛を芽生えさせましょうね♪」

　その少女ニニに捕まえられた町の青年は冷や汗ぐっしょりだった。

「さ、エディンさん。エリサさんへの想いが破れてしまったことを気にしている場合ではありませんわ。また新たな愛に励はげもうではありませんか」

「い、いや……お気き遣づかいなく……」

「いいえ、これはマーファの神官として当然の行いですの、心配なさらないで。ほら、あそこを歩いているサリーさんなんてどうですかぁ？　鼻の形がよくて、美人さんですもの」

　最近のニニは精力的に町へ繰くり出していた。セギーを成長させたことでやる気をつけたらしく、町の人々に「愛ある生活」の推すい進しんに余念がない。

　ちなみに、当のセギーはもう町で愛の勉強をするよりも、愛する人に武術を教えてもらうことに夢む中ちゆうだった。だからニニは、自分が町で勉強してきた愛を、毎晩少年に報ほう告こくするのが日課となっている。

　だが、勉強材料にされる方には良い迷めい惑わくだった。

「ドロシーさんなんて、腰が太いので、きっとたくさんの赤ちゃんを産んでくれるにちがいないですわ」

　また、オススメ人物として紹しよう介かいされる側としても、かなりの迷惑だった。

「こらーっ！　ニニー！　また、妙なことしおって！」

　そこへゼナム司祭が駆けてきた。あの歳としでなかなかのチャレンジャーである。

「あれ？　今日は司祭さまも町に来てたんだぁ」

　追っ手の姿を見つけたニニは、エディンさんから離れ、逃走を始める。

「愛探しの続きはまたにしましょ。それでは～」

　彼女の足音は、今日も町を駆けていく。





〈了〉


















ギルドの掟おきて──盗とう賊ぞくを縛しばる
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　コンロイが抑おさえた声で訊きいてきた。

「寝ねてやがると思うか？　あいつらよ」

「そりゃそうだろ。あれだけ飲んでたんだぞ？　昼より前に起きだしてきたら驚おどろきだよ。いまごろ絶ぜつ対たい、いびきかいてやがる」

「その割わりには聞こえてこねえ」

「聞こえてどうするよ。それだとこっちの声も聞こえちまう。この宿、それなりに壁かべが厚あついんだ。ちゃんと調べたじゃねーか」

「まあな」

「怖おじ気づいたってか？　コンロイ」

「馬ば鹿か言うなって。ただまーなんだ……あの魔ま法ほう、かけといてもらったほうがいいかなって。ちょいと思ってよ」

「あの魔法？」

「身体からだが強くなる魔法だよ。強くなるっつーか、怪け我がしにくくなるあれ」

「ああ……そっか。そうだよな」

「一いち応おう、あたしにもかけといてくれる？」

　横からキーラが求めてきた。

　この場にいるのは彼女とコンロイ、そしておれの三人のみ。

　時じ刻こくは真夜中。むしろ早朝に近い。あと一時間もすれば陽ひが昇のぼってくるだろう。だが外にはまだ暗くら闇やみがわだかまっている。窓まどから月明かりが射さしこんではいるが、この場ではなんとか人の輪りん郭かくが見分けられる程てい度どだ。廊ろう下かには扉とびらが三つ、等とう間かん隔かくに並ならんでいる。

　おれたちが立っているのは階段から最も近い扉の前だった。

「ちょっと待って」

　おれは自分の短刀ダガーを持ちあげた。柄つかには特別な石が埋うめこまれている。おかげでこの短刀ダガーは魔法の発動体としての効こう果かを発はつ揮きできる。つまり魔法使いの杖つえの代わりをしてくれる、ということ。

　おれは元もと魔術師ソーサラーを目ざしていた。ロマールにある賢けん者じやの学院にも通っていた。賢者の学院とは魔術師を養成するための学がく舎しやであり、膨ぼう大だいな知ち識しきの宝ほう庫こでもある。

　おれは落ちこぼれだった。学者である両親からは大いに将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされていたのだが、その期待にこたえることはできなかった。周囲についていけず、次し第だいに学院を休みがちになり、当然の帰結として退たい学がく通知を突つきつけられ（その事実を両親が知ったのはずいぶんとあとになってからのことだ）、いつしか家にも帰らなくなってしまった。

　その後、おれは真しん剣けんに別の道をさがしはじめた。結果として、たちの悪い仲間たちと出会い、いまの立場へ転落する羽目になった。盗とう賊ぞくギルドの構こう成せい員いん、という立場に。

「──これでよし」

　おれはキーラとコンロイ、そして自分にも〝保護プロテクシヨン〟の魔法をかけておいた。淡あわい発光が身体の輪りん郭かくをなぞる。おれの使える魔法など知れているが、まったく使えないよりはずいぶんとましだ。魔術師は数自体が少ないため、ギルド内ではそれなりに重ちよう宝ほうがられている。

　おれは扉をじっと見つめた。

「久ひさしぶりだよな。こういうの」

「なんだよウェイン。おめーのほうがびびってんじゃねーか」

「べつにびびってるわけじゃねーけど。そりゃ緊きん張ちようぐらいするって」

　ウェイン、というのがおれの名前だった。

「そろそろ行かない？」

　キーラにうながされた。彼女はいつだって冷静だ。

「だな。覚かく悟ご決めっか」

　コンロイが極ごく太ぶとの松明たいまつを持ちあげ、自分の腋わきにはさみこんだ。空いた手を革鎧レザー・アーマーの隙すき間まへ差し入れる。眉まゆをひそめ、ごそごそと指を動かす。

「どうしたんだ？」

「いや。火打ち石をよ──」

「おれがつける」

「お、頼たのむ」

　おれはうなずき、また短刀ダガーを持ちあげた。刃は鞘さやに包まれたままだ。魔法を使うだけなら抜ぬく必要はない。

　小声で〝発火テインダー〟の呪じゆ文もんをとなえた。コンロイの松明に小さな炎が生じ、油の焼ける臭いとともに上部全体へと広がっていく。

　肌はだにほのかな暖かさを感じた。

　光がおれたちの顔を照らし、陰いん影えいを浮うかびあがらせていく。

　年ねん齢れいは三人とも似にたり寄よったりだ。もう子こ供どもではなく、かといって世間から一人前扱あつかいされるわけでもない年齢。どうしようもなく中ちゆう途と半はん端ぱ。キーラだけはひとつふたつ年上だったかもしれない。

「おれが開ける」

「頼んだぜ」

「お願いするわ」

　コンロイとキーラが左右へ分かれた。コンロイは極太の、まるで棍こん棒ぼうさながらの松明をかかげている。キーラは抜き身の細身剣レイピアを握にぎりしめ、腰こしの高さで構かまえている。

　キーラは名のある戦士フアイターから教えを受けた経けい験けんがあるらしい。その戦せん闘とう技ぎ術じゆつはギルド内でも高く評ひよう価かされており、おれたち三人の中では用よう心じん棒ぼう的な役やく割わりをになっている。

　無言でうなずきあった。

　おれは足を振ふりあげた。扉とびらの中心に狙ねらいを定め、思いきり蹴けりつけた。衝しよう撃げきが骨ほねを伝い、頭まで走り抜ける。

　扉は弾はじかれるようにして内側へ開いた。

「おら起きろおめーらぐうたら寝ねてんじゃねえ！」

　声を張はりあげ、まずコンロイが踏ふみこんだ。極太の松明をでたらめに振りまわし、なにも考えずに突き進んでいく。とにかく大おお騒さわぎだ。この場は中にいる連中を驚おどろかせ、混こん乱らんさせ、とびっきりの恐きよう怖ふを与あたえなくちゃならない。

　次にキーラが飛びこんだ。おれもそのあとを追った。

　部屋は寝しん台だいが左右に三つずつ、合計六つ並ならんでいる大部屋だ。埋うまっている寝台は右側がふたつ、左側がひとつ。右側はまん中の寝台が空いており、左側はまん中だけが埋まっている。こいつらはたった三人で大部屋を借りきっているのだ。ぜいたくな話だと思う。よほど密みつ輸ゆのあがりがおいしいのだろう。

「なんだ!?　なんだおまえら──」

　寝ていた人物たちが目を覚ました。だが突とつ然ぜんの事じ態たいに理り解かいが追いついていない。大量の酒が頭の回転を鈍にぶらせているのだ。彼らは松明の光に目を細め、腕うでで顔をかばっている。

「おら起きろおめーら盗賊ギルドのおでましだこれがどういうことかわかってんだろ？　いつか来るんじゃねーかって思ってただろ？　知りませんでした、なんて言わせねえ！」

　コンロイは右側手前の寝台へ歩み寄った。いきなり極太の松明を振りおろした。本当に棍棒代わりだ。火のついた先端が毛もう布ふのふくらみを打つ。

　男の絶ぜつ叫きようが轟とどろき、寝ていた人物が暴あばれまわった。松明から火花が飛び散り、一部が毛布へと燃もえ移った。男が毛布を蹴飛ばそうと動きまわる。

　そこへコンロイがさらに一撃を加えた。

　残るふたつの寝台でも男たちが身を起こしていた。右側奥おくの男は異い常じよう事態を察さつ知ちし、とっさに寝台の脇わきへと手を伸のばした。そこには長剣ロングソードが立てかけられているようだ。

　キーラがすぐさま反はん応のうした。寝台とコンロイの間を駆かけ抜け、奥の男へと迫せまった。細身剣レイピアを繰くりだし、男の手から長剣を弾きとばす。

　男は剣を鞘から抜くこともできなかった。

「動かないほうがいいんじゃない？」

　キーラが細身剣レイピアを男の喉のどもとに突つきつけ、笑えみを含ふくんだ声で言う。

　向かって左側の男は警けい戒かいするまでもなかった。どうやら魔術師ソーサラーらしいが、いまだにあたふたと手を振りまわすばかりだ。

　魔法を使うためには精せい神しんを集中する必要がある。当然のことながら、この魔術師はそんなことができる状態にはない。いまは混乱の極きわみといったところか。

　おれは短刀ダガーを構えつつ近づいていった。床ゆかを蹴り、男の寝台へと降おり立った。男の上へのしかかるような格好になる。

　男は喉から「ひっ」と神しん経けい質しつそうな声を発した。

　おれは短刀ダガーの鞘を払はらった。刃やいばをしっかりと見せつけてやる。この場は派は手でにやればやるほどいいのだ。男たちの心にしっかりと恐怖を刻きざみつけなくちゃならない。

「これがなんだかわかるだろ？　騒ぐんじゃねえ」

　男はかすかにうなずいた。額ひたいに脂あぶら汗あせがにじんでいた。

「おまえらは一年ほど前から密みつ貿ぼう易えきをやってた。この街で、この街の盗とう賊ぞくギルドに断ことわりもなしに。それがまずいことだってのは、この街の住人なら子こ供どもでも知ってる」

　男の目が見開かれた。恐怖のために全身がガタガタとふるえている。

「おれたちはおしおきに来たんだ。ギルドの命令を受けて」

　本来こういった制せい裁さいはおれたちの仕事じゃない。ギルドにはそれ専せん門もんの怖おそろしい連中がいるのだ。彼らはギルドの掟おきてを破やぶった者への粛しゆく清せいをも行っている。おれは一度も会ったことがないが、できれば今後も会わずにすませたいと思う。

　なぜおれたちがこんなことをしているのか。これには少し込みいった事じ情じようがある。

　盗賊ギルドはいくつかの部門に分かれている。盗ぬすみやスリ、鑑かん定てい、諜ちよう報ほう、暗殺といったさまざまな部門だ（例の制裁仕事は暗殺部門にゆだねられている）。構こう成せい員いんは皆みないずれかの部門に所しよ属ぞくし、部門ごとに数人の実行部隊で仕事に当たっている。

　おれやコンロイ、キーラは密輸部門に属していた。つまりこの宿に陣じん取どっていた男どもは、おれたちの仕事をみごとに横取りしてくれていたわけだ。

　この男どもは数日後にもちょっとした取り引きを控ひかえているらしい。そのためのブツはすでに入手済ずみらしい。このブツを奪い、こいつらの代わりに取り引きを行え。ついでにこいつらへの制裁も行え──これが数日前、おれたちが部門長から下された命令だった。

　つまりこういうことだ。

　これはこけにされていた密輸部門による直ちよく接せつの制裁であり、同時に取り引き材料の調達でもあり、また新たな販はん路ろの開かい拓たくでもある。
















　おれたちの仕事はここ最近、どうも調子が良くなかった。取り引き現げん場ばへ城しろの衛えい視し隊たいが踏ふみこんでくる、肝かん心じんのブツが取り引き前に押おう収しゆうされる、取り引きの相手が逮たい捕ほされる、などなど──とにかく不運な失敗が続いていた。内通者がいるんじゃないか、なんて話まで出はじめているぐらいだ。

　ここはなんとしても結果を出し、汚お名めいを返上したいところだった。密輸の部門長は相当にいらついている。今回の仕事は絶対にしくじれない。

「おら二度とこの街へ来んじゃねえ！　おら！」

　コンロイが男の足をめった打ちにしている。そのたびに松明たいまつが激はげしく燃もえあがり、火の粉が飛び散り、煤すすを周囲へ広げている。骨ほねの砕くだけるいやな音が響ひびいている。殴なぐられた男は絶叫し、寝台の上でのたうちまわっている。制裁としての効こう果かは抜ばつ群ぐんだ。

「おら！　次！　なめんじゃねーぞ！」

　コンロイは躁そう状じよう態たいで身をひるがえした。おもむろに隣となりの寝しん台だいへ飛び乗り、勢いきおいをつけ、さらに隣の寝台へと移うつっていく。戦士フアイターらしき男がキーラに刃を突きつけられているほうの寝台だ。

　その膝ひざをコンロイが上から打ちすえた。何度も何度も松明を叩たたきつけた。男の身体からだが跳はねあがる。男が狂くるったように頭を振りまわし、悲鳴をほとばしらせる。

　キーラはわずかに刃を引き、男が反はん撃げきに転じないよう監かん視ししている。

　彼らの様子を横目でたしかめ、おれは正面の魔術師へ注意を向けなおした。

「次の取り引き、明日なんだろ？　ブツはどれなんだ？」

　取り引きは明日の夕方、廃はい業ぎようした酒場の中で行われる予定だという。相手はこの街の貴き族ぞくらしい。禁きん制せい品ひんに目がない好こう事ず家かなのだろう。やりとりされるブツがなんなのかまでは知らない。おれたちは最さい小しよう限げんの情じよう報ほうだけで動く下っぱなのだ。

　とはいえ、部門長と直接、言葉を交かわせる程てい度どの下っぱではある。ギルド内ではそれなりの信しん頼らいと地位を得ているのだ。ここまで来るだけでも相当の苦労をさせられた。

「どこにある？」

「あっち……部屋の隅すみ、だ……」

　魔術師はなんとか口を開いた。

　おれは素す早ばやく視線をさまよわせた。たしかに部屋の隅、ちょうど角のあたりに大きな包みが置かれている。なにかいびつな物体が布ぬので包まれているらしい。

「よし」

　おれは短刀ダガーを鞘さやに収おさめた。直後、柄つかをふりあげ、魔術師の顎あごを殴りつけた。下から上へ。

　皮ひ膚ふが裂さけて血が出た。魔術師の顔ががくん！　とのけぞり、また戻もどってきた。やはり一いち撃げきだけでは気を失ってくれない。おれは何度も何度も殴りつけた。

　容よう赦しやするわけにはいかなかった。これは盗賊ギルドによる制裁なのだ。ここで甘あまい顔などしようものなら、今度はおれたちがギルドからの制裁を受けてしまいかねない。

　ただし、殺さないよう注意する必要もあった。おれの所属している盗賊ギルドには「ギルドの構成員はいかなる理由があろうとも人を殺してはならない」という掟がある。不殺の掟、というやつだ。

「ウェイン！」

　キーラが緊きん迫ぱくした声を発した。

　反はん射しや的に振ふりかえった。男たちが反撃してきたのかと思った。

　だがそうじゃなかった。扉とびらの前からさっと人ひと影かげが飛びのき、廊ろう下かへと消えていった。鈍どん重じゆうな足音が遠ざかっていく。この宿の主人かなにかだろう。部屋の様子を見にきて、声も出せずに逃にげていったらしい。そういえば左右や階下からもくぐもった声や物音などが聞こえている。ほかの客たちが目を覚まし、騒さわぎはじめているのだ。

「時間をかけすぎたみたい」

「わかってる」

　部屋の中をざっと観察した。コンロイはいまだに松明をふるい、火のついた部分で男の側頭部を殴りつづけている。皮膚と髪かみの焦こげる臭においがこちらまで漂ただよってきている。

　おれは魔術師ソーサラーが気き絶ぜつしていることをたしかめた。寝台を跳びこえ、部屋の隅へ猛もう然ぜんと走った。包みへ手を伸のばし、ぐっと両りよう腕うでで抱かかえこむ。

　その瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

「なんだこれ──生きてる？　幻げん獣じゆうかなんかか？」

　昨今では幻獣や希少動物の密みつ猟りようが盛さかんになっている。その類たぐいかと思った。

「ちがう。これ……この感じ……」

　やわらかく小さい。おれが抱えこんだ瞬間、かすかに悲鳴が聞こえたようにも思った。

　おれは無言で短刀ダガーを抜ぬいた。刃やいばを慎しん重ちように滑すべらせ、布を破やぶった。素早く中をのぞきこむ。

　光こう源げんはコンロイのふるう松明のみ。それでもはっきりとわかった。

「女の子だ」

　人身売買ということか。

　袋ふくろの中の少女は──十代前半ぐらいだろうか。まだかなり幼おさなく見える。おびえた表ひよう情じようでおれのほうを見返してきている。唇くちびるが小こ刻きざみにふるえており、言葉にならない声がかすかに発せられている。連中はこの子を売りさばこうとしていたのだ。

　頭に血がのぼった。寝しん台だいのほうを振りかえった。気絶した魔術師が白目をむいている。飛びかかり、短刀ダガーで喉を切り裂さいてやろうかと思った。

「なにぐずぐずしてるの。早く運んで！」

　キーラが命令口調で言ってくる。

　その声で我われに返った。

「ああ──」

　この部屋の連中を殺しても意味はない。どのみちおれは人を殺したことなんてないし、ギルドには不殺の掟おきてだってあるのだ。いまはこの場から離はなれるほうが先決だろう。

「って、ちょっと待った」

　おれは膝ひざを伸ばし、布ぬの袋ぶくろに入れられた少女を見下ろした。

「おれたちが売りさばくってことか？　この子を、貴族に──」

「なにやってんの!?」

　キーラが振りむき、肩かたごしに怒ど鳴なりつけてくる。

「ウェイン！」

　彼女は細身剣レイピアを素早く横へ払はらった。戦士らしき男のこめかみを鋭するどく峰みね打うちした。そのままの勢いで身体からだを反転、寝台の角を跳とびこえ、おれのほうへ駆かけ寄よってくる。

「いつまでにらめっこしてるつもり？」

「女の子なんだ。こいつらが売ろうとしてた品って──」

「見りゃわかるわ。それがどうしたっていうの？」

「だって、女の子なんだぞ!?」

「さわったことがないわけじゃないでしょ？　早く運んで！」

「そりゃ──」

　顔が熱くなった。そういう話をしているんじゃない。

　周囲では松明たいまつの炎ほのおが床ゆかへ燃もえ広がりはじめている。階下の足音や騒ぎ声が大きくなりはじめている。城しろの衛えい視し隊たいが駆けつけてくるのは時間の問題だろう。

　ちなみに衛視隊とは領りよう主しゆの勅ちよく命めいで街の治安維い持じについている連中のことだ。組そ織しきの上じよう層そう部ぶは領主や家か臣しん団だんの関係者で占しめられているらしい。

「もうっ。どきなさい！」

　キーラがおれを押おしのけた。屈かがみこみ、少女を布袋ごと脇わきに抱かかえた。キーラは見た目以上に筋きん力りよくがある。ひょっとしたらおれより強いぐらいかもしれない。

「しゃきっとしなさい！　それから、コンロイを連れてきて。ちょっとは落ちついたみたいだから」

　彼女は部屋の反対側を目で示しめした。コンロイは部屋にいた男たちの荷物を片かたっぱしからかき集めていた。巨きよ大だいな革かわ袋ぶくろをふたつ引きずり、四苦八苦している。

「わかった」

　少女を連れていくことにはまだ抵てい抗こうがあった。心に引っかかりを感じていた。

　それでも動くしかない。

　おれは魔術師の寝しん台だいへ駆け戻もどった。隣に置かれている革袋をつかみ、コンロイのほうへ足を向けた。手を貸かし、ふたりで三つの革袋を運んでいく。

　キーラがあとに続いた。

　少女はキーラの腕の中で身体を強こわばらせ、だが大人しく抱えられていた。抵抗するそぶりすら見せない。むしろキーラに必死でしがみついているような感じだ。

　目が合った。少女の瞳ひとみは炎を照りかえし、おれの目を見つめかえしていた。







　おれたちの街──ミラースはロマールとエレミアを結ぶ街かい道どう沿ぞいにある。規き模ぼはそこそこ大きく、数万人が暮くらしているという話だが、さすがに正せい確かくな数字までは知らない。街の周りには城じよう壁へきがめぐらされており、中心には領主の居きよ城じようがそびえている。いわば大都市ならぬ中都市といったところか。もちろん独どく立りつした都市国家として成立しているわけじゃない。この地方に散さん在ざいする都市の例に漏もれず、大国ロマールの傘さん下かには入っている。

　街の内部は行ぎよう政せい地区や商業地区、高級住じゆう宅たく街がい、一いつ般ぱん的な下町、あるいは貧ひん民みん街などに分かれている。おれたちの隠かくれ家があるのは貧民街の外れだ。

　さっきの宿屋は商業地区にあった。両者の距きよ離り自体はどうってことない。だが逃とう走そうは大仕事だった。とにかく荷物が大きく、重かったからだ。

　それでもなんとかたどり着けた。

　正直、おれはかなり不安だったのだ。ここしばらくは取り引きを城の衛視隊に邪じや魔まされ、追いかけられ、命からがら逃にげだす、といった経けい験けんが続いている。今回もどこかで衛視隊に待ち伏ぶせされているんじゃないか、おれたちがあの宿を襲おそうことが漏れているんじゃないか、と気が気じゃなかった。

　だが杞き憂ゆうだったようだ。

　夜明け前の貧民街はひっそりとしていた。酔よいつぶれて道みち端ばたで寝ねる者、木き賃ちん宿やどに泊とまるカネもなくて（これまた）道端で寝る者、喧けん嘩かに負けてうめいている集しゆう団だんなどが何度か目についた程てい度ど。一度だけ同業者らしき連中とすれちがった。顔見知りではなかったので、お互たがいに見て見ぬふりをし、やり過すごした。

　隠かくれ家がは質しつ素そな二階建ての建物だ。一階と二階、それぞれ一間ずつしかない。一階のほうがやや広く、寝台がふたつに卓テーブル、椅い子すなどが置かれている。二階には寝台がひとつだけあり、こちらはキーラが使っている。

　おれたちはまず部屋の角灯カンテラに火を点ともした。少女を布袋から出し、おれの寝台にすわらせた。少女は縮ちぢこまり、両りよう腕うでで自分の身体をかき抱いだくようにしていた。警けい戒かいもあらわにおれたちのほうを見上げている。

「おいおい、このガキんちょ」

　コンロイがそう言い、顔を少女のほうへぐっと近づけた。

　少女がさらに身を硬くする。

「ハーフエルフなんじゃねーか？」

「ハーフエルフ？」

　おれも近くから見ようとして──少女と目が合い、ためらってしまった。代わりにコンロイの肩かたをつかみ、彼を少女から遠ざける。おれは立ったままで見下ろした。

　たしかに耳の先せん端たんがわずかにとがっていた。全体としては華きや奢しやだ。人間よりも繊せん細さいそうな印象を受ける。いずれもハーフエルフの特とく徴ちようと一いつ致ちしている。

　ハーフエルフとは人間とエルフの間に生まれた子であり、両者の特徴を合わせ持っているのが普ふ通つうだ。エルフ、すなわち妖よう精せい族は人間に比くらべて知性や身体のしなやかさ、手先の器用さなどにすぐれているが、その反面、身体の頑がん健けんさなどの面では人間よりもはるかに劣おとっている。
















　おれは舌した打うちした。

「変へん態たい貴族の趣しゆ味みってわけか」

「見た目どおりじゃないかもしれない、ということね。その子の年ねん齢れい」

　キーラが指し摘てきした。

「そっか。人間よりも老化の速度が遅おそいから」

「ひょっとしたら俺おれたちより年上かもしんねーぜ。倍ぐらいの年齢かも」

　コンロイが腕を伸のばし、少女の額ひたいをとん、とつついた。

「どうなんだ？　おめーいくつだよ」

「やめろよ。やめてやれって」

　おれはコンロイの腕をつかんだ。

「まーな。変に情じようが移うつってもなんだし、あんま興きよう味み持たないほうがいいのかもしれねえ。どうせ売っぱらうんだからよ」

「コンロイ！」

　さすがにキーラがたしなめた。少女本人の前で口にするような台詞せりふじゃない。

「まったく……」

　おれは少女を正面から見下ろした。この子はさっきから一言も発していない。恐きよう怖ふのために口が、思考が凍こおりついているのか。

　キーラが胸むねの前で腕を組み、ため息をついた。

「とりあえず寝ない？　今夜はもう疲つかれたわ。それから話しあいましょ。どっちにしても、取り引きは明日なんだし」

「この子はどうする？」

「縛しばっときゃいいだろ。そのへんの椅子にでもくくりつけとけば」

　コンロイがそう言い、椅子のほうへ顎あごをしゃくった。

　少女の身体からだがびくり、とふるえた。彼女はコンロイの視し線せんを目で追いかけ、椅子を見つめ、首をぶんぶんと振ふった。すがるような目をおれたちのほうへ向けてくる。

「いや……」

「なんだ、やっぱしゃべれるんじゃねーか」

「縛られるのはいやだってさ」

　おれはコンロイに言い、ふと思いついて提てい案あんしてみた。

「キーラが一いつ緒しよに寝てやれば？　縛ったりせずに。その子が勝手に起きだせば気づくだろうし。前にキーラ、眠ねむりは浅いほうだって言ってたし。いまは、とりあえずおれが寝かせるから」

「あたしはかまわないけど。ウェインが寝かせるっていうのは？」

　キーラが困こん惑わく顔がおで訊きいてくる。

　おれは短刀ダガーを取りだし、少女のほうへ軽く突つきだしてみせた。

　少女がまたも身体をふるわせ、おびえた表ひよう情じようになる。

　おれはかまわず呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、〝眠りの雲スリープ・クラウド〟を発生させた。これは空間そのものに作用する魔ま法ほうであり、効こう果か範はん囲い内にいた者は強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれてしまう。もちろんその睡魔に対抗することは可か能のうだが、目の前にいる少女──どうしようもなく無む防ぼう備びだ──が耐えることはまずないだろう。いま生みだした〝眠りの雲スリープ・クラウド〟の効果範囲は寝しん台だいより向こう、少女より奥おくの空間だ。おれやコンロイ、キーラに効果が及およぶこともない。

　少女は驚おどろいたように目を見開き、直後、ばったりとうしろへ倒たおれこんだ。

　コンロイが目をぐるりとまわしてみせる。

「ウェインおめー、ほんと便利だよな」

「おれが便利なんじゃない。魔法が便利なんだ」

　便利であることはわかっている。使えて困こまる技ぎ術じゆつなんてあるわけがない。

　だがおれは修しゆ行ぎようについていけなかった。途と中ちゆうで脱だつ落らくし、半はん端ぱな技術しか身につけられなかった。

　だれだって自分にできる範囲でやっていくしかないじゃないか。







　最初におれが目を覚ました。いつだってそうだ。コンロイなどは放っておけばいつまでも眠っている。キーラも眠りは浅いくせに、寝起きがいいとはお世辞にも言えない。本人いわく、「まどろみの時間を楽しむのが好き」なんだそうだ。

　おれは寝台から起きだし、休む前に脱ぬいでおいた革鎧レザー・アーマーを順番に身につけていった。

　窓まどからは昼の光が射さしこんできている。

　喉のどがかわいていた。おれは部屋の隅すみへ行き、革かわの水みず袋ぶくろに残っていた水をまず半分、口にふくんだ。そのまま口の中をゆすぎ、窓から頭を突きだし、中身を外の路地へ吐はいた。その後、残りの半分を飲みくだした。革のにおいがしみついた水は怖おそろしくまずい。

　陽光が壁かべ際ぎわに並ならべられた樽たるやら木箱やらを照らしていた。長期間の潜せん伏ぷくに備そなえ、保ほ存ぞん食しよくは多めに用意してある。とはいえ、ふだんの食事は外でとるようにしている。貧ひん民みん街がいには安くてうまい店がそれなりに多い。

　天てん井じようを見上げた。少女のことが気になった。まさか逃にげていないとは思うが。

「どうしたもんかな……」

　しばらく迷まよった。だがすぐに決けつ断だんした。様子を見にいってみよう。キーラたちが全ぜん裸らで寝ねているようなことはないだろう。たとえそうだったとしても、素す直なおに謝あやまればいいだけの話だ。

「おいキーラ。起きてるか？　女の子のほうはどうだ？」

　返事はない。おれは急な階かい段だんに足をかけた。

「上がるぞ？　ちゃんと声かけたからな！　あとで怒おこったりすんなよ！」

　部屋のほうを振りかえった。コンロイはおれの声などおかまいなしに目を閉とじ、寝台で大の字になっている。毛もう布ふはどこかへ跳はねとばしてしまったようだ。

　おれはため息をつき、二階へと上がった。板いた張ばりの床ゆかへと足を踏ふみだした。

　正面の寝台を見下ろした。毛布が上までかぶせられている。

　最初、毛布の下にはキーラしかいないように見えた。

「あの子──」

　あの子はどこだ、と言いかけて口をつぐんだ。

　キーラは少女に両手両足を絡からみつかせ、抱だきかかえるような格かつ好こうで眠っていた。

　少女の特とく徴ちよう的な耳が毛布の間からのぞいている。少女は自分の頭をキーラの胸むねに押おし当て、すやすやと寝息を立てているようだ。

　彼女たちの寝顔を見下ろし、ふと既き視し感にとらわれてしまった。

　あれは半年ほど前のことだっただろうか。

　おれとキーラ、コンロイの三人は例によって密みつ輸ゆの取り引きにのぞんでいた。相手は流れ者の冒ぼう険けん者しやたち。密輸などに手を染そめているあたり、冒険者と言うよりは「冒険者くずれのごろつき」と言ったほうが正しいかもしれない。

　取り引きの場所は夜の波は止と場ばだった。

　冒険者たちは馬車に乗って現あらわれた。人数は四名。戦士フアイター風の男がひとり、魔術師ソーサラー風の男がひとり、神官風の男がひとり、そして盗賊シーフ風の女がひとり、という構こう成せいだった。

　連中は馬車から降おり、おれたちと顔を合わせるなり襲いかかってきやがった。最初からまともに取り引きするつもりなどなかったのだ。おれたちにカネを持ってこさせ、それを強ごう引いんに奪うばうつもりだった。

　相手の魔術師はあらかじめ馬車の中で呪じゆ文もんをとなえ終えていた。〝雷撃ライトニング〟の魔ま法ほうが放たれ、コンロイの腕うでが黒くろ焦こげになった。彼はののしり声をあげ、ぶっ倒れ、その場で転げまわった。カネの袋は無む造ぞう作さに地面へと投げだされた。

　盗賊の女がカネの袋を拾いあげた。

　おれはコンロイの名を呼よび、駆かけ寄よることしかできなかった。相手の強力な魔法に圧あつ倒とうされ、その一いつ瞬しゆんだけで完全に戦意を失っていた。その点はコンロイも同じだっただろう。

　だがキーラだけはちがった。

　冒険者たちはすでに馬車を出していた。キーラはそのうしろへ追いすがり、跳ちよう躍やくし、なんとか馬車の後部にしがみついてみせた。

　彼女は鎧よろいの上から何度も槌メイスによる攻撃を受けた。〝気弾フオース〟の魔法を食らわされた。この魔法は神官が使う神しん聖せい魔法で、不ふ可か視しの力で目標を叩たたきのめすことができる。いわば衝しよう撃げき波はの魔法だ。

　キーラはそれでも手を放さなかった。代わりに彼女は自じ慢まんの細身剣レイピアを操あやつり、先せん端たんを車輪の間へと突つっこみ、その回転を強ごう引いんに止めてみせた。耳みみ障ざわりな音が夜を裂さいた。

　馬車は平へい衡こうを失って転倒し、乗っていた者たちを街路へと投げだした。

　その頃ころにはおれも馬車を追いかけ、事じ故この間近へと迫せまっていた。キーラの大だい胆たんな行動がなければ動くこともできなかっただろう。

　おれは傷きずだらけの冒険者たちに〝眠りの雲スリープ・クラウド〟の魔法をかけていった。手近な神官には短刀ダガーの一撃をお見み舞まいした。

　キーラは足を引きずりながらも立ちあがった。たまたま近くに倒たおれていた魔術師のほうへ細身剣レイピアを振ふりあげ、その胸を一気に貫つらぬいてみせた。腕うでをやられたコンロイのお返しだ。刃やいばが石いし畳だたみに食いこむガリッ。という音がたしかにおれの耳へ届とどいた。

　その後、キーラとコンロイはギルドによる治ち療りようを受けることができた。

　コンロイは腕の治療が長引き、キーラとおれだけが隠かくれ家がへ戻もどれることになった。

　あのときもいまと似にたような構こう図ずだった。二階の寝しん台だいでキーラが横になっている。それをおれが見下ろしている。彼女は自力で立つこともままならず、食事などの世話はすべておれが行っていた。

「なんであんな無む茶ちやしたんだ？」

　隠れ家に戻ってきた最初の夜、おれは目の前で横たわるキーラにたずねた。

　彼女は天てん井じようをじっと見つめていた。

「出世したいから」

「出世？　そりゃたしかに目立ったし、評ひよう価かはされたけど」

　実じつ際さい、このときの働きでキーラはギルド内でも一目置かれる存そん在ざいになった。おれたちが部門長から直々に声をかけられ、命令を下されるようになったのもこの直後からだ。

「出世ってカネのためか？　そんな性せい格かくとは思わなかったけど」

「おカネなんてどうだっていい。もちろん、ないよりはあったほうがいいけど。でもそれが一番の目的じゃないわ。とにかく認みとめられたいのよ。まわりから認められたい」

「みんな十分に認めてるよ」

「まだ足りない」

　彼女は静かに目を閉とじ、否ひ定ていの意思を示しめした。

　おれはたずねた。

「なんでそんなに？」

　キーラはしばらく口を開かなかった。目も閉じたままだった。眠ねむったのかな、とおれが思いはじめた頃になって、彼女はやっと目を開いた。

「こんなこと、ウェインに話すつもりはなかったんだけど」

「でも話すんだろ？」

「ちょっと弱ってるみたい。聞いてくれる？」

「弱ってるのは見りゃわかるよ。キーラがいやじゃないなら、話せばいい」

　彼女はかすかにうなずき、語りはじめた。

「ありがちな話なんだけど。あたしの家はお世辞にも裕ゆう福ふくとは言えなかった。あたしも家族も、常つねに人から命令される立場だった。人の立場は生まれながらに決まってしまうの。もちろんある程てい度どは、ということだけど。逆ぎやくに、生まれが良かったおかげで──それだけの理由で、めぐまれた立場を享きよう受じゆできる連中だってたくさんいる」

　この発言を聞いておれは思った。彼女は貧ひん民みん街がいの生まれなのかもしれない。いままで最低の生活を強しいられてきたのかもしれない。あるいは農村の、あまりよろしくない領りよう主しゆのもとで搾さく取しゆされてきたか。

　おれには現げん実じつ感のない世界だが、そういった立場から抜ぬけだすのは並なみ大たい抵ていの苦労ではないだろう。それぐらいのことは想そう像ぞうがついた。

「親しくなった相手もいるけど、対等だと思えたことはないわ。どこか冷たい視し線せんを感じてた。世間にとってあたしは何者でもなかった。あたしは頭がいいわけじゃないし──」

「そんなことないと思うけど」

「いいから聞いて。そりゃ剣けんとの相あい性しようは悪くなかったけど、あたし以上の使い手はいくらでもいる。そんな人間がそこにいる存在として扱あつかわれるためには、何者かになるには、普ふ通つうのことをしてたってだめなの。少しぐらいの無茶はしないと」

「だから走ってる馬車に飛びついた？」

「また同じ機会があれば同じことをするわ」

　馬車が倒れたあとの光景が思いだされた。キーラは魔術師ソーサラーの胸むねへ迷まよわず刃を振りおろしていた。おれに同じことはできなかっただろう。これだけでも彼女の本気が知れようというもの。彼女には強い信念が、あるいは覚かく悟ごのようなものがある。

　完全に逆ぎやくだな、と苦く思った。

　おれはめぐまれた環かん境きようで育った。両親はそれなりにカネを持っていた。当然だ。貧びん乏ぼう人にんの息子むすこが──よほど優ゆう秀しゆうでないかぎり──賢けん者じやの学院になど通えるわけがない。おれ程てい度どの頭で入学できたのは、すべて両親の地位とカネのおかげだ。

　おれはめぐまれた環境から脱だつ落らくし、自分を見つけられずにもがいている。キーラはなにもない環境から這はいあがり、何者かになるための道を着実に固めようとしている。

「つえーな。キーラは」

「いまは弱ってるわ」

　彼女は顔を横へ向け、おれの目をまともにのぞきこんできた。

「だから協きよう力りよくしてくれる？　あたしが上へ行けるように」

「気をつけるよ。せめて足を引っぱらないように」

　我われながら情なさけない返事だと思った。

　それから彼女はすぐに寝ね息いきを立てはじめた。寝顔はとても穏おだやかで、無む防ぼう備びで、おれは彼女が内包する別の一面をかいま見たような気がした。

　いまのキーラも同じような感じだ。

　少女を抱だきしめてはいるが、それはキーラが少女を守っていると同時に、なにかすがれるものを求めているような、そんな印象をおれに与あたえた。

　おれの気配に気づいたのだろう。キーラはもぞもぞと動き、うっすらと目を開いた。

「ん……なに？」

　顔をしかめ、甘あまえたような声で訊きいてくる。元もと眠ねむりの浅い彼女なのだ。そばに人がいるだけで目ざめたってなにも不思議じゃない。

　おれはあわてて目をそらした。

「なんでもない。飯の用意してるから、そろそろ降おりてこいよ」

「わかった。先、行ってて」

　キーラがごろりと仰あお向むけになる。

　おれは居い心地ごこちの悪さを感じ、そそくさと階かい段だんを降りた。

　危あやうく横板を踏ふみはずし、板いた張ばりの床ゆかまでまっ逆さかさまに落ちるところだった。







　四人で卓テーブルを囲んだ。おれの正面にキーラ、左にコンロイ、右にハーフエルフの少女、という配置だ。少女は思ったよりあっさり席についてくれた。キーラと一いつ緒しよに寝たことで警けい戒かいが解とけたのかもしれない。なんせ昨夜までは布ぬの袋ぶくろに入れられていたぐらいなのだ。「一ひと晩ばん中じゆう、抱きしめてくれていた女じよ性せい」に対し、ある程てい度どなつくのは当然と思えた。

「ほら。食えよ」

　おれは少女の前に硬かたいパンを置いてやった。

　彼女はしばらく真しん剣けんなまなざしをパンに向け、やがて照れくさそうな表ひよう情じようを作った。おれのほうへ目を上げ、にっこりと微笑ほほえんでみせる。

　そこでおれたちは気づいたのだ。この子は見た目よりもずっと幼おさないというかなんというか──未発達な心しか持ちあわせていないのかもしれない。ハーフエルフなので「見た目よりも年上かも」と疑うたがったが、実じつ際さいはその逆なのかもしれない。

「どういう事情なんだ？」

　おれはハーフエルフの少女にたずねた。

　少女はおれのほうを見返し、目をぱちくりとやった。自分に話しかけられているのかどうか確かく信しんが持てない、というような挙動だった。

「おいおい。ウェイン」

　コンロイがあわてた様子で口をはさんでくる。

「昨日も言っただろ？　よけいなことは聞かねーほうがいいって。情じようが移うつっちまう」

「ならコンロイは気になんねーのかよ。どういう事情なのか」

「気になるけど気にしねーほうがいいんだよ、こういうのは」

「なんだよそれ」

　少女のほうへ目を戻もどした。

　彼女はぽかん、とした表情でおれたちのやりとりに耳を傾かたむけていた。会話の内ない容ようを理り解かいしているようには見えない。

　おれは少女にたずねた。

「おまえ……言葉、わかんねーのか？」

「ことば？　わかんねー？」

　少女は問いかけるような口調で繰くりかえした。

　おれたちは顔を見合わせた。

「わかっていないみたいだ。ぜんぜんってわけじゃねーとは思うけど。でもなんつーか、言葉を覚えたての子こ供どもって感じ？」

「でも昨日ははっきりいやだって言ってたわ。コンロイが縛しばろうって言ったときに」

「そっか。それもそうだ」

　おれはまた少女のほうへ目を戻した。

　少女はいくらか不安そうな顔になり、おれたちの間でせわしなく視し線せんを移している。

　コンロイが言った。

「昨日はこのガキ、椅い子すを見てから首を振ふってたぜ。そこに縛りつけられるってのが、なんとなく雰ふん囲い気きでわかったんじゃねーのか？」

　彼にしては鋭するどい指し摘てきだった。言われてみればその通りかもしれない。

　おれは少女にたずねた。

「名前は？　おまえの名前。な、ま、え」

　少女の顔を指さした。少女は「な、ま、え」と言われるたびにうなずいてみせたが、けっきょく言葉は出てこなかった。なにかを待つような表情でおれの目を見返してきている。

「名前だよ名前。──ウェイン。おれはウェインだ」

　自分の顔を指さしてみせた。続けてコンロイとキーラの顔を指さし、それぞれの名前を呼よんでみせた。最後に少女の顔を指さす。

「おまえの名前は？」

「名前。……ジル」

「ジル。それが名前なんだな？　おまえの名前」

　おれはハーフエルフの少女を指さし、「ジル」と呼びかけた。

　彼女はうれしそうな表情になり、うんうんと何度も顎あごをうなずかせた。やはりある程てい度どは理り解かいできてるらしい。だが複ふく雑ざつな会話ができるほどではないだろう。

　おれは肩かたをすくめた。

「ジルか。なんとか名前まではわかったけど、事情を聞くのは無理そうだな」

「とりあえず食べさせてあげない？　おなかすいてるでしょうし。あたしだって食べないと」

「俺おれもだ」

　コンロイが言った。

　しばらく四人で食事を進めた。おれは最初、ジルが自分だけではうまく食べられないんじゃないかと思い、乾ほし肉を口もとへ差しだしたりもしてみた。するとどうだ。

「……いい！」

　彼女は乱らん暴ぼうにおれの手をはねのけ、頰ほおをふくらませてしまった。目が完全に怒おこっていた。

　コンロイがくっくっ、と喉のどの奥おくで笑う。

「よけいなことはすんなってよ」

「くそっ。ややこしいな」

　おれは乾し肉をあらためてジルに手て渡わたした。

　彼女は「それでいい」というようにうなずき、大おお仰ぎようなしぐさで乾し肉をつまみあげた。

　どうやら乾し肉は一度も食べたことがないらしく、しばらく臭においをかいだり手の中でもてあそんだりしていたが、おれが食べるところを実じつ践せんしてみせると、頰をわずかに赤らめながらも口に入れた。おれの視線に気づき、ぷい、と顔を壁かべのほうへ向けてしまう。

　最後にジルは水みず袋ぶくろから水を飲んだ。垂たれた滴しずくがわずかに顎を伝った。

　おれはため息をつき、自分の袖そで口ぐちでそれをぬぐってやった。

　ジルはまた頰を赤らめたものの、こんどはなにも言わなかった。

「さっきからどうしたの？　えらくやさしいじゃない」

　キーラがからかうような口調で言ってくる。

「うるせーな」

「だからそーゆーのはしねーほうがいーんだって。いやほんと。情が移っちゃまずいから。ほんと気をつけねーと」

　コンロイはひたすら同じことばかり繰りかえしている。

「そろそろいいんじゃない？　もう食べ終えたみたいだし」

　キーラが席を立ち、ジルの頭に手をそっと添そえた。

「上に連れてくわ。またやってくれる？　昨日の魔ま法ほう」

「そうだな。そのほうがいいかも」

　おれはこたえた。

　キーラはジルを立たせ、階かい段だんの下まで歩かせた。腰こしを屈かがめて、視線の高さを合わせる。そっと背せ中なかを押おし、階段の上を指さしてみせる。

「先に上がってくれる？　ほらあっち。あたしもすぐに行くから。とんとんとん──ってのぼるの。そう」

　ジルはにっこりと笑い、大きくうなずいた。階段に爪つま先さきをかけ、弾はずむような足取りでのぼっていく。少女は中段あたりでいったん立ちどまり、おれたちのほうを振ふりかえった。

　その頃ころには、おれはもう呪じゆ文もんの詠えい唱しようを終わらせていた。

　おれは短刀ダガーをかかげ、ジルの周囲を中心に〝眠りの雲スリープ・クラウド〟を発生させた。

　少女のまぶたがゆっくりと下がり、身体からだが力を失い、前へ傾かたむいてきて──。

「わ危あぶねえ！」

　おれたちは階段の下へ殺さつ到とうした。

　キーラがまっ先に駆かけあがり、倒たおれかけたジルを抱だきとめた。危あやうく床ゆかまで落下させるところだった。

　そのままキーラがジルを運び、二階の寝しん台だいに横たえた。

　しばらく目を覚ますことはないだろう。たとえ覚ましたとしても、彼女が勝手に窓まどから逃にげだすとは思えない。




「さて、どうするかだよな」

　あらためて卓テーブルを囲み、おれは言った。

　コンロイがすぐさま嚙かみついてくる。

「どうするもこうするもねーだろうが。あのガキを届とどけて終わりだよ。おれたちはカネをいただく。どこぞの貴き族ぞくはあのガキを手に入れる。単たん純じゆんなこった」

「そんなに単純でいいのかよ。人なんだぞ？」

「人じゃねえ。ハーフエルフだ」

「んなこたどうだっていいよ」

「ギルドからの命令なんだ。ギルドが宿にいた連中を襲おそうように言ってきた。連中の代わりに取り引きをやるように言ってきた。ほかにどんな選せん択たく肢しがあるよ？」

「知ってたと思うか？　ギルドの上役は。取り引きの対象が子こ供どもだって」

「なら訊きいてみるか？　部門の上役によ。また主しゆ体たい性せいがないだのなんだの言われんのがオチだぜ。なんでも訊かなきゃ動けねーとかなんとか。べつに俺は訊いたっていーけどよ」

　もし上役に質しつ問もんしたとして、それで「知っていた」というこたえが返ってきたとして──それなら納なつ得とくできるのだろうか。おれは納得してジルを売りとばせるのだろうか。とてもそうは思えない。

　おれはコンロイに言った。

「うちは、人身売買はやってねえ」

「そりゃ城しろの警けい戒かいが厳きびしいからだ。掟おきてで禁きんじられてるわけじゃねえ。人は値ねの割わりにかさばりやがるし、動きやがるし、へたすりゃ逃げたりもしやがる。割に合わねーんだ」

「うちは不殺の掟があるようなギルドなんだ。それが人売りだなんて、殺しよりもたちが悪いじゃねーか。直ちよく接せつ手を下さないだけで、けっきょくは殺されるかもしれねえ！」

「まあね」

　キーラが初めて口を開いた。

「買い手の貴族が暗黒神の信者じゃない、なんてだれにも言いきれないわ。生け贄にえにされるかもしれないし、もっとひどい目に遭あうかも」

「まーな。普ふ通つうに考えりゃ、いかがわしい趣しゆ味みの餌え食じきだ」

　コンロイが渋しぶい表ひよう情じようで同意する。

「でも、だからどうだっていうの？」

　キーラがおれに訊いてきた。

「あの子をどこかへ逃がす？　ギルドに売れと命令されているのに、それに背そむいてまで」

「そうだ！　キーラの言うとおりだ」

　コンロイが勢いきおいづいて言う。

「おめーにそんな根こん性じようがあんのか？　ウェイン。あのガキを逃がすってことは、ギルドを裏うら切ぎるってことだ。そうなりゃ制せい裁さい部隊が追ってくる」

　制裁部隊。考えただけで背せ筋すじが凍こおりつく。鳥とり肌はだが立つ。

「あたしは、そんな立場はごめんだわ。それに」

　キーラがまた口を開いた。

「あの子を逃がして終わり、ではすまされない。今後もずっと面めん倒どうを見てあげなくちゃならない。あの子が一人で生きていけるとは思えないもの」

「それは……そうだ。たしかにそう思う」

　ジルは赤ん坊ぼうに毛が生えた程てい度どの理り解かい力りよくしか持ちあわせていない。

「生まれつきああいう子なのか、それとも今回の件けんが──たぶんさらわれたんだと思うけど、そのせいでああなったのか。それはわからないけど。ギルドの庇ひ護ごを失って、むしろ追われるようになって。そんなウェインがあの子を、どうやって養やしなっていくの？」

「そこまでは……そこまでは考えてなかった。なかったけど」

「売られたほうが幸せかもしんねーぜ？」

　コンロイが片かた方ほうの眉まゆを吊つりあげてみせる。

「買い手は貴き族ぞくって話なんだからよ。少なくとも飢うえさせられることはねーだろ。ハーフエルフってのはただでさえ生まれやらなんやらが複ふく雑ざつなんだ。普通に育ってたとしても、今後、ちゃんと生きていけたかどうかわかんねえ。ひょっとしたら実の親が手放して、それで売られることになったのかもしんねえ。だとしたら──」

「売られたほうが幸せだってか？」

　おれはかっとなって言い、さらにまくしたてた。

「馬ば鹿か言うな。買い手は変へん態たい貴族に決まってる！　そうでなきゃ正式に、養子に取ればいいじゃねーか。そうしてないってことは、まともに育てる気がねーってことだ！」

　一息つき、仲間たちに提てい案あんした。

「なあ。逃にげられたってことにしねーか？　あの子を──取り引きの品をいったんは手に入れたけど、夜の間に逃げられたってことに。それか、最初から取り引きの品は奪うばえなかった、ということにすれば」

「それはねーよ」

「無理ね」

　コンロイとキーラが同時に否ひ定ていする。

「ただでさえうちの部門は失態が続いてんだぜ？　この数か月、密みつ輸ゆが成功したのは三回に一回ってところだ。この上さらに、奪ったブツに逃げられた、なんて話になってみろよ。ますます評ひよう価かが下がっちまう。それどころじゃねえ。内通者はおめーなんじゃねーかって、本気で疑うたがわれちまう」

「内通者がわざと逃がしたりするかよ」

「わかってるよウェイン、おめーが内通者なんかじゃねーってことはよ。でも上役どもがそう思ってくれるとは限かぎらねえ。制裁部隊が拷ごう問もんのために現あらわれるかもしんねえ」

　ギルドの構こう成せい員いんはいかなる理由があろうとも人を殺してはならない──この掟おきてには例外がある。制裁部隊が裏切り者を処しよ刑けいするぶんには問題ないのだ。

「たとえ内通者でなかったとしても、もし制裁部隊が来ることになったら」

　キーラが緊きん張ちようのにじむ声で言った。

「噓うそはばれるわ。ただじゃすまない」

「売っぱらうしかねーってことだ。あのガキは」

　コンロイがおれと目を合わせずに言った。

　そうせずにすむ方法を考えた。だが思いつかなかった。

　方法がないから売りさばく、というのはキーラらしくないような気もする。だが彼女には譲ゆずれない目標があるのだ。今回はあえてみずからの心を殺すつもりだろう。

「くそっ」

「ねえウェイン。様子を見てきてくれる？　あの子の」

　キーラが二階のほうへ目を向けてみせた。

「おれが？」

「一番、思い入れが強いみたいだし。別れを惜しんできなさい」

「茶化ちやかすなよ」

　言われるままに席を立った。ひとりでじっくり考えたほうがいいのかもしれない。ジルの寝ね顔がおを前にして、自分が割わり切れるのかどうか判はん断だんするべきかも……。

　おれは階かい段だんのほうへ向かいかけた。

　そこで後頭部に衝しよう撃げきを受けた。

　頭の中で爆ばく発はつが起こり、視し界かいが闇やみに飲みこまれた。







「てぇ……」

　猛もう烈れつな痛いたみに目ざめた。よほど強く殴なぐられたらしい。

　手で頭の傷きずをさぐろうと思った。だが身動きができなかった。右手も左手も、そして右足も左足も動かなかった。辛かろうじて首を動かせる程てい度どだ。

　自分の置かれた状じよう況きようがだんだんわかってきた。

　おれは椅い子すに縛しばりつけられていた。腕うでは背せもたれのうしろにまわされている。椅子は隠かくれ家がの一階、部屋のど真ん中に置かれている。窓まどの外の光はそれほど変化していない。意い識しきを失っていた時間はせいぜい数分から数十分といったところだ。

「くそっ。コンロイの野郎──じゃねーな。キーラか」

　彼女が細身剣レイピアを鞘さやごと振ふりあげ、思いきりおれの後頭部を打ちすえてきたのだ。その情じよう景けいがありありと目に浮うかんだ。彼女たちはおれが取り引きに納なつ得とくしないと考え、おれを拘こう束そくし、自分たちだけでジルを売りさばきに向かったのだろう。

「ちくしょう。痛いてえ」

　後頭部が痛かった。縛られた手足が痛かった。心が痛かった。

　キーラたちを責せめることはできない。彼女たちに他ほかの選せん択たく肢しはなかった。取り引きの時じ刻こくは迫せまっている。これを逃のがせば上じよう層そう部ぶから処しよ罰ばつされ、内通者として疑われかねない。

　だが、それにしても──こんな手は使ってほしくなかった。ずっと相あい棒ぼうだったおれを殴りつけ、昏こん倒とうさせ、問答無用で縛りつけるなんて。

　ジルの姿すがたがまぶたの裏うらに浮うかんだ。彼女は昨夜、自分が椅子に縛りつけられることを察さつ知ちし、激はげしく拒きよ絶ぜつを示しめしていた。その気持ちがよくわかった。この不ふ快かい感。最悪の気分だ。

「ちくしょう。ちくしょう」

　この隠れ家は貧ひん民みん街がいの外れにある。大声で助けを求めても無む駄だなことだ。夫ふう婦ふ喧げん嘩かや流りゆう血けつ沙ざ汰たが日にち常じよう茶さ飯はん事じの世界。隣となりの住人が騒さわごうが悲鳴をあげようが、注意を向ける者などいるわけがない。

　頭をでたらめに振ふりまわした。身もだえした。だが無駄だった。キーラもコンロイも盗賊シーフなのだ。縄なわによる拘束のしかたはよく心得ている。発動体を兼かねた短刀ダガーはどこにも見当たらない。魔ま法ほうでこの状況を脱だつすることも不ふ可か能のう。

「ちくしょう！」

　とにかく暴あばれまわった。椅子が横へぐらりと傾かたむき、そのまま派は手でに倒たおれた。

　右側の肩かたと頭に激げき痛つうが走る。板いた張ばりの床ゆかは十二分に硬かたい。

　おかげで思いつけた。

「見てろ……」

　おれは首を横へねじ曲げ、床そのものに嚙かみついた。

　前歯で床板をがりがりと削けずっていく。木の繊せん維いを引き裂さいていく。

　木もく片へんで歯は茎ぐきが切り裂かれた。気にせず床板に食いつき、木片をはがしつづけた。あっという間に口の中が血だらけになった。

　痛みに涙なみだが出てきた。鼻水が出てきた。涙と鼻水と血が混まじりあい、顎あごへ流れ、床になすりつけられた。流れる血の量がみるみる増ふえていく。

　それでも床板をかじりつづけた。

　硬い歯ごたえがあった。最大級の痛みが脳のう天てんを突つきぬけた。床板を打ちつけていた釘くぎがついに露ろ出しゆつしたのだ。

　おれは荒あらく息をつき、跳とびはねるような動作で少しずつ身体からだと椅子の位置をずらしていった。腕は丈じよう夫ぶな縄によって拘束されている。おれはその縄の一部を露出した釘に引っかけ、少しずつ、根気強くゆるめはじめた。

　こんなときいつも思う。

　もし魔術師ソーサラーとしての修しゆ行ぎようを続けていたら。おれにもう少しだけ根こん性じようがあったら……。

　そうすれば〝使い魔フアミリアー〟の魔法なんかが使えて、忠ちゆう実じつな猫ねこやらカラスやらを常つねに従したがえておくことができて、そして、そいつらに、縄ぐらい簡かん単たんに解とかせられただろう。







　口まわりは布ぬのでぬぐった。だが服の襟えりもとや革鎧レザー・アーマーについた血はぬぐいようがなかった。着き替がえている暇ひまなんてあるわけがない。

　おれは予よ備びの短刀ダガー数本を確かく保ほし、布を片かた手てに隠れ家を飛びだした。これらの短刀ダガーは魔法の発動体でもなんでもない。おれは魔法を使うことができない。己おのれの非ひ力りきさを痛いほど感じる。

　口こう腔こう内の出血はまだおさまっていなかった。おれは布を口に押おし当てたままで走った。

　血だらけの革鎧レザー・アーマーを身につけ、口から血をあふれさせながら全力疾しつ走そうしている男。さぞかし異い様ような姿だろう。いや、そうでもないのか。遺い跡せき帰りの冒ぼう険けん者しやたちは皆みな、見るも凄せい惨さんな格かつ好こうをしている。血だらけどころか、化け物の体たい液えきまみれになっている連中もいるぐらいだ。

　夕ゆう暮ぐれの貧民街を駆かけ抜ぬけた。

　酔よっぱらいどもが生気のない目でおれをながめていた。子こ供どもたちが生気に満ちた目でおれをながめていた。女たちがおれから素す早ばやく目をそらしていた。

　取り引き場所は貧民街と商業地区が接せつするあたりにある。両者の間に明めい確かくな境きよう界かい線せんはない。建物や人々の雰ふん囲い気きはいつの間にか変化している。

　ひたすら足を前に出した。空気からは昼の熱気が薄うすれ、夜の冷たさが取ってかわろうとしている。雑ざつ多たな景色が左右を流れていく。

　おれはどうしたいんだろう。ふとそんなことを考えた。

　具体的な計画などなにもない。なにも考えずに飛びだしてきてしまった。これから取り引き場所である酒場へと駆けつけ、それからどうするというのか。

　取り引きを妨ぼう害がいする？　ハーフエルフの少女を取りもどす？──キーラの言うとおりだ。ギルドを裏うら切ぎって、ギルドから逃にげて、しかもあの子の面倒を見るなんて不可能に思える。

「でも──」

　あの子を変へん態たい貴き族ぞくに売りとばす、というのが正しい選択とも思えなかった。どうしても納なつ得とくできない。受けいれられるわけがない。

　とはいえ、もし盗とう賊ぞくギルドを裏切るのだとしたら──またおれは中ちゆう途と半はん端ぱを繰くりかえすことになってしまう。賢けん者じやの学院から脱だつ落らくし、今度は盗賊ギルドからも脱落だ。おれが最後までやりとげられることなんてこの世には存そん在ざいしないんじゃないか、とすら思える。

　それでも。

「ジルを見み捨すてるってのは……ここで目をつむるってのは……やっぱりちがう気がする」

　そう思った。ここで楽なほうの道を選ぶというのは、納得できない選せん択たくを受けいれてしまうのは、それはそれで中途半端なんじゃないのか。むしろたちが悪いんじゃないのか。

「逃げてみっかな。ギルドから」

　今度こそやりとげてみよう。正しよう真しん正しよう銘めいの命がけだ。しかも今回は少女の運命までかかっている。おれの場合、これぐらい自分を追いこんだほうがいいのかもしれない。

　商業地区に入った。廃はい業ぎようした酒場の建物が近づいてきた。周囲にはほとんど人ひと気けがない。元からさびれた街区なのだ。

　道みち端ばたに馬車が一台、停とまっていた。貴族の部下が乗ってきたものだろう。貴族本人は来ていないはずだ。禁きん制せい品ひんの取り引きに直接、足を運ぶ貴族なんて聞いたことがない。

　ふと弱気な考えが脳のう裏りをよぎった。

　このままこのあたりに隠かくれていて、取り引きが終わるのを待って、あの馬車をつけていって──それで、貴族の邸やしきからジルを奪だつ還かんしてもいいのではないか。

　だがすぐに思いなおした。だめだ。そうなれば貴族からギルドのほうへ苦く情じようが行く。いずれにしてもおれの仕し業わざだと突つきとめられてしまう。

　それになにより、貴族はあの子が着くなり不ふ埒らちな行こう為いに及およぶかもしれない。おれが奪還に取りかかる前に。その可か能のう性せいがないとは言いきれない。

「くそっ。行くしかねえ」

　どうにでもなれ。

　酒場の入り口には男がひとり立っていた。小ぎれいな革鎧レザー・アーマーを身にまとっている。腰こしに長ちよう剣けんを帯び、周囲へ油ゆ断だんなく目を配っている。貴族の私し兵へいだろう。

　おれは血の染しみた布を投げ捨てた。意を決し、男のほうへ近づいていった。




「もうやってんのか？　例の取り引き」

「なんだ貴様？」

　男の視し線せんが厳きびしくなった。手を腰の長剣へと伸のばしかけている。やはり貴族の私兵だろう。身体からだには緊きん張ちようがみなぎっているようだ。

「女と男が来てるだろ？　おめーらの取り引き相手だよ。おれは、そいつらの仲間だ」

「なんの用だ？」

「緊急の用よう件けんなんだよ。一いつ刻こくも早く伝えなくちゃなんねえ。通してもらうからな」

「おい──」

　おれは私兵の肩かたを強ごう引いんに押しのけ、前を通り抜ぬけた。酒場の扉とびらをどんと突ついた。

　この酒場は廃はい業ぎよう中であり、この扉にも板が打ちつけられていたはずだが、今回の取り引きに際さいしてだれかがひっぺがしておいたのだろう。扉はきしみながらも奥おくへ開いた。

　酒場の中へ一歩、足を踏ふみ入れた。ほこりっぽい臭しゆう気きが鼻をついた。屋根の一部が剝はく落らくしており、そこから夕ゆう暮ぐれの光が射さしこんできている。壁かべの上部には窓まどもついているようだ。それなりに明るく、空気中のほこりがきらきらと輝かがやいて見える。

　背はい後ごから私兵が追いかけてきた。

「待て貴き様さま。待てと言ってる！」

「おめっ──ウェイン!?」

　上から聞き覚えのある声が降ふってきた。

　酒場はかなり広かった。正面にやたらと大きなカウンターがあり、店の端はしから端まで続いている。手前には四、五人がけの丸まる卓テーブルが十以上、配置されている。

　カウンターの左側には階かい段だんがあり、二階の通路まで続いている。その通路はカウンターの真上に大きく張はりだす形だ。大半の卓や椅い子すは倒たおれたり破は壊かいされたりしており、屋根が落ちているあたりなどはちょっとした廃はい墟きよの様相を呈ていしている。

　二階の通路に人ひと影かげがひとつあった。コンロイだ。彼は手すりから身を乗りだし、目を見開き、信じられない、といった様子でおれの顔を凝ぎよう視ししている。

「おいおめえ！　そいつを──」

　コンロイが言いきる前に動いた。

　おれはその場でバッと振ふりかえった。懐ふところの短刀ダガーを抜いた。背後の私兵へと躍おどりかかる。

「貴様っ!?」

　私兵は反はん射しや的に腰へ手を伸ばした。長剣を抜くつもりなのだ。この至し近きん距きよ離りではあまり賢かしこい選択とは言えない。たいして訓練を積んでいない兵士なのだろう。

　おれは私兵のほうへ突とつ進しんし、身体ごと抱だきついていった。両りよう腕うでを相手の背せ中なかへしっかりと巻まきつけ、腕の動きを封ふうじこめる。

「どけっ！」

　私兵は滅め茶ちや苦く茶ちやにもがき、暴あばれまわった。

　放してたまるか。おれは右手の位置をずらし、鎧よろいの隙すき間まをさぐりあてた。足の付け根から尻しりに向かって短刀ダガーを突き刺さす。刃やいばをぐっとねじりこむ。

　私兵は絶ぜつ叫きようし、信じがたいほどの力でおれを突きとばした。そのまま仰あお向むけに倒たおれていく。背中から地面にどうと倒れる。

　おれは迷まよわず背を向け、酒場の中央へと駆かけこんだ。

「なに考えてやがるウェインっ。正気か!?」

「正気じゃねーんだろうな。たぶん」

　二階通路のコンロイを見上げた。

「ジルはどこだ？　あとはキーラと。取り引きはどうなった？　コンロイがここにいるってことは、まだ終わってねーんだとは思うけど」

「取り引きは──」

　コンロイの視線が一いつ瞬しゆん、彼の下側へ動いた。

「そっちか」

　おれは卓や椅子を飛び越こえ、走りだした。目ざすはカウンターの右側だ。そこに木もく製せいの扉がある。取り引きはあの奥で行われている、ということだろう。

「やめろウェイン。本気で妨ぼう害がいするつもりかよ!?」

　コンロイが動いた。転がるようにして階段を降おりてきた。

「邪じや魔ますんな」

　おれは立ちどまり、短刀ダガーを彼のほうへ投げつけた。

　刃が壁に突き立った。その前でコンロイが凍こおりつき、ごくりとつばを飲みくだした。

「す……するだろ普ふ通つうよ!?　今回の件けんがご破は算さんになりゃ、また仕事で失敗したことになっちまう。おめーがギルドから追われるだけじゃなくて、俺おれまで迷めい惑わくを被こうむることに──」

「それが本音かよ」

　いかにもコンロイらしい。とことん利り己こ的だが正直だ。

　おれは予よ備びの、二本目の短刀ダガーを抜いた。

「怪け我がしたくねーだろ？　そこで待ってろ」

　カウンターを跳とび越える。向かって右側の扉とびらへと走り寄よっていく。

　と、唐とう突とつに扉が開きはじめた。隙間から男の驚おどろいた顔がのぞいた。これも貴族の私し兵へいだろう。騒さわぎを聞きつけ、あわてて飛びだしてきたのだ。

　おれは扉の表面を思いきり蹴けりつけた。扉が私兵の顔面を強打する。

　野太い声と共に、私兵の姿すがたが扉の向こう側へ消えた。

　扉がばたん！　と騒そう々ぞうしい音を発しつつ閉しまった。

　おれはすぐに扉を引き開けた。

　中は倉庫らしき空間になっていた。蓋ふたの開いた木箱、空の樽たる、雑ざつに重ねられた麻あさ袋ぶくろなどが散さん乱らんしている。私兵は扉に吹ふっ飛ばされ、部屋の中央で仰向けに倒れている。

　おれは私兵のほうへ距離を詰つめた。立ちあがる前にしとめてやる。

　私兵が動いた。腰こしの長剣ロングソードを抜き、倒れたままの状じよう態たいで突きだしてくる。

　ちくしょう。

　見下ろした。長剣の切っ先がおれの下か腹ふく部ぶに突き刺ささっていた。なめし革がわの鎧を貫かん通つうしている。それほど深い傷きずじゃないが、痛いたみは猛もう烈れつに感じた。傷口から力が血と共に失われていく。

「くそっ」

　わずかに身を引いた。切っ先がおれの腹はらからすっと抜ぬけた。

　刃を右みぎ脚あしで蹴けりつけた。私兵の手から長剣が離はなれ、板いた張ばりの床ゆかを転がっていく。

　私兵はあわてて上体を起こしかけた。

　そこへ上から襲おそいかかった。短刀ダガーの柄つかで私兵の顔面を殴なぐりつけた。

　私兵はまた仰向けの状態になった。床に後頭部が当たるにぶい音が響ひびいた。

　おれはさらに腕を振りあげ、振りおろしかけ──私兵がすでに気を失っていることに気づき、手を引きもどした。倒れた私兵の横を通り過すぎる。

　身体からだがぐらついた。下腹部が痛い。額ひたいからいやな汗あせが噴ふきでてくる。

　部屋の中を観察した。それほど広くはない。私兵のほかにはだれもいない。奥おくに扉がひとつ。キーラたちはあの向こう側にいるのだろう。

　よろめきながらも部屋を横切った。把とつ手てにすがりつくようにして扉を開けた。

　橙だいだい色いろの世界が広がった。目がまぶしさに慣なれず、一瞬、視し力りよくが失われた。

　すぐに景色が像ぞうを結び、世界の輪りん郭かくがはっきりとしてくる。

　裏うら路ろ地じのどん詰まり、といった感のある場所だった。四方を背せの高い壁かべに囲まれている。壁の間からは細い、人ひとりがやっと通れる程てい度どの小こ径みちが各方向へ延のびている。

　空間全体を夕ゆう陽ひが染そめあげていた。この場にいるのはキーラとジル、そして初老の男だけだ。男はそこそこ高そうな服に身を包んでいる。恐おそらく貴き族ぞくの使用人だろう。

　おれは片かた手てで下腹部を押おさえ、立ちどまった。キーラに向けて言う。

「間にあったみたいだ」

　彼女は右手でジルの肘ひじのあたりをつかんでいた。

　そのジルは小首をかしげ、おれとキーラ、そして初老の男との間で視線を行き来させている。自分の置かれた状じよう況きようが理り解かいできていないらしい。

「ウェイン──」

「その子を放せよ、キーラ。おれが連れてく」

「冷静になりなさい。いまならまだ引きかえせるわ。この子を売って、ギルドに上がりをおさめればいいの。何事もなく戻もどれる」

「なんの話だ？　なにか問題があるのか？」

　初老の男が訊きいてきた。妙みようにざらついた声だ。

「なんでもない。こっちの話」

　キーラが言い、ジルを前へ押しやった。

「早く終わらせましょ。おカネさえ受けとれば──」

「キーラ！」

　おれは彼女の言葉をさえぎった。

「もう決めたんだ。そりゃキーラたちに迷惑がかかるってのはわかるけど。けっきょく足を引っぱることになるけど。でもおれは納なつ得とくできない──」

「おいやべーぞ衛えい視しが来てる！」

　騒々しい声と共に扉が開いた。コンロイが息を切らし、駆かけこんでくる。

「表の扉が開いたままだったんだ。それを閉めようとしたら外が見えて、通りの先から近づいてくる連中が見えて──ありゃまちがいねーぜ。またばれてた！　この取り引きも漏もれてやがったんだ。逃にげねーとつかまっちまう！」

「また漏れてた？」

　思わずつぶやいていた。

　おれたちの間に内通者がいるんじゃないか、という噂うわさ。それをまた思いだした。

　初老の男があからさまにうろたえた表ひよう情じようになる。

「どういうことだ。漏れていただと？」

「聞いたとおりよ。だからさっさと終わらせましょ。衛視隊が踏ふみこんでくる前に」

　キーラがジルの小こ柄がらな身体からだをさらに押しだす。空いた手を伸のばし、男にカネを求める。

「おいキーラやめろって！　おめーは納得できんのか!?　そんな取り引き──」

「納得できるできないの問題じゃないわ！　時間がないの！」

「ウェイン。おめーかよ!?　おめーが呼びやがったのか!?」

　コンロイが取り乱みだし、わめき散らしている。

「自分でそのガキを奪うばえなくてもいいように。最悪でも衛視隊が取り引きを邪じや魔ましてくれるように。だとしたら無む茶ちや苦く茶ちやだぜ！」

　おれは舌した打うちした。自分から衛視隊を呼よぶ、なんて発想はまるでなかった。

「ちがうよ。おれは衛視を頼たよったりなんかしてない」

「早くおカネを渡わたしなさい！　取り引きを終わらせて！」

　キーラが男に要求を重ねている。

　男は勢いきおいにのまれ、懐ふところへ手を入れようとしている。

　おれはキーラのほうへ向きなおった。

「納得できないのにすんのかよ!?　そんなにギルドの命令が大事だってか!?　そこまでして出世したいってか!?」

「おいおめーらいいかげんにしろよ。おれは逃げるぜ？　おれはもう逃げる！　あとは好きにしやがれ！」

　コンロイが小径へ向かって駆けだした。

「早くおカネを渡して！」

「キーラ！　納得できねー命令を出してくる組そ織しきなんて、そんな組織で認みとめられる意味なんて──」

「もういい」

　やけに冷静な声が響ひびいた。

　そこから先は夢ゆめを見ているような感じだった。突とつ然ぜんの白はく昼ちゆう夢むが広がったような。

　まずジルが動いた。彼女は自由なほうの腕うでをなめらかに上下させ、小声でなにごとかつぶやいた。さらに手をキーラの胸むなもとへそっと当てた。

　直後、キーラの目から意思の光が失われた。身体から力が完全に抜ぬけ、彼女は汚きたならしい石いし畳だたみへと崩くずれ落ちた。倒たおれた衝しよう撃げきはそれなりに大きかったはずだが、彼女は目を覚ますことなく、ぴくりとも動かなくなってしまった。

　おれは一時期、賢けん者じやの学院に通っていたことがある。だから魔ま法ほうについてはそれなりに知ち識しきを持っている。いま見たのは、おれの目の前で行使されたのは、まちがいなく精せい霊れい魔法だった。

　使ったのはハーフエルフの少女──ジル。

「内通者は特定された。引きあげるぞ」

　ジルが言った。そこにさっきまでの無む防ぼう備びな姿すがたはなかった。言葉すら理り解かいできていないような言動も。挙動も。

　代わりにあるのは冷たく、どこか醒さめたような表情だ。

「どういうこった？」

　そう言ったのはコンロイだ。さすがの彼も足を止め、肩かたごしに振ふりむき、ジルの顔をまじまじと見つめている。

　ジルはつまらなそうに鼻を鳴らした。そして言った。

「私は諜ちよう報ほう部門の幹かん部ぶだ。こうして内通者を特定するために動いていた。そして内通者はそこの娘むすめ、キーラだと特定されたわけだ。これでわかったな？」

「いや。ぜんぜん……」

　おれは正直にこたえた。混こん乱らんしていた。頭がこんがらがっていた。さぞかし間抜けな面つらになっていたと思う。
















　ハーフエルフの少女──急に得体の知れない存そん在ざいになった──はため息をついた。

「説明はあとでしてやる。いまはその娘を運べ」

　彼女はぼう然と立ちつくすコンロイの前を過すぎ、小こ径みちの中へ消えてしまった。

　おれとコンロイは顔を見合わせた。

　あわててキーラの肩に腕をまわし、ふたりで持ちあげ、少女のあとを追った。







「三人の中に内通者がいることはわかっていた。だが特定はできていなかった。可か能のうならばうちの人間を──諜報部門の人間を四六時中、張はりつかせたいところだったが。普ふ通つうの方法ならすぐに気づかれるだろう。内通者は十分に警けい戒かいしているはずだからな。適てき当とうな仕事を与あたえ、なにも知らせずにうちの人間と組ませる、という方法も考えたが──」

「それもばれるよな。すでに内通者の噂うわさは広まってたわけだし。この時期に初めての相手と組まされたりしたら、いかにも監かん視しのためって感じだ」

「そうなる」

　おれたちは隠かくれ家がへ帰りついていた。いまはジル──どうやらおれたちの上役らしき人物──だけが寝しん台だいに腰こしかけ、おれとコンロイはその正面に立たされている。まるで教きよう師しにしかられる子こ供どもみたいだ。相手のほうがよほど子供っぽい外見をしているというのに。

　キーラは隣となりの寝台で寝ね息いきを立てていた。精霊魔法による永えい続ぞく的な眠ねむりだ。おれの低級な〝眠りの雲スリープ・クラウド〟の魔法とは異ことなり、こちらは別の魔法で解とかれないかぎり決して目ざめないらしい。

「そんなとき」

　ジルが話を続けた。

「今回の情じよう報ほうが入ってきた。ギルドに無む断だんで密みつ輸ゆを行っている輩やからがいるらしい。その輩は近々、ハーフエルフの売買を行うつもりらしい……。ふだん私が現げん場ばに出ることは滅めつ多たにないのだが、これを利用しない手はなかった」

「つまりおめーが──あなたが取り引き材料そのものになった、ということですね。でもって、自分でおれたちを監視してた」

「なんであんな演えん技ぎしてたんだ？　しゃべれねーふりをしたり、なんもわかんねーような態たい度どとったり。たちが悪いぜ」

　コンロイが非ひ難なんがましい口調でたずねる。

　ジルは肩をすくめた。

「そのほうが都合が良かった。よけいな質しつ問もんをされなくてすむ」

「たしかに……」

　おれは認みとめた。

「ちなみに私はおまえたちよりも年上だが、倍も離はなれてはいないぞ」

　ジルに言われ、コンロイは猛もう烈れつに顔をしかめた。自分の失言を悔くいているのだ。

「それで、キーラが内通者だって話ですけど」

「そうだ。まだ信じらんねーぜ」

「最初はおまえが──」

　ジルはおれのほうをまっすぐに見てきた。

「内通者だと思ったのだ。私を売ることに抵てい抗こうを示しめした。幼よう稚ちな正せい義ぎ感を振ふりかざした。そういった態たい度どは内通者に──盗賊のふりをした衛視にこそふさわしい」

「幼稚で悪かったですね」

　顔が熱くなった。無む垢くな少女（と思っていた相手）とのやりとりが、自分自身による数々の発言が思いだされた。

　コンロイが口をはさんでくる。

「ちょっと待った。盗賊のふりをした衛視だと？　なんだよそれはよ」

「その娘むすめは城しろ側の人間だ。入念な準じゆん備びを行い、こちらへ入りこんでいたらしい」

「冗じよう談だんだろ？　ありえねーぜ！　ただギルドを裏切ってただけじゃなくて、そもそもキーラが城側の人間だったなんて──」

　コンロイは盛せい大だいにつばを飛ばした。

「俺おれたちゃ何度も一いつ緒しよにヤマをこなしたんだ」

「失敗した仕事も多かったはずだ。その娘は追及の手が迫せまっていることに気づいていた。それ故ゆえ、最近は特に通報の回数を増ふやしていた。だから失敗が増えていたのだ。その娘はいずれにしても抜ぬけるつもりだった、ということだ」

「盗とう賊ぞくギルドから抜けて、城側へ戻もどろうとしてた、ということ……」

　おれは眠りつづけるキーラの顔を見つめた。

　信じられなかった。完全に仲間だと思いこんでいた。いまでもその感覚は消えない。

「最前の取り引きで」

　ハーフエルフの少女──実じつ際さいはおれよりも年上の幹かん部ぶ──が言う。

「この娘は取り引きの成立にこだわっていた。相手の男からなんとしてもカネを受けとろうとしていた」

「取り引きを成立させて、あとから来た衛視隊に男をつかまえさせて──そこから変へん態たい貴き族ぞくを挙げようとしてた、ということか」

　おれは言った。だからキーラはジルを売ることに反対しなかったのだ。あとでどうせ保ほ護ごできるとわかっていたから。

「あの衛視隊は娘が自分で呼よんだものだろう。取り引きにこだわる娘に対し、おまえは──」

　ジルがそう言い、コンロイのほうへ目をやる。

「自分だけ逃にげだそうとしていた。盗賊シーフの心意気としては失しつ格かくだが、盗賊の行動としてはより自然だ。衛視隊につかまってしまえば元も子もない」

「だろ？　そうなんだよ。つかまって尋じん問もんなんかされちゃかなわねえ。俺は仲間を売るような羽目にはなりたくねーからな。だから逃げたんだ。盗賊シーフとしては当然の行動だぜ」

「よく言う」

　おれはあきれた。だがたしかに自然だとは思った。

「キーラのほうは──衛視隊につかまることをまったく怖こわがってなかった。それは彼女がつかまってもいいと考えてたからだ。彼女は今回の仕事で終わりにするつもりだった……」

「貴族の違い法ほう行こう為いを暴あばけるのだ。引き際ぎわとしては悪くあるまい」

　このときになってやっとおれは悟さとった。キーラは半年ほど前、認められるためには普ふ通つうのことをしていてはいけない、少しぐらいの無む茶ちやはしないといけない、といったことを話していた。あれは無茶をやってギルド内で認められる、という意味ではなかったのだ。盗賊ギルドに潜せん入にゆうするような──怖おそろしく危き険けんな──任にん務むをこなし、城の上じよう層そう部ぶから認められる、という意味だった。

　たしかにそのほうが世間的には何倍も価か値ちがあるだろう。何者かになった、と胸むねを張はって言えるだろう。

　おれは軽いめまいを覚えつつ、ジルにたずねた。

「キーラはどうなるんです？　このあと」

「そうだ。ぶっ殺されんのか？　そりゃいくらなんでも、なんつーか……ちょっとつれーぜ」

「なぜ殺す必要がある？」

　ジルがコンロイにたずねた。

　コンロイは一いつ瞬しゆん、口ごもり、そしてこたえた。

「そりゃギルドの掟おきてがあるからな。仲間を裏うら切ぎったやつは死し刑けいだ。キーラはずっと俺たちを売ってやがったわけだし。取り引きの情じよう報ほうを流してやがったわけだし」

「その掟が適てき用ようされるのはギルドの構こう成せい員いんだけだ。この娘は本来、城側の立場だった」

「つまり、この場合に適用される掟は──」

　おれは言った。

　ギルドの構成員はいかなる理由があろうとも人を殺してはならない。

　ジルが不ふ機き嫌げんそうにうなずく。

「腕うでを折おる、ぐらいのことはせねばならんが。あとは衛えい視し隊たいの詰つめ所まで運んで、その前へ放ほうりだしてくる程てい度どだ。我われ々われにできることは」

　思わずジルを抱だきしめそうになった。







　二日後、おれとコンロイ、そしてキーラの三人は街の広場で顔を突つきあわせていた。時じ刻こくは昼前だ。周囲には生せい鮮せん食品や日用雑ざつ貨か、衣類などの市が立っており、大おお勢ぜいの市民たちでにぎわっている。立ちどまっているのはおれたちぐらいのものだろう。ここから大通りをまっすぐ行けば城しろへ出られる。連なる屋根の先にはいかめしい尖せん塔とうも見えている。

　三人とも自然に足を止めていた。ここから先はキーラの領りよう域いき。ここまではおれたちの領域。そんな無む意い識しきの感覚がおれたちの中にあったのかもしれない。

「じゃあね。短い間だけど、楽しかったわ」

「そりゃ楽しかったろうよ。ずっと俺たちをだまくらかして、腹はらんなかで笑ってやがったんだ。おもしれーに決まってるぜ」

　コンロイがむくれてみせる。

「そうよ。最高におもしろかった」

　全員が片かた腕うでを首から布ぬので吊つりさげていた。肘ひじから先には副そえ木ぎが添そえられている。

　キーラは衛視隊への見せしめとして腕を折られた。おれは上役からの命令に違反した──違反しようとした罰ばつとして折られた。コンロイは取り引き現げん場ばから仲間を置いて逃げかけた罰として折られた。折られる瞬しゆん間かんは死ぬほど恐ろしく、そして痛いたかった。

　おれの場合は頭と口と腹にも傷きずがあった。いまは歩くのがやっと、というような状じよう態たいだ。

「ひどい顔よ。ふたりとも」

「だれのせいだと思ってやがる？」

「キーラも似にたようなもんだ」

　おれは指し摘てきした。

　彼女は「そうね」と言って苦く笑しようした。おれたちをずっとだましていたことについて、罪ざい悪あく感などはこれっぽっちも抱いだいていない様子だった。いかにも彼女らしい。自分は正しいことをしてきた、という自負があるのだろう。

　おれは言った。

「いいよな、キーラは。一いつ貫かんしてて」

「なんの話？」

「なんでもない」

　おれは首を振ふった。懐ふところには魔ま法ほうの発動体となる短刀ダガーが入っている。目を覚ました時点でキーラが返してくれたのだ。

　短刀の存そん在ざいを肌はだに感じながら続けた。

「おれはもうしばらく中ちゆう途と半はん端ぱを続けるよ。今回の件けんで、なんかちょっとだけ見えたような気もする。あとちょっとだ」

「なにそれ、ぜんぜんわかんないわ。……変な子」

「ガキ扱あつかいすんなって」

　おれは息を吐はきだし、気分を変えるように言った。

「ところで、こないだ思ったんだ。キーラの剣けんさばきって相当なもんだろ？　あれってひょっとしたら城で、正せい規きの兵隊として鍛きたえられたもんなんじゃねーかって。だからあんなに動きがきれいだったんじゃねーかって。どうなんだ？」

「そうよ。いまから十年ほど前だったかしら。城にコネのある人と出会って、最初はその人から個人的に教えてもらってたんだけど。いろいろあって、城へ預あずけられるようになって」

「やられたよ。キーラは隠かくそうともしてなかった。身につけた技ぎ術じゆつをすげー自然に使ってた。だから、逆ぎやくにだれも怪あやしまなかったんだ」

「なあ。俺もいま考えてたんだけどよ」

　コンロイが言った。

「キーラおめえ、明日からは普ふ通つうの衛視に戻もどりやがるわけだろ？　ひょっとしてピカピカの鎧よろい姿すがたで、俺たちを追いかけてきやがったりすんのか？」

「当然でしょ？」

　彼女は少しいたずらっぽい口調になって言った。

「あたしはあんたたちの手口を熟じゆく知ちしてる。仕事の内ない容ようだって、情じよう報ほう源げんや取り引き相手だって知ってる。これからは十分に注意することね」

「本気かよ……」

「先に言っておくけど、懐かい柔じゆうはされないから。脅おどしも賄わい賂ろもきかない。そのことはあんたたちが一番、よくわかってると思うけど」

　キーラの言葉に、コンロイが「げえ」と言って顔をしかめた。

　おれは苦く笑しようするしかない。

「せいぜいがんばって逃にげるよ」

「そろそろ足を洗あらったら？　ウェイン、あんまり向いてないみたいだし」

「うるせーな。よけいなお世話だ」

　その後、おれたちはしばらく他た愛あいのない雑ざつ談だんを交かわした。

　やがて沈ちん黙もくがしばらく続き、キーラが長く息をついた。城のほうへ目をやり、またおれたちのほうへ顔を向けてくる。

「じゃ、そろそろ行くわ」

「ああ……」

「ジルにもよろしくね」

「もう会うこともねーよ。おれたちとは立場がちがうし。会いたいとも思わねえ」

　おれは吐はきすてた。自然と苦々しい口調になってしまう。

「そうかしら？」

　キーラがおかしそうに言った。

「ならあたしが再さい会かいさせてあげる。城しろの地ち下か牢ろうで」

「すげー自信だなおい」

　コンロイがおれと同様、顔をしかめながら言う。

「またね」

「くたばれ」

「また」

　三人で最後の挨あい拶さつを交わした。

　キーラはおれたちに背せを向け、城のほうへ、一度も振りかえることなく遠ざかっていった。あっさりしたものだ。彼女の姿は群ぐん衆しゆうの中へ消えてしまった。

　今回の一件でひとつ気づいたことがある。

　キーラはずっとおれたちをだましていた。

　ジルはこの二日間、完全におれたちをだましていた。

　おれたちは女にだまされてばかりだ。

「あーあ」

　おれとコンロイは馬ば鹿か面づらをひっさげ、腕うでの痛いたみに顔をしかめつつ、ふたりでぶらぶらと飲みにでかけた。





〈了〉


















ひとひらの歴史──魔ま術じゆつ師しを誘いざなう
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　ラムリアースの冬は長い。

　雪こそはあまり降ふらないが、一年の半分を冬に閉とざされる。そのため、水が微温ぬるみ、木の芽が柔やわらかな緑の色を帯おび始めれば、人々は待ちに待った春を謳おう歌かするために祭りの準じゆん備びを整え始める。

　厳きびしい寒さに、人の行き来が幾いく分ぶん鈍にぶりがちだった街かい道どうも、その春の訪おとずれを祝いわう祭りに合わせるように賑にぎわいを取り戻し始めていた。

　春は、一いつ般ぱんに閉じられた印象のある魔ま術じゆつ師しギルドにも、静かに訪れる。

　書物の色褪あせを防ぐため、図書館内には窓まどはほとんどなかったが、空気を入れ替えるために、受付の近くにひとつだけ、小さな窓が開いていた。

　そこから柔らかな陽光と共に流れ込んでくる風は、ほんのりと若わか葉ばの香かおりをはらんでいる。

　祭りの準備で忙いそがしいせいだろうか。ギルドでも数少ない、街の人々と触ふれ合う機会のある相談所や、簡かん単たんな講こう義ぎの行われる教室も、今は何となく活かつ気きがない。

　それは一般に開放されている図書室も同じだった。

　普段であれば必ず見えるはずの、次の講義の予習をしている見習いたちの姿すがたも、調べ物をしに来て書しよ架かの間で迷まよっている商人風の男の姿もない。

　そんな静かな図書室の扉が、ふいに大きく開かれた。

　大きな音が立たなかったのは、扉とびらそのものが分ぶ厚あつく重いせいで、反対側の壁かべに当たることがなかったからだろう。

　扉を開けたのは若い女性だった。凜りんとした灰はい色いろの大きな瞳ひとみが、周囲をくるくると見回している。手にした魔術師の杖メイジ・スタッフを見れば、このギルドに所しよ属ぞくしている正魔術師だということは一目でわかるだろう。濡ぬれたように真まっ直すぐな黒い髪が、長衣ローブの肩を覆おおっている。

「やあ、パオラ」

　のんびりと、受付の陽ひだまりに座って、趣しゆ味みの本を呼んでいたそばかす顔の青年が声を掛けた。

　その声を咎とがめるような、神経質な閲えつ覧らん者しやの姿は今はないようだ。

「こんにちは、エーリオ。シェレアはどこか知らない？」

　少し硬こう質しつだがよく透とおる声が、笑えみと共に受付の青年へと向けられる。

「さあ。いるとすれば、ここから見えない場所に、僕がここの当番にやってくる前からいるってことになるけれど」

　受付の青年は、曖あい昧まいに肩を竦すくめた。

「自習室で教本の写しでもやってるんじゃないかな？　このあいだ、誰だれかに頼たのまれていたみたいだし」

「頼まれて？　押し付けられてじゃなくて？」

　パオラと呼ばれた女性は、フン、と鼻を鳴らした。薄うすく紅べにを塗ぬった形のいい唇くちびるが、不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがむ。整えた親指の爪つめを嚙かみかけて、慌あわてて、口くち許もとから手を遠ざけた。

「あの子の気が弱いからって、なんでもかんでも、雑用を押し付けるの、やめて欲ほしいのよね……」

「そうだね。僕は姿を見てないけど、ここに来てから、えーと……うん、砂時計が八回返された。作業の効こう率りつも悪くなるから、一ひと息いき入れさせたほうがいいよ」

「そうね、ありがと」

　肩よりも少し長めに切りそろえた黒髪を揺らし、パオラは一直線に図書室の一角にある自習室へと向かう。

　春が来たとはいえ、陽光の射ささない場所は若じやつ干かん冷える。

　場所がら書物を読む人間が多いため、蠟ろう燭そくや松明たいまつでなく、〝光〟の呪文が掛けられた燭しよく台だいが使われているお蔭かげで、視界に不自由することはなかった。しかしその魔法の光は熱をもたらしてはくれない。

　もう一枚何か羽は織おってくればよかったかと、自分の肩を抱いたパオラの視界の片かた隅すみに、うずたかく積み上げられた書物が、ふらふらとしている様子が引っ掛かかる。

「……シェレア」

　山のように資料を抱かかえて、歩いてくる長衣ローブの人物を驚おどろかさないように、パオラはそっと声を掛けた。

「あ……パオラ？」

　少し不安定に積み上がった書物の脇わきから、ひょこりと、蜂はち蜜みつ色の髪が覗のぞく。顔は半分ほどしか出てこない。それ以上姿し勢せいを変えれば、書物を落としてしまいそうだったのだろう。

　それでも、パオラの存在を確かく認にんした緑の瞳が、笑みを湛たたえた。

「外出届は出した？　今日は一いつ緒しよに出掛けようって、言ったじゃない。少しは、のんびり羽を伸ばしてもバチは当たらないわよ？」

　この分では、約束は反故ほごにされそうだと思いながら、パオラは溜ため息いき混まじりに本の山に問い掛ける。

　頭半分下にあって見上げてくる瞳が、少しバツが悪そうに伏ふせられた。

　やっぱりね、とパオラは仕方がなさそうに胸むねの前で腕うでを組む。

「あんまり、人ごみに出るのは、好きじゃないから……」

　言いにくそうにしながらも、細い声が返ってくる。

　シェレアは、このラムリアースの魔ま術じゆつ師しギルドでは、パオラと同じ導どう師しにつく、いわゆる後こう輩はいにあたる。ギルドへとやってきた時期に違いはあったが、年の頃があまり変わらないせいで、気心知れた友人同士という関係を育はぐくむことができた……と、パオラ自身は考えている。

　アレクラスト大陸最大である、オランの魔術師ギルドほどではないが、〝魔法王国〟と二つ名を冠かんするラムリアースの魔術師ギルドもかなりの大きさを誇ほこっている。おそらくは、オランの魔術師ギルドに次つぐ規き模ぼだろう。

　それでも、魔術師なり、賢けん者じやなりの称しよう号ごうと資し格かくを得えることができるのは、五人に一人程度という狭せまい門である。それをどうにか潜くぐり抜ぬけ、お互たがいに争うようにして勉学や研究に励はげむ中で、親友と呼べる相手が得られたのはありがたいことだった。

「だからって、ずっとギルドから出ないわけ？　カビが生はえちゃうんだから」

　ふぅ、と大きな溜息をついて、パオラは手近な机に腰を下ろした。

　それを見て、シェレアと呼ばれた娘むすめは、抱えていた資料類を一度同じ机へと下ろし、手を休める。

「……ずっとというわけじゃないけれど……お使いを頼まれることもあるし」

「だーもー！　あの態度のでかいろくでなしは！　ちょっと先せん輩ぱいだからって、後輩をいいように扱あつかって！　そんなことは見習いにでもやらせばいいじゃない、仮かりにも魔術師の同どう僚りようにさせることじゃないでしょう！」

　火か気き厳げん禁きんであるため、魔法の光に満たされた自習室に、パオラの苛いら立だった声が響く。

「でも、わたしはこのあいだ、魔術師の杖メイジ・スタツフと、基き本ほんの教きよう本ほんを授じゆ与よしていただいたばかりで、まだまだ古代魔術書を受けとるには程ほど遠とおいもの。先輩から見れば、見習いと変わらないんだと思う」

　シェレアは、少し困ったような表情で笑った。長く伸ばした髪を首の後ろよりも少し下で緩ゆるく一つに括くくり、年頃だというのに洒落しやれっ気の欠片かけらもない。

　俯うつむいて書き物をする時に邪じや魔まにならないように……という意い図とだけで纏まとめられた髪は手入れをすれば、きっと艶つややかだろうにと、パオラはしみじみ残念に思う。

　パオラ自身も勉強の時には邪魔にならないよう纏めるため、ある程度髪を伸ばしているが、毛先をきちんと揃そろえ、気を使って整えている。

「だから、今は少しでも、早くパオラや先輩たちに追いつけるように、たくさん勉強しないと」

「大丈夫よ、シェレアは筋すじがいいんだから。クレメンテ導師も誉ほめてくださってるじゃない、将しよう来らいが楽しみだって。そうでなきゃ、特待生の資格なんて、そう簡かん単たんに取れるわけがないでしょう？」

　元気付けるように、パオラは少し強めに友人の肩を叩いた。少し痛いたそうに眉まゆを顰しかめながらも、シェレアの瞳ひとみには淡あわい笑みが浮かぶ。

「そのためにも、勉強には緩かん急きゆうが必要、たまには休みをとらなきゃ。もうじき春のお祭りで、街も賑にぎやかよ？　気晴らしに、出ましょう？　この時期だけは、フィールドワークや研けん修しゆう以外の理由の外出許可だって取りやすいんだから」

　ね？　とパオラは首を傾かしげて誘さそいをかけた。しかし、シェレアはそれには少々気が乗らないようで、視線は俯うつむき加減になる。

　その拍ひよう子しに、波打つ髪の隙すき間まから、少し尖とがった耳が、ひょこりと覗のぞく。シェレアがあまり、人の多い場所に出て行きたくない理由の一つにして、最大のモノがそれだった──彼女はハーフエルフなのである。

　数年前にシェレアがクレメンテ導師に伴ともなわれ魔術師ギルドへと連れてこられるまで、どんな人生を過ごしてきたのか、パオラ自身もはっきりとは聞いていない。それでも、彼女の言葉の端はし々ばしや、人目を避さける行動から、あまり幸せなものではなかったのだろうという推すい測そくは立つ。

　だからこそ、余よ計けいなことかもしれないが、この年若い友人に、生きる楽しみを教えたいというおせっかいな感情も湧わいていた。

「大体、そんなに自習室に入いり浸びたって、何をしてるわけ？」

「先輩から……その、大事な資料の写しを。研究に必要だけど、あまり長く借りていられないからって」

　シェレアが抱えていた資料の中には、一冊だけ、毛色の違う古びた書物が紛まぎれている。《獣人化現象における生せい態たい考こう察さつ》その題名と本の分厚さにだけ目を走らせて、パオラは再び溜ため息いきをついた。

「そういえば、先輩は幻げん獣じゆうや妖よう魔まの生態なんかを研究の課題にしてたっけ？　……ったく。お題目だけは立派なんだから。ちゃんとモノになるのかどうか、見ものだわね」

「パオラだって、ちゃんと自分の研究課題を決めたの？　ぼんやりしてると、なかなか夢ゆめは達たつ成せいできないんだから」

　さらりと逆ぎやく襲しゆうされ、思わずパオラも言葉に詰つまる。

「いつか、オランの魔術師ギルドに行ってみたいんでしょ？」

「行ってみるだけじゃないわ。《大賢者にして至し高こうの魔術師》であるマナ・ライ最高導師に認みとめられるほどの研究成果を上げるのが夢なんだから。そりゃあ、このラムリアースの魔術師ギルドだって、魔法研究は盛さかんだし、歴史も伝でん統とうもあるけれど、やっぱり今はオランで……」

「だったら、そのためにも、少しでも時間を惜おしんで勉強するべきでは、ない？」

　熱を帯びて語り始めるパオラに、シェレアはさらりと言葉の冷水をかける。口調は柔らかだが、容よう赦しやがない。

「経験の伴ともなわない知ち識しきは、実にならないわ。今はとにかく、色んなことを経験しておくべきよ」

　ふい、とさりげなく視線を外はずしながら、パオラは言い訳のように呟つぶやく。

「経験とは、愚ぐ行こうと悲ひ哀あいを押し隠かくすために与えられた名前である……って、誰の言葉だったっけ」

　シェレアも真似まねをするように、ふいと視線を外す。

　しばし、お互いの間で奇ちん妙みような沈ちん黙もくが過よぎり……何気なく、同時に戻もどした視線がぶつかり、くすぐったくなって吹き出してしまった。

「人生、そんなに長くないんだから、研究も楽しみも、中ちゆう途と半はん端ぱにできないわ。楽しみがあるからこそ、日々の努力を積つみ重かさねることができるものだし」

「……わたしは、本を読んでるだけで、十分に楽しいんだけど」

「でも、本を読むことで、ワインやエールの酩めい酊ていや高こう揚ようはわからないでしょ？　何事も、経験してみるべきよ」

「パオラが潰つぶれて、何度も介かい抱ほうさせてもらった側がわから言わせてもらえば……できるだけ、知りたくない」

「言ったわね！　とりあえず、今は、私よりもずっと人生も、研究の時間も長くなるだろうハーフエルフに、人生を楽しむってことを教えてあげる。いらっしゃい」

　笑いながらも、やや強ごう引いんに、パオラは会話を打ち切り、シェレアの細い手首を捕つかまえると、そのまま引っ張り自習室を後にする。

「強引なんだから」

　力で引っ張られれば、非ひ力りきなハーフエルフは逆さからえない。苦く笑しようして、シェレアも歩き出した。自分の意志で進む様子を見れば、パオラも少し歩みを緩め、隣に並ぶ。

　外出準備を整えるために、図書室を出る時、たくさんの本ほん棚だなを背に、そばかすだらけの受付の青年が、手を振って見送ってくれた。







〝魔法王国〟ラムリアースの王都・ライナス。

　長い冬を越え、春を迎むかえる準備を整えた街がい路ろには、活気がある。

　着ている外がい套とうを一枚脱ぬいだだけで、人々の歩みも軽くなるようだ。あちこちからこの時期のために用意されていた花の小こ鉢ばちが窓まど辺べや街路を飾かざり、一いつ層そう華はなやかさを醸かもし出していた。

「やっぱり、この時期に街を歩くと、うきうきする」

　機き嫌げん良く、街並みを眺ながめながら、パオラは鼻歌でも奏かなでそうな調子で独ひとりごちた。

　その隣でシェレアも、少しおどおどとはしているものの、冬の間とは確実に違う街の賑わいに、心の浮き立ちを覚えているらしい。時折足を緩めては、祭り当日に備えて、街頭で練習をしている芸人のパフォーマンスに目を奪うばわれている。

「たまに、こうやって外に出ると楽しいものでしょ？」

　その様子を見て、パオラが悪戯いたずらげに問い掛ける。

「……うん、まあ。それなりに」

「ま、それはいいとして。たまにはギルドの食堂以外のものが食べたいと思わない？　いい店を知ってるから、行きましょ」

　決まり悪げに咳せき払ばらいをする友人を見て、楽しげに笑いながら、黒髪の魔術師ソーサラーは手近な酒場へと足を向ける。

「時々知った顔が食事をしてるから、安心よ。まあ、みんな行動範はん囲いが狭せまいだけという気もするけど」

　朗ほがらかに軽口を叩たたきながら、パオラは看かん板ばん代がわりに、真白な鈴すずの木き彫ぼりが置いてある店の扉を押した。

「きゃ！」

　不意に、小さな悲鳴があがる。入り口から滑すべりこもうとした瞬しゆん間かん、入れ違いに出ようとしていた男と正面衝しよう突とつしてしまったからだ。

「……と」

　出てきたのは背の高い男だった。少し荒あれた印象のある枯かれ草くさのような色の髪と、日に焼けた肌をしている。軽い革鎧レザー・アーマーをつけ、腰こしには一ひと振ふりの小剣シヨートソードを帯びている。

　よろめいたパオラを支ささえバランスを取らせると、申し訳ない、と言うように、男は一礼し、そのまましなやかな身のこなしですれ違っていく。

「……冒ぼう険けん者しやかな？　春になると増えるよね」

「パオラ、その言い方、なんだか害虫みたい……」

「渡わたり鳥って言いなさいよ、せめて」

　謝しや罪ざいの気持ちは伝わったので腹はらは立たなかったが、何となくその後うしろ姿すがたを見送ってから、気を取り直して、店の扉をくぐる。

　厳しい冬の間よりは、旅の楽になる春の季節のほうが、行商の人間も、街と街の間を行き交かう冒険者も、格かく段だんに多くなるのは仕方がないことだろう。

　魔ま術じゆつ師しギルドにもフィールドワークと称しようし、冒険者として働はたらいている者がいるし、外国の魔術師や賢者が冒険の途と中ちゆうの調べ物に図書室の資料を閲えつ覧らんしに来ることも、さして珍めずらしいことではない。

　その際の閲覧料や資料の貸し出し料金なども、魔術師ギルドの貴き重ちような収しゆう入にゆう源げんの一つなのである。

《雪ゆき解どけを呼ぶ鈴亭》の店内は、まだ夕食には時間が早いこともあってか、がらんとしていた。

　先ほどの冒険者の仲間だろうか、ものものしい装そう備びに身を固めた人間の青年と女ドワーフが、隅すみの席に陣じん取どっているのが見えるだけだ。彼らから少し離はなれたところに腰を落ち着け、魔術師の杖メイジ・スタッフを立てかけると、パオラは慣なれた様子でカウンターの店主に簡かん単たんな注文をする。

　シェレアはやはり物珍しげな様子で、ちょこんと席に座ると、店内を見回していた。いつも手放さない魔術師の杖メイジ・スタッフは、今も胸に抱くようにして握にぎったままだ。

「……パオラ、よく来るの？　ここ」

「たまに、ね」

　運ばれてきた食事に小さな歓かん声せいを上げながら、二人の女魔術師たちは囁ささやき交かわし合う。

　離れた場所に座る唯ゆい一いつの客たちをついつい慮おもんぱかって声を低めるのは、図書室や自習室での作法が身についているからだろう。

「ここに来ると、他の講こう座ざの人たちと相席になることも多いし、色々と話ができて、面白いから」

　たまには、あんたも来ればいいのに、と言外に含ふくませつつ、パオラはスープを掬すくった匙さじを口くち許もとへと運ぶ。

　引っ込み思案の友人に、何がしかのリアクションを期待していたわけではなかった。それでも、何の返答の様子も、それこそ口くち籠ごもるような気け配はいひとつ戻ってこないことを不ふ思し議ぎに思い、パオラは、灰色の瞳をハーフエルフへと向けなおす。

　シェレアはテーブルで小さくなりつつ、もう一方の客たちのほうを窺うかがっていた。

「？」

　その様子をいぶかしみ、その緑色の瞳の行く先を視線で追った。

　そこには、先ほどの冒険者らしき一行が席についている。

　それに新たな人影が加わっているのに、気がついた。その姿には、見覚えがある。思わず、パオラも首を竦すくめてしまった。

　同じ導師につく、彼女たちの先輩魔術師ソーサラーだったのである。

　何で、あの人、こんなとこにいるのよ。

　隣にしか聞こえない小さな囁き声で、パオラが友人に問い掛ける。

　シェレアは慌てたように、髪を揺らして首を横に振るだけだ。

　パオラ、アルミン先輩、きらい？

　シェレアの問いかけは、内ない緒しよ話というよりも、唇の動きだけだった。

　だいっ、きらい。

　向こうからは見えないだろうとタカを括くくり、パオラは盛せい大だいなしかめっ面つらと共に、一言一言、区切り、強調して答える。

「ああ、やっと届いたのか。これでようやく研究の足がかりができる」

　そんな女たちのやりとりを他所よそに、機嫌の良さそうな男の声が酒場に響ひびいていた。

　ちらりと肩かた越ごしに視線を向ければ、何かの品物の受け渡しをしているようだった。

「じゃあ、確かに届けたよ。中身を確かく認にんしておくれ、確認を怠おこたって、後で難なん癖くせをつけられても困るからね」

　少し割れたような印象のある、女性の声が聞こえた。女ドワーフの声だろう。あまり若い印象ではない。

「……い、いや。確認はいいだろう。信しん頼らいしているからな」

　ぎこちなく言いながら、魔術師はゆっくりと首を振った。

「アルミンさん、だったな？　純じゆん粋すいな興きよう味みで聞くんだが、その箱の中身は何なんだ？　ずいぶんと軽いし、中身が入っていないように感じたぞ」

　今度聞こえてきたのは、若い男の声だ。

「余計な詮せん索さくをするな。崇すう高こうな、魔術の実験のためだ」

「犯はん罪ざいに関わらされたかもしれないって思うと気が気じゃないから聞いてるんだけどね。商品の輸ゆ送そうは、冒険者の店の仲ちゆう介かいで受けた仕事じゃなかったからさ」

　溜ため息いき混じりの女ドワーフの声に、ジャリッと金きん属ぞくの擦こすれる音が被かぶさった。テーブルの上に、小さな麻あさの袋が投げ置かれている。中身が銀貨であることは、その音から察さつせられた。

「礼金だ。多少色はつけてやったから、ありがたく受け取って、宴えん会かいでもするんだな」

　胸に抱ける程度の大きさの木箱を受け取り、それを脇わきに抱え込むようにすると、魔術師の長衣ローブを着た男は、ガタンと音を立てて席を立った。

「金を数え終わるまで、落ち着いて座っていられないのか？」

「誤ご魔ま化かしたりはせん！」

　小袋の紐ひもを解といて、その中身を確認する若い男の言葉に怒ど鳴なるような声を返し、アルミンという名の魔術師は大おお股またに店を横切っていく。

　小袋の中身は、ざっと視線を走らせただけでも金きん額がく的には十分であったらしく、冒険者たちはお互たがいに目線で合図をしあい、荷物を届とどけた依い頼らい人にんの背中を見送ることにする。

　店を出ようとしていた魔術師の足がふと止まり、視線が微び妙みように小さくなっていた女魔術師たちへと注そそがれた。

「……何だ、お前たちもきていたのか」

　フンとアルミンが鼻を鳴らす。どうやら、今の今まで先客の二人が後輩だったと気付いてなかったらしい。

「ええ、気分転てん換かんに。ちゃんと外出許可をもらいましたから」

　答えるのはパオラだ。シェレアは陰かげに隠かくれるようにして小さくなり、一度会え釈しやくをしただけだった。

「シェレア、写本は進んでるんだろうな。アレは大事な資料なんだ。急いでもらわないと困るぞ」

　自分の都合だけを告げ、男はそのまま、一いち瞥べつもくれずに店を出て行く。二人がいかに、彼の視界内に入っていないのかがよくわかる。

　店の扉とびらが閉しまると、パオラは「イーッ」と歯を剝むき出しにして、男が消えた先を睨にらみつけた。

「……彼は、君たちの知り合いか？」

　パオラの長衣ローブを引っ張るようにして宥なだめていたシェレアの後ろから、ふと若わかい男の声がかかる。冒険者の青年の声だと、振り返らずともわかった。

「そうよ、いけ好かない先輩。あなたたちにとっては、大事な依頼人になるのかもしれないけど」

「まあ、大事……ではあるな。こうやって、口を糊のりすることのできる糧かてを、授さずけてくれる相手だ」

　苦笑混じりに若者は、受け取った小袋を軽く放り投げ、空中で再び受け止める。チャリ、と小さな銀貨の触ふれ合う音が響いた。

　青年は20代前半くらいだろうか。パオラとあまり変わらないように見える。きっちりと鎧を着き込こみ、テーブル席の傍かたわら、いつでも手の届く場所に、両刃剣と盾たてを立てかけていた。赤味を帯びた茶色い髪と、清せい潔けつ感かんのある風ふう貌ぼうは、若い女たちの警けい戒かいを緩めるのに一役買っている。

「何を運んできたの？　研究云うん々ぬんって言ってた気がするけど」
















　パオラが何気なく問い掛ける。

「それは、守しゆ秘ひ義ぎ務む……と、かっこよく言い切りたいところだけど、聞いてなかったかい？　あたしたちも何を運んで来たのかよくわからないっていうのが正直なところなのさ。薬だって聞かされたけれどね」

　幾いく分ぶん年かさの女ドワーフが、からからと笑いながら答えた。胸にマーファの聖せい印いんが揺れている。

「薬……そんなの、あの人、使うような研究だったっけ？」

　パオラがちらりと友人へと視線を向けるが、シェレアは波打つ髪を揺らして、首を横に振るばかりだ。使わない、という仕草ではなく、わからない、という意味だろう。

「いや、実際には何かわからない。正直、本当にあの箱の中身が詰まっていたのかも疑ぎ問もんな重さだったからな」

　若い男が軽い口調で言い、ようやく緊きん張ちようを解いたように、エールのジョッキを手にして、一息に飲のみ干ほした。

「俺たちは、そういった方面に詳くわしくなくてな。不味まずいものを運ばされたんじゃなければいいんだが……何しろ、こっちの方があまりにも寂さびしくて、仕事を選んでいられなかったんだ」

　指先で小さな丸をつくり、少々気まずげに、若者は照れ笑いを浮かべた。

「あの、アルミンって魔術師ソーサラーがどんな奴やつか、聞いてもいいかい？　……えーっと」

　女ドワーフが呼びかけようとして……困ったように口くち籠ごもり、それからカウンターの主人に声を掛けて、エールのジョッキを三つ追加した。

「あたしは、マギ。見てのとおり、マーファの神官さ。こっちが、サノイ。あたしたちの中では、大たい概がいの荒あら事ごとを担当している」

　自分と、同席する若者を順番に紹しよう介かいし、マギと名乗る女ドワーフは温あたたかな笑みを浮かべた。

「わたしは、パオラ・モニーク。こっちが、同じ導どう師しにつく友達の……」

「シェレアです」

　細い声で自分の名前を告げ、目を合わせないようにしながらシェレアは小さく頭を下げた。ちらりと尖とがった耳が髪の間から覗くも、冒険者たちにとっては珍しくもないことなのだろう、それに関しては何も触れなかった。そのことが、わずかにシェレアの人見知りな態度を軟なん化かさせる。

「さっき、君たちが店に入るときにぶつかった男がいただろう？　あいつも仲間だ」

「じゃあ、三人で、冒険者やってるの？　大変じゃない？」

　少々興味をもったパオラが、目を丸くする。お互いに離れた席では声が聞き取りにくかったため、ごく自然と、スープ皿と料理の皿を抱えて移い動どうすることになる。

　シェレアは困った表情をしていたが、パオラがとっとと二人分のスープ皿を運んでいってしまったので、その後についていかざるを得なくなってしまった。

　二人分の料理皿を手にして、半分途と方ほうにくれていると、それに気付いたサノイが身軽に立ち上がり、皿の一つを受け取って、別のテーブルから新しい椅い子すを移動させ、どうぞ、と仕草で示す。

　そこまでされては拒こばむこともできず、ハーフエルフもテーブルへと同席することにした。

「少し前までは、もう一人、エルフの精霊使いシヤーマンがいたのさ。でも、ちょっと事じ情じようがあって、故こ郷きように帰っちまった」

　目下仲間募ぼ集しゆう中だよ、とマギがからからと笑う。

「それで、さっきのアルミンさんってのは、どういう奴なんだ？　君たちの主観で構かまわないから、話してくれると色々と安心するんだが」

　シェレアを招まねいて落ち着かせた後、自分の席へと再び腰を下ろしながら、サノイが改めて尋ねる。

「むしろ、心配になるかもよ？」

　パオラがくすりと悪戯いたずらげに笑った。

「わたしたちと同じ、クレメンテ導どう師しに師事してる、先輩。そりゃ、腕うではいいかもしんないけど、性せい格かく悪いし、礼れい儀ぎ知らずだし、導師だって持て余あまし気ぎ味み。素そ行こうとかあまりよくないし、あの尊そん大だいな性格のせいで、実力はかなりのものなのに、導師として推すい薦せんされないの。おかげで焦あせってるみたい。研究のほうで、何かしら成果を収おさめて認みとめさせようと、躍やつ起きになってる」

　ずばずばとした遠えん慮りよのないパオラの人物評に、冒険者たちのほうが鼻はな白じろむ。

「そ、それは……難なん儀ぎだね」

「そうよ。あなたたちが運んできた品物も、正直、あいつの成功に繫つながるようなものだったとしたら、余計なことをしてくれたって気分」

　冗じよう談だんめかして笑うパオラの言葉には、少しばかり本気の成分が含ふくまれていた。

「……怖こわい世界だ」

　ぞっとしない表情で、サノイが呟く。

「あ、言っておくけど、これは、あの男が気に入らないからよ？　別に、わたしは他の人の研究成果を妬ねたむようなことはしてない……と、思う」

　慌てたようにパオラが言葉を付け足した。

　本当か？　と悪戯めかした視線でシェレアへと問い掛けるサノイに、気の弱い友人はかくかくとぎこちなく首を縦たてに振っている。

「シェレア、その表情は……まるで、わたしがあなたを脅おどかして、そう答えさせているようじゃない」

「……あれ？」

　情けなさそうにパオラが肩を落とす様子に、シェレアが少々焦ったような表情を浮かべ、付け加えるように言葉を綴つづる。

「あ、パオラは、人も食べ物も、好き嫌い激はげしいだけで……今のところ、口で言うだけで、実際に嫌いやがらせをしたりはしないから」

　スープの中に浮かぶ香こう草そうを匙さじで器用により分けていたパオラが「それはフォローじゃない」とぼそりと漏もらした。

　仲のいい女魔術師たちの様子に、冒険者たちは弾はじけるような笑い声を立てている。







　魔術師ギルド、別名・賢けん者じやの学院の夜は、街よりも早く訪れ……そして、長い時間を支配するという。

　実際に講座が終わる時間は夕ゆう暮ぐれであっても、あとは個人の自習や課題、または研究の時間に当てられるため、自然と就しゆう寝しん時間が遅おそくなるのである。この夜の時間をいかに使うかで、所属する魔術師ソーサラーや賢者たちの実力にも隔へだたりが生じていく。

　シェレアとの外出を終え戻ってきた後、パオラは夜の時間を、使い魔を呼び出す儀ぎ式しきの準備に割わり当てていた。

　儀式の当日には丸半日の間、不休で呪じゆ文もんの詠えい唱しようを続けなければならないのだ。

　ただでさえ体力のないパオラとしては、なるべくベストの状じよう態たいで挑いどみたい。

　生なま欠伸あくびをしながら自分の寮の部屋へと戻る道すがら、ふと、個人の研究室に割り当てられた部屋の窓に明かりが灯ともっていることに気付いて、足を止める。コツリ、コツリと硬い廊下に響く足音が途と切ぎれた。

　まだパオラ自身は、研究室を持たせてもらうには至いたっていない。

　けれど、使い魔の召しよう喚かん儀式を成功させれば、古代の魔術書が授じゆ与よされ、独自の研究を許ゆるされるようになるはずであった。

　夜の中に、ぽつんと灯る光の場所は、先輩であるアルミンの研究室だ。何故なぜだか、その距きよ離りを夜の中に、ひどく遠く感じてしまう。彼の性格に対する評価は最低だったが、実力に隔たりがあるのは事実だ。

　ふと、昼間に会った冒険者たちの話を思い出した。

　──まずいものを運ばせられたんじゃなければいいけどな。

　サノイの苦く笑しようが脳のう裡りを過よぎる。正直、ちょっといいな、と思ったのは秘ひ密みつ。魔ま術じゆつ師しギルドで長く過ごすパオラは、鎧に身を包む青年を逞たくましく、頼りがいのあるものに感じていた。

　使い魔を召喚してれば、あの窓から中を覗のぞけたんだけれど……。

　召喚する動物は鴉からすと決めている。知識神・ラーダの象しよう徴ちようだ。

　とはいえ、ちょっとこの月明かりじゃ飛んでくれないか。

　空を照てらすのは、半分よりも太った月と、星明かりのみ。あとは濃のう紺こんの夜の大気に満たされている。

　心の中で、好こう奇き心しんがもぞもぞと動き出したのを感じていた。

　魔術師ギルドに申しん請せいして手に入れた道具ではなく、冒険者に依い頼らいして運ばせた研究用の薬。

　一体何に使うものなのか。

　一度知りたいと思えば、その心の動きを止めるのは難しい。

　気がつけばパオラは、アルミンの研究室へと足を向けることとなっていた。

　研究室の並ならぶ棟とうの廊ろう下かは薄うす暗ぐらく、そして静せい寂じやくに満たされている。

　壁の厚さが関係しているのだろう。危険な魔法を扱う実験室ほどではないが、ある程度防ぼう御ぎよの呪文が壁全体に施ほどこされているに違いなかった。

　壁の所々に、精せい緻ちな像が置かれ、それらは恭うやうやしく燭しよく台だいを捧ささげ持っている。

　この場所は火気厳げん禁きんではないせいで、パオラが通り過ぎるたびにゆらりと蠟ろう燭そくに灯るオレンジ色の炎が揺らめき、周囲の陰いん影えいを大きく不気味に動かす。

　そのたびに立ち止まり、パオラは自分の跳はねる鼓こ動どうを抑えようと努力しなければならなかった。

　いくつかの扉を通り過ぎ、目当ての研究室の扉の前に辿たどり着く。

　実力だけならば導師レベルのアルミンは、すでに個人の研究室を与えられていた。嫉しつ妬とというよりも、羨せん望ぼうの感情で、パオラは部屋の主あるじの名前の綴られたプレートを眺ながめる。

　……一応、後輩なんだもの。何か、質問をしにきても、問題ないわよね。

　無理矢理理由を頭の中から捻ひねりだし、自分を納なつ得とくさせる。

　そうよ、アルミンは、使い魔を鴉にしてるんだもの。同じっていうのが悔くやしいけれど。何らかの助言を請こいに来ても、おかしくない……はず。

　何度か、質しつ問もん事じ項こうを心の中で繰くり返かえす。

『こんなこともわからんのか、低てい能のう』

　シミュレーションの途中で、いきなり憎にくたらしい声でそう言われ、想そう像ぞうの中で張はり倒たおしてしまったが、実際には無理だろう。だからこそ、余計に腹が立つ。

　意を決し、分厚い扉を自分の魔術師の杖メイジ・スタッフの先でノックした。

　静かな廊下に、硬く重い音が響く。

「アルミン、先輩？」

　明かりが点ついているはずなのに、と首を捻ひねりながら、パオラは何気なく扉を押した。

　案の定〝ロック〟が掛かっているのか、扉はびくともしない。

「〝偉い大だいなるマナよ、我に道を開けよ〟」

　冗談半分で唱となえた〝開錠アンロツク〟に手ごたえを感じる。

「……うそ」

　自分で唱えておいて「噓うそ」はなかろうが、それでも確かに、魔法は効こう果かを及およぼした。軽い力で、扉はゆっくりと内側へと押し開かれていく。

　もし、これで本人が中で眠ってたりしていれば、単なる夜よ這ばいだろうと、パオラは肩を落とす。そう勘かん違ちがいされるのは、屈くつ辱じよくの極きわみだった。泥どろ棒ぼうと間違われるのは仕方がない、半分近いものがあるのだから。

　やめておけと、理性は声をかける。

　けれど、好奇心の前に理性はあっさりと膝ひざを屈くつした。憧あこがれの研究室である。

「わ……」

　ごくりと、自分の喉のどが動く。渇かわいていて、飲みこむものなど湧わいていなかったが。

　さすがに腐くさっても導師級の魔術師ソーサラーの研究室だった。高く積まれた資料と、山のような羊よう皮ひ紙しの束たばが散ちらかっている。何に使われているのかわからない機材も山のように置いてある。パオラ程度ではすぐに読めない魔術書に、資料、書付。その中には、シェレアの文字によるものも混じっていた。

　手間をかけて荷物を運んできた冒険者に、礼の一つも言えない礼儀知らずであっても、その能力と性格は別なのだと、しみじみと感じる。

　どんな研究をしているのかは知らない。

　けれど、こうして地道に積み重ねられた成果が、アレクラストを巡めぐり、各国の魔ま術じゆつ師しギルドへともたらされる。

　魔術師ギルドは人の努力の積み重ねそのものの象徴なのだ。羊皮紙の一いつ片ぺんに、書物の重みに、重ねられた思考と労力がしみこんでいる。

　その、研究成果をまた糧かてとして、魔術師や賢者たちは新しい思し考こうを巡らせる。

　……すごい。

　個人の研究室を通して、ラムリアース魔術師ギルドの図書室にうずたかく積み上げられた本の多さを今いま更さらながらに思い出し、眩暈めまいにも似た高こう揚ようが心を包つつみこむ。

「わたしも、いつか……」

　その、重ねられた歴史の一いつ片ぺんになりたい。

　いつか自分の研究を起点として、若い賢者たちが新しい思考を、想像を巡らせてくれるようになれば、どんなに素す晴ばらしいだろう。それは、人の家か系けい図ずのようなものだ。研究の積み重ねは、魔術師や賢者たちの知識の系けい譜ふとなる。

　パオラの中にはっきりとした目もく標ひようが芽生え始めていた。

　欲よく望ぼう、と表現してもいいかもしれない。

　ガチャ……。

　思考の巡りを途切れさせたのは、部屋の片かた隅すみの物音だった。

　一瞬アルミンかと思い、身を竦ませる。

　音おん源げんは、研究室隅の、大きな白い布の掛かった四角形の奥からだった。

　唸うなり声のようなものが、聞こえる。

「だ、誰だれかいるの？」

　掠かすれた誰すい何かの言葉が綴られた。

「……ダ、レ……」

　再び聞こえたのは人の言葉だ。パオラは幾いく分ぶん警けい戒かいしつつ、四角形の近くへとにじり寄っていく。

　周囲を見回し、そっと白い布の端はしを捲まくり上げる。

「……タス、ケ……」

　パオラは言葉を失った。

　白い布の奥は、四角い頑がん丈じような檻おりになっており、その中に、男が一人横たわっていたのだ。

　顔は赤く上気し、全身を小こ刻きざみに震ふるわせている。

　首くび筋すじに小さなナイフでつけられたような傷きずの痕あとがあり、そこが形が変わるほどに赤く腫はれ上がっていた。

「ねえ、あなた大だい丈じよう夫ぶ？　一体どうしたの？」

　男の様子が尋じん常じようでないことは、見てわかった。高熱を発しているのだろう。檻の床ゆかには敷しき物もの一つなく、右足が鎖くさりに繫がれている。

「タス……」

　ガクガクと小刻みに震えながら、男は覗き込むパオラへと、手を伸ばした。目は充じゆう血けつし、怯おびえきっている。身体からだを拭ふくこともできなかったのだろう、わずかに汗あせの臭においとすえたような身体の臭いが鼻についた。

　そっと慎しん重ちように触れてみた手は、酷ひどい熱あつさだ。

　ふと、アルミンが薬を使っているかもしれないという情じよう報ほうを思い出す。

　もしかしたら、何か強力な伝でん染せん病びようなのかもしれない。

　その考えをパオラは首を振り、否ひ定ていした。

　だとしても、この扱いは酷すぎる。病気の研究をするにしても、寝しん台だいへと横たえ、不安を取り去る努力をするべきではないか？

　それに、こういった病を研究するならば、神しん殿でんの許きよ可かを得て、神殿で行うべきだ。

　万が一、具合が悪化すれば魔術師ギルドでは手の施ほどこしようがなくなる可能性だってある。

「待っていて、今すぐに人を呼んで……」

　立ち上がろうとした時、ふと背はい後ごに人の気配を感じた。

「……え？」

「〝眠りをもたらす、安やすらかなる雲よ……〟」

　眠りの呪文を唱える声には、聞き覚えがあった。

　アルミン……。

　歯は軋ぎしりのような声が掠れて響き、ごとりと、パオラの身体は音を立てて、床に崩くずれ落ちる。

　檻の中の、助けを請こう怯えた瞳が、脳のう裡りに残された最後の記き憶おくだった。







　一般に向けてはすでに閉へい館かんとなった図書室にある自習室。

　そこにはハーフエルフの姿が一つ残っていた。

　自分の手の中にある写本用の書物を、ぱらぱらと捲る。《獣人化現象における生態考察》何度となく、そのタイトルは目にしていたが、あたらめて、それについて考えたのは初めてだったかもしれない。

　先ほどから手は止まったままだった。

　機械的に文字を羊皮紙に写し取っていたペンはすでにインクも乾いたまま、机の上に転がっている。

　本の背せ表びよう紙しには、ギルド外部への持ち出しを禁きんじる印が入っている。

「……ギルド内で読むなら……問題ないのに。写本を作ろうとしてるってことは、長く借りておかなければいけないか、どこかに持ち出すつもりか……」

　ぼんやりとした思考が唇くちびるから漏れる。

　最小限の明かりに落とされた自習室では、今はシェレア自身が唱えた〝光〟の呪文だけが頼りだ。

　以前にも、何冊かの写本を依い頼らいされた。

　機械的にそれを写し……提出してきた。

　それらの書物に、どんな意味があるのか。

　考えても、わからない。

「……もう、休もう」

　小さく呟つぶやいて、立ち上がる。

　コトンと椅子を引く音が自習室に大きく響いた。〝光〟の呪文は放っておいても時間が経たてば消える。

　そのまま、図書室を横切り、受付のカウンターに退出の手続きを取ろうとして……その動きが止まった。

　カウンターの近くには、小さな窓が一つ開いている。

　そこからの風は、若葉のツンとした香りとともに、春の祭りの近さに賑にぎわうライナスの街まち並なみのざわめきを運んできていた。

　しかし、シェレアが気にしたのは、そのことではなかった。

　アルミンが正門を潜くぐり、外出していく様子が目に入ったのだ。それも、一人ではない。背中に誰か背せ負おっている。

　正門の明かりに照らされた姿は、少し華きや奢しやで、フードから黒い髪かみが溢あふれて見えた。

「……パオラ？」

　姉のように慕したい、また相手も自分を妹のように気にかけてくれる、大切な親友だ。見み間ま違ちがうはずがない。

　それでも。

　一いつ瞬しゆんシェレアは対たい応おうに迷まよう。

　パオラが、何故なぜアルミンとともにいるのか。

　彼女はアルミンの背中で、気を失っているように見えた。

　彼を毛虫の次に嫌きらっているはずの彼女が、どんな理由があれその背中にいるのは、間違っている。

　では、どうすればいい？

　クレメンテ導どう師しに相談する？

　ダメだ。

　導師は今、不ふ在ざいのはずだ。

　だから、本来ならば講義に入る時間を、自習室での写本の時間に当てることができたのだから。

　こんな状況を。自分にとっての非ひ常じよう事じ態たいを、今まで経けい験けんしたことがなかった。

　本では、どう動くべきかなど、教えてはくれない。




　──経験の伴ともなわない知識は、実にならないわ。今はとにかく、色んなことを経験しておくべきよ──




　昼間に聞いたパオラの言葉が、じわりと焦あせりと緊きん張ちようと共に、心に沁しみこんでくる。

　しかし、ここでただ狼ろう狽ばいしていても仕方がないということだけは、シェレアにも理解が出来た。けれど、行動の方法が頭に浮かばない。

　気がつけば、ハーフエルフは、すべての書物を放り出して駆かけ出していた。







「お願いします。パオラが……アルミン先輩と一いつ緒しよに、消えてしまったんです」

　目に涙なみだを溜ためながら、シェレアは深々と頭を下げた。初めて踏み込んだ、冒ぼう険けん者しやの宿の一室でのことだった。

　あとから考えれば、実に短たん絡らく的てきなことだと思う。

　シェレアは結局『実際に様々な経験を積んでいる人たち』に助けを求めたに過ぎないのだから。

　サノイとマギ。

　二人の冒険者が泊とまっている宿は、昼間のうちに聞いていた。

　滲にじんだ涙は、友人への心配が半分と、自分の情なさけなさが原げん因いんだった。

　魔ま術じゆつ師しギルド正門での、外出手続きにひどく手て間ま取どってしまった。今まで、書類の書き方も門番とのやりとりも、全て間近でパオラが助けてくれたのだから。

　それでも、その手間取っている間に、彼女のことを覚えていた門番から、アルミンに背負われていたパオラのことを聞き出すことができた。

『ちょっと、薬草を扱あつかっていたら彼女が気分を悪くしてね。毒どく性せいがあるかもしれないから。ラーダ神しん殿でんで見てもらってくるよ』

　そう残されたという証しよう言げんを真に受けて、シェレアは本当に一度ラーダ神殿へと駆け出し、そして失望を味わってきたのである。

　もちろん、ラーダ神殿にはパオラが運ばれてきた事実などなかった。

　さすがに冒険者たちも、宿で寛くつろぐ時には軽けい装そうである。サノイは、眉み間けんに皺しわを寄せて、傍らの背の高い男へと視し線せんを移うつした。

　店では同席しなかったが、パオラにぶつかった男だ。一言も言葉を発していないが、不機嫌そうな表情はない。

　彼が自分から発言しない様子に、サノイは溜ため息いきをつき、自分から口火を切る。

「こいつは、〝サイレンス〟……一応盗賊シーフだ。アルミンさんと顔を合わせる前に、ちょっと色々と調べておいてもらおうと思ってな、盗賊ギルドへと向かわせていた」

　しゃくりあげながら、シェレアは〝静寂〟と紹介された男と、サノイを見み比くらべ、曖あい昧まいに頷うなずいた。マギが心配そうに、階下から熱い茶を運んできて、彼女の前へと置いてくれる。

「仕事は仕事として割り切るべきだと思ったが、キナ臭くさかったから、色々と調べてもらった。そしたら、埃ほこりが出るわ出るわ」

「……え？」

　サノイはやや芝しば居いがかった仕草で両手を広げた。

「品物は、ロマールの闇やみ市いちから運んだものだ。そこから俺たちに届けを頼まれたんだが、内容に付いて詮せん索さくするなって注意されたことからも、まあ、あんまりまともな品じゃないと思う。貧びん乏ぼうしてるおかげで、依頼料は足元見られて値ね切ぎられたけどな。ラムリアースに運んだ後、それが禁きん制せいの品だったりすることが発覚すると、俺たちの腕が後ろに回ることになるかもしれない。念には念を入れておきたかったんだよ」

「アルミンってのは、アンタたちが言ってた通り、あんまり評ひよう判ばんのいい男じゃないみたいだね。盗賊ギルドの人間とも繫つながりを持っていてね、あまり尻尾しつぽを摑つかませなかったんだよ」

　そうだね？　と確認するように、マギがサイレンスへと視線を向ける。男は静かに一度だけ頷いた。

「何人か、この祭りに紛まぎれて行方ゆくえ不明の人間が出てるって、知ってるか？」

　シェレアは蜂はち蜜みつ色の髪を揺らして、首を横に振る。

「街では、結構評判なんだけどな」

　サノイの苦笑に、顔から火が出るような心地ここちだった。シェレアはほとんど街に出ない、魔術師ギルドに籠こもりっぱなしだったのだ。

「その行方不明者の何人かとね、最後に接せつ触しよくを持っていたのが、アルミンと……その友人さね」

　シェレアは何度か瞬まばたきを繰くり返す。言葉の意味が繫がるのには、少しばかりの時間が必要だった。

　サノイが苦笑しつつ、マギを窺うかがい、声を潜ひそめて白はく状じようする。

「まあ、正直、品物をあの御ご仁じんに渡して、こっちがライナスを出るまで、変な通つう報ほうをされなければいいかと思っていたんだ。もし、万が一、変な薬の運び屋として売られるようなことがあれば、この情報を楯たてに報ほう復ふくしてやろうかと思ってたんだが」

「……そんなことを考えてたのかい！」

　マーファの神官戦士であるマギが、呆あきれたように声のトーンを跳ね上げた。

「いや、まあ……保ほ険けんだ、保険」

　赤味がかった茶色の髪を搔かきまわしながら、サノイは気まずそうに苦笑を浮かべた。その情報を持ってきたのだろう、当のサイレンス本人はそっぽを向いて、自分の武ぶ器きの手入れを始めている。

「……一応、アルミンさんの仲間のヤサも調べてあるんだが。どうする？　様子を見に行くか？」

　サノイの言葉の後半は、マギとサイレンスへと向けてだった。

「お願いします」

　しゃくりあげながら、シェレアは再び深く頭を下げた。

「何ともなければ、いいんです。でも、そうは思えなくて……冒険者さんに、依頼する時にはお金が必要っていうのは、いくらわたしでも知ってます。わたし、どんなことをしても、お金をつくりますから……大事な友達なんです」

　思いつめた色を映うつす緑の瞳ひとみが、サノイへと向けられる。

「わたし、夜の時間はまだ自由になります。値ね段だんを、釣つり上げる交こう渉しようは苦手ですけど、でも……わたし、がんばりますから。何でも、しますから」

　ぎゅっと自分の長衣ローブを揉もみ絞しぼるように握りしめ、シェレアはまっすぐに冒険者たちを見み据すえる。

「おいおい」

　サノイが切せつ羽ぱ詰つまったような彼女の肩へと、宥なだめるように手を触ふれさせた。

「何を言ってるんだ。折角の美人なんだから、自分の身体からだは大事にしないと……」

「……別の導師から、写本の作業でお金がもらえることもあります、薬を煎せんじるお手伝いで、少しはお駄だ賃ちんを稼かせぐこともできるんです。徹てつ夜やの作業は、慣れていますし……」

「……」

「あの……？」

　サノイの言葉に被かぶさるように発せられたシェレアの言葉。ゴホゴホとマギとサノイは同時に、気まずさを誤ご魔ま化かす咳払いをする。その二人の様子に、ハーフエルフはきょとんとしていた。

「……その、何だね。若いお嬢じようさんが、そういう発言を簡単にするもんじゃないよ。早とちりな阿あ呆ほうが余計な想像を働かせることもあるからね」

　マギが、少しばかり情けなさそうな表情で、シェレアの背中を軽く叩く。

　その背後で、二人に向けてサイレンスが意味ありげににやつき、サノイに思い切り足を踏ふまれていた。







　運び込まれた場所がどこかはわからなかったが、魔ま術じゆつ師しギルド内でないことだけは確実だと、パオラはぼんやりと天てん井じようを見ながら考えていた。灰色の瞳に映る天井の形にはまったく見覚えがない。

　何処どこかの別べつ宅たくなのだろうか、視線を左右へと向ければ窓がある。すっかりと、濃のう紺こんに満たされており、景け色しきは見えなかったが。

　周囲には、呼吸荒く、傷きず口ぐちを赤く腫はれあがらせた男女が三人ほど。二人が発熱しているようだったが、一人は幾分落ち着いているように見える。全員が檻おりと鎖くさりに繫がれている光景が異い様ようだった。

　そう思えば、檻に入れられていない自分は破は格かくの待たい遇ぐうなのかもしれない。

　もっとも、その分しっかりと鎖で足首を固定されて部屋の隅すみのソファに転ころがされており、身動きはままならなかったが。

「遅おそかったな、ようやく目が覚めたか」

　パオラにとっては最も聞きたくない、耳みみ障ざわりな声がかけられる。

　永えい遠えんに眠ねむっていたいと一瞬思ったが、本当にそうされてしまいそうな恐きよう怖ふ感かんが先に立ち、言葉には出来ない。

「アルミン先輩、一体、あなたは何の研究してるんですか、あの檻の人は……」

「ん？　ああ、あれはライカンスロープだ」

　どうやら、今しがた部屋へと入ってきたところなのだろう。見覚えのある木箱を傍かたわらのチェストに置きながら、アルミンはさらりと答えた。

「……え」

　あまりにも悪びれることのない、あっさりとした答えに、パオラの頭の中が一瞬真っ白になる。

　ライカンスロープとは、人から獣けものの姿に変わる能のう力りよくを持った怪かい物ぶつのことであり、その怪物へと変へん化かさせられる、恐るべき伝でん染せん病びようのことだ。狼おおかみに変わればワー・ウルフ、虎とらに変化するならワー・タイガーと呼ばれる。獣の姿の時には、知性的な行動はとれず、本能の赴おもむくままに殺さつ戮りくに走るというその病は、ライカンスロープに傷を負わされることで、伝染するのである。

「俺の研究は、幻げん獣じゆうや妖よう魔まを、いかに思い通りに操あやつるかだからな。もともとの幻獣よりも、人間に近いところにあるライカンスロープから始めるのは、道理だろう？」

「だからって……まさか、まさか、あなた、普ふ通つうの人間をライカンスロープに!?」

　寝かされていたソファから身体を跳ね上げようとしたが、身体は不自然にもがいただけに終わった。アルミンはパオラを見もしない。

「ああ、そうだ。素のライカンスロープを何体も手に入れるのは至し難なんの業わざだからな。なんと、病の効力を持続したままの、ワー・ウルフの腕を手に入れたんだ。それを使って、な」

　ちょっとな、などと付け加えているアルミンの様子に、悪いことをしたという罪ざい悪あく感かんはないようだった。

　ぞっと、パオラの背中に冷たいものが伝い落ちる。

「い、一体ナニを考えてるんですか！　魔術師ギルドの実験に、何の関係もない人を巻まき込こむなんて！」

　ソファに転んでいる状態では迫はく力りよくも何もない、それでも叫さけばずにはいられなかった。

　研究室の大量の写本や、研究成果を纏まとめた羊皮紙を思い出す。あれを見たとき、自分は確かに感動したのだ。

　積み重ねられていく、知識。

　それは、魔術師ソーサラーたちの積み重ねられた誇ほこり高い歴史だと。

「……ああ、そうさ。だから、早く結果を出さないとなあ。まったく、一番手っ取り早い方法を取るだけで、何故なぜこうも面めん倒どうな思いをしないといけないんだ。どうせ、成果が出れば褒ほめ称たたえるというのにな」

　ふぅ、とアルミンは深い溜息をついた。パオラの叫びはその面つらの皮に、皹ひび一つ入れていない。

「……な」

「えーと、合言葉は何だったかな。先に、手紙で寄よ越こされていたんだが……うん、思い出した」

　アルミンは木箱に触れながら、上機嫌だ。中身は酷く軽いものらしく、くるくると人指し指の上で回している。

「パオラ、お前クレメンテ導師に言いつける気だろう？」

「当たり前でしょう！」

　言わない。だから放して欲しいと懇こん願がんしたかったが、魔術師としてのプライドが競せり勝った。

「……もうちょっと時間があれば、導師の不在中、祭りの騒ぎに紛まぎれて、研究室の最後のあいつをこっちに移うつせたのにな。タイミング悪すぎるぞ、お前」

　実に残念そうに、アルミンは首を振る。灰色の髪と、やや曲がった鼻。まるで、物語に出てくる『悪い魔法使い』のようだった。

「まあ、いいか。ジャギーに頼んで人を連れてきてもらうのも、そろそろ足がつきそうだったんだ」

「ジャギー……？」

　その名前は聞いたことがあった。アルミンと同期の魔術師のはずだ。しかし、最近はとんとギルドで姿を見た覚えはなかった。

　アルミンはつかつかと足音高くパオラに近づいてきて、彼女のソファのすぐ近くに、木箱を置いた。

　蓋ふたの部分を垂すい直ちよくに立てるように、箱自体を、横へ向けて。

「……？」

「人間から変わるモンスターが、ライカンスロープの他にもあるんだか、パオラ、お前知ってるか？」

　問題を投げかけられれば、頭の中に答えを必死で検けん索さくしてしまうのは、精せい神しん的てき逃とう避ひか、それともギルドの厳きびしい講こう義ぎを受けてきた反動だっただろうか。

　パオラに浮かんだ答えは、一つきりだった。

「……朱頭病レツドキヤツプ……？」

「間違いじゃないが、それじゃ《優ゆう》の評価はやれないな。レッドキャップは伝染性が高すぎて、扱いにくいんだぞ」

　やれやれと言うよう、アルミンは肩を竦すくめた。まさしく出来の悪い後輩に対する態度だった。

「ファンガスだ。あれは胞ほう子しを吸すうことで、感かん染せんする。さて」

　こつん、とアルミンは足元に置いた箱を蹴け飛とばした。蓋が揺らぐ様子はない。

「この箱に入っているのは、何だと思う？」

「……な！」

　先ほど冷たいものが伝ったパオラの背せ筋すじは、今度こそ、嫌な予感に凍いてついた。

「お前がワー・ウルフになると、人間でいる時にはうるさそうだしなあ」

「あ、あなたは……」

　自分が、ファンガスに変えられようとしているのだと、理解した。ファンガスとは、全身が有毒なきのこに包まれた怪物の一種だ。人から発生するが、知性も理性も、欠片かけらほども残っていない。自分の身がきのこに覆おおわれ、おぞましい怪物に変えられることを想像し身み震ぶるいする。

　しかし、絶ぜつ望ぼうよりも、パオラは情けなさに目の前が眩くらんだ。アルミンの、魔術師としてもモラルの低さに。

　鎖は錠じよう前まえで固定され、身動き一つ出来ない。それでも、言葉は激げき情じようとともに、自然に唇から溢あふれ出した。

「貴方あなたは、何故、魔術師が恐れられているのか、その歴史を忘れたのか！　その偏へん見けんを取り払うべく、魔術師ギルドを設せつ立りつした偉い大だいなるマナ・ライ師の努力を無むにする気か！」

　頭の中が沸ふつ騰とうするような気がした。

「地ち域いきに根ざして、人のための研究を続ける魔術師や賢者たちの積み重ねを無にする気なのか！」

「ちゃんと、俺だって人のためになることをしようとしているじゃないか、パオラ。ライカンスロープやファンガスの研究を事細かにした後、次は妖魔に取り掛かる。順番通りだろう？　何で人間は、人間から発生するライカンスロープやファンガスよりも弱い？　どうすれば、そのプラスされる力を身につけることができる？　重要な命題だとは思わないか？　この研究が成功すれば、人間が妖魔を恐おそれる必要などなくなるんだ」

　同じ部屋の、何人かが檻の中から二人のやりとりをじっと見つめていた。その瞳の色合いに、パオラは胸むねが締しめ付けられるような気がした。

「良心の伴わない知識は、魂たましいを腐くさらせる！　わからないの、アルミン！」

「わかっていないのは、お前のほうだぞパオラ……〝新たなる地平よ、拓ひらけよ〟」

　やれやれと肩を竦め、アルミンは広い部屋の反対側の端へと移動しながら、ぼそりと言葉を綴つづった。

　かたん。

　横向けに置かれていた箱の蓋が、音を立てて開いた。〝強化施錠ハード・ロツク〟で閉じられていたのだろう。

「い……いやぁああ!!」

　その瞬間、黄色い煙が噴ふん出しゆつし、パオラの視界を奪うばう。目には染しみない。匂においもない。けれど、その煙けむりは間違いなく、パオラの人間性を奪うファンガスの胞ほう子しだった。

　部屋の一角が黄色い煙に満たされる。

「さて、これで一週間か……本当はあと何人か、欲ほしかったんだが。まあ、パオラが完全にファンガス化してから、胞子を採さい取しゆするか」

　部屋の反対側の隅からは、両手をこすり合わせ、わくわくとした表情のアルミンがその様子を見ている。まるで、お菓か子しが焼やきあがるのを待つ子こ供どものように。

　黄色い煙の中、ふいに扉が破は壊かいされる音が響いた。

「何？」

「パオラ、パオラ……！」

　黄色い煙の中、咳せきこみながら高い声が響いた。聞いたことがある声だと、アルミンは首を捻ひねる。

　ああ、そうだ。

　ぽん、と節ふしくれだった手を打ち合わせた。

　シェレア・ラチェタとかいう、ハーフエルフの娘の声だ。そう言えば、パオラと仲がよかった。この様子なら、胞子を吸いこんでいるだろう。パオラ一人だと、胞子の効力に耐たえてしまう可能性もゼロではなかったし、サンプルが増えるのはありがたい。

　そんな楽らつ観かん的てきなアルミンの思考は長く続かなかった。

　黄色い靄もやを切り払うようにして、躍おどりこんできたのは、シェレアだけではない。

　背せの高い男と、武ぶ装そうした若者が同時に部屋へと飛びこんできたのである。

「な、何だお前たちは！」

「……胞子の運うん搬ぱん屋やだ」

　苦々しい表情で答えたのは、赤っぽい茶色の髪をした若者だった。すでに、両刃剣を抜ぬき払はらっている。

　確たしかに、見覚えがあった。

「金なら払っただろう、足りんかったというのか！」

「口止め料を貰もらうのを忘わすれた」

　本気ではないだろうが、サノイは憮ぶ然ぜんとして答える。

　黄色い靄が晴れ始め、ソファに屈かがみこんだシェレアが鎖につけた錠前に〝開錠アン・ロツク〟を唱え、必死で鎖を解いている光景が目に入った。

　銀色の小シヨート剣ソードを構えた背の高い軽装の男は、少し痛そうに、情けなさそうに、くっきりと歯は形がたのついた掌てのひらへと、視線を落としていた。

「後で、治してやるよ、サイレンス」

　苦笑混じりに、最後に部屋に入ってきたのは、女ドワーフのマギだった。

　扉の外で中の様子を窺っている時に、飛びこんでいこうとするシェレアを押さえつけ、散さん々ざんに嚙かみ付かれたらしい。思わぬ場所で発はつ揮きされた気の強さに、マギとしても笑うしかない。

　人じん為い的てきにファンガスにされる恐怖を味わったパオラは余よ程ほど怖こわかったのだろう、凜りんとした雰ふん囲い気きも今は崩くずれ、身も世もなく泣きじゃくり、ハーフエルフの友人に縋すがりついていた。

「シェレア、シェレア……シェレアぁあ」

「ごめんね、パオラ。ごめん……わたしが、もっと頼まれた写本の意味を、深く考えていれば……」

　しっかりと抱き合い、娘たちが無事を確かめ合う。

　アルミンは思わぬ成り行きに、一瞬反はん応のうに躊ちゆう躇ちよした。その隙すきを逃のがさず、名前に相応ふさわしい静かな動きでサイレンスが距きよ離りを詰め、銀の小剣を振るう。

「う、うわわわ……！」

　魔法の才能があっても、アルミンは肉体的には素人しろうとだ。その鋭い太刀たち筋すじから逃れることは出来ず、浅い傷が走る。

「これだけ接近すれば、物ぶつ騒そうな魔法は撃うてないだろう」

　続いてサノイが両刃剣を走らせた。ざくりと肉にく断たつ音が響き、パオラと抱きあっていたシェレアは身を強こわ張ばらせる。

　導師級とはいえ、まったく身体を鍛きたえていないアルミンは、サイレンスとサノイの剣の前に袋ふくろの鼠ねずみだった。

　相打つ覚かく悟ごで〝吹雪ブリザード〟を撃ちこめば逆転の可能性はある。しかし、それは自分の研究成果であり課題でもあるライカンスロープや、ファンガスの胞子を植え付けた者を巻きこむことになる。それに躊躇を覚えるほどには、アルミンは研究者だった。

　しかし、窮きゆう鼠そは猫ねこを嚙む。

「き、〝牙きばと咆ほう哮こうよ〟、〝瞳と牙よ〟」

　追い詰められながらも、アルミンは互いに最も近い檻の合言葉を唱えた。

　一人はまだ高熱にうなされ、ライカンスロープとしては不完全だった。しかし。

「ウオオオオオォォォ!!」

　檻の一つから飛び出してきたのは、灰色の毛並みの獣だった。

　鉤かぎ形がたに曲がった指で、煩わずらわしそうに服を引き裂き、剣を構える冒険者たちを金色の目でギロリと睨にらみすえる。

「お前を、そんな風にしたのは、あっちの男だぞ」

「そんなことを言っても無理！　ワー・ウルフがその形になったら、理性がなくなるから！」

　悲鳴のような忠告の声を上げたのはパオラだ。

「……ここまで、進行したら、もうワー・ウルフから人間へは戻れないのに……」

　無力感に、がくりと膝ひざをつく。自分を映うつす、怯えた瞳が思い出された。彼らは明らかに、助けを求めていた、それなのに、自分には何もできない。

「下がっていて、パオラ」

　しっかりとパオラを抱きしめ、支えようとしていたハーフエルフが、そっと声をかけ、長なが椅い子すへと座すわらせようとする。ゆっくりと手を離はなし、軽く肩に触れてから背を向けて、立ちはだかる。まるで、護まもるように。

「……シェレア」

「〝マナの楯たてよ、護って〟」

　まだややたどたどしい詠唱のシェレアが杖をかざし、パオラを庇かばいながら〝魔法の楯プロテクシヨン〟をサノイとサイレンスへと唱えた。

「少しでも傷が入ったら、同じようになっちゃう可能性が、あるから……」

　淡い光の楯に包まれる二人が、感かん謝しやの視線を一瞬だけシェレアへと投げた。

　マギはパオラを支えながら〝解毒キユアー・ポイズン〟を唱える。ライカンスロープはともかく、ファンガスの胞子は、それで毒性を取り除けるはずだった。

　ワー・ウルフがアルミンと冒険者たちの間に割わりこむ形になったおかげで、アルミンを取り押さえることができない。

　苦にがりきった舌打ちの音は、サノイのものか、それとも、サイレンスのものだったのだろうか。

　ほくそえむアルミンは窓に駆け寄り〝飛行フライト〟の呪文を己おのれにかける。その様子は、シェレアの背せ中なか越ごしにでも視界に入った。

「窓から逃げる気!?」

　皆みなへとその動きを報しらせるよう、パオラが声をあげた。

「ダメ、飛ぶ気よ！　止めて！」

　しかし、彼ひ我がの間はワー・ウルフが遮さえぎっている。

　パオラは唇を嚙んだ。

　許ゆるせない。魔術師ソーサラーたちの、積み重ねてきた信用を、踏ふみにじる行こう為いをした男を。彼はしかるべき処しよ罰ばつを、ギルドから与えられるべきだ。

　何とか、抑よく止しするための呪文を飛ばそうとするも、今、パオラの手に慣なれ親したしんだ杖はない。アルミンの研究室に転がっているのだろう。

　暗い怒いかりが腹の底そこから湧きあがる。

　アルミンに向けて。そして、無力な自分自身に向けて。自分が護っていると、面倒を見ていると思っていたシェレアが、自身の魔術師の杖メイジ・スタツフを握りしめ、自分の楯になってくれているというのに。杖がない、ただそれだけで、自分はなんと無力か。

　ギリ、と奥歯を嚙みしめる音が、大きく響いた。

「……パオラ」

　歯は軋ぎしりを聞きつけたのだろうか。小さな背中が振り返り、細い声が呼びかけてくる。その手に硬いものが触れた。シェレアの緑の瞳が言葉によらず、何かを訴うつたえている。その意味は十分に伝わった。

　パオラの唇に不ふ敵てきな笑みが浮かぶ。

　窓へと駆けるアルミンがにやりと笑って、窓を破やぶるのと、パオラの声が響くのは同時だった。

「〝万能なるマナよ。あるべきものをあるがままに還かえせ〟！」

「な、何ッ!?」

　窓を突き破ったアルミンの身体からだを包む魔力が不意に拡かく散さんする。パオラの渾こん身しんの〝魔法解除デイスペル・マジツク〟が成功したのだ。

　そうするとどうなるか。

　落下。

「おおおおおおおっ!?」
















　ここが何階だったかは、わからない。パオラは知らない。

　一瞬の後、鈍にぶい激げき突とつ音おんが聞こえてきた。

　長椅子にへたりこんだパオラの手の中には、シェレアの杖つえがある。







　戦せん闘とうは、手間取りはしなかったが、長くかかった。

　ワー・ウルフは生命力が旺おう盛せいなことに加えて、通つう常じようの鋼はがねの武ぶ器きの攻こう撃げきは効きかない。そのせいで、有ゆう効こうなダメージを与あたえられる武器は、サイレンスの手の中にある銀の小シヨート剣ソードだけしかなかった。すぐにパオラから杖を返してもらったシェレアによって、サノイの両刃剣に〝魔力付与エンチヤント・ウエポン〟の呪文をかけられはしたが、その魔法の効力による微び々びたる傷しか、重ねていくことができなかったのだ。

　アルミンは誰かに助けられたのか、それとも自力で逃げたのか。どうやら死にはしなかったようで、墜つい落らく現場の痕こん跡せきからは姿を消していた。

　パオラとシェレアが無事に戻り、アルミンについて報ほう告こくすれば、魔術師ギルドの一部は騒そう然ぜんとなった。

　すでに、一般人に被ひ害がいが出ている。

　このことを発表すれば、魔術師ギルドは明らかに不信感をもたれてしまうだろう。

　アルミンと、おそらくはその手引きをしていたジャギーに厳げん格かくな処しよ罰ばつと破は門もんを言い渡すべく、不在だったクレメンテ導師が急きゆう遽きよ呼び戻され、アルミンの研究室や、彼が使用していた隠かくれ家がは詳しよう細さいに調べ尽つくされた。

　しかし、その手配は一歩遅かったか、アルミンとジャギーは、煙のごとく姿を消してしまった。

　研究室も資料も取り上げられれば、もうこれ以上の研究は出来ないだろうと、事は内々に収おさめられることとなる。

　ラムリアース魔術師ギルドの汚お点てんとして。

　そして、無自覚ではあっても資料の写本製せい作さくに協力をしていたシェレアが、事件の唯ゆい一いつ残った関係者として、魔術師ギルドに取り残されることとなった。

「……シェレアは関係ないのに」

　静かな図書室内に、女魔術師たちの囁ささやき声が聞こえる。パオラの声は張りを失っていた。

「でも、わたしが何も考えていなかったのは本当だから。もう少し、アルミン先輩の書物や研究に目を向けていれば、その意味を考えていれば……もしかしたら、防ふせげたことかもしれない」

「それは、考えすぎ」

　ぴしゃりと、パオラは言い切った。

「そうかな」

「そうよ」

　娘たちは、視線を交かわしあい、小さく忍しのび笑った。お互いにどこか元気がない。

　パオラは、今回のことで失しつ踪そうしたアルミンの研究室を継つぐことになった。

　自然ならざる存在を駆く逐ちくすることを使命とするマーファの神官が少々苦い顔をしたが、自分の意志によらず、己という存在が変化させられてしまう恐怖を、少しでも遠ざける研究をしたいと、導師へと懇こん願がんし、そしてそれが受け入れられたのである。

　アルミンへと〝魔術解除〟を唱えた瞬間、パオラに殺意がなかったとはいえない。魔ま術じゆつ師しギルドへの信頼と知識と、伝統を汚けがそうとする彼に対して抱いだいた怒り。その炎はきっとこれからパオラが歩む道の灯ともし火びとなることだろう。

「……いくの？」

　パオラがそっと問い掛けた。

「うん。わたしは魔術師ギルドの外で、がんばってみようって、思う。幸い、受け入れてくれる人たちがいるから」

　シェレアが少し無理をしたような笑みを浮かべる。

　結局彼女は、魔術師ギルドの審しん議ぎにかけられ、ギルドを放ほう逐ちくされることになった。研究に手を染そめていないことは認みとめられても、彼らの研究にもっとも近い位置にあったがため、責せき任にんの一いつ端たんはあるという意見が多た勢ぜいを占しめたのである。

　ラムリアース魔術師ギルドの正魔術師ソーサラーとしての資格の剝はく奪だつは免まぬがれたものの、この場に留とどまることは許されなかった。そして、ギルドから旅立つことは、シェレア自身の意思でもあった。

「自分で、考えて……自分で行動するの。これからは」

「……行って欲しく、ないな」

　パオラの笑みにも無理が見えた。引き止める言葉は無む駄だと分かっていても、零こぼれてしまう。

「たまには、魔術師ギルドの外に出てみればって言ったのは、パオラなのに」

　小鳥のさえずりのような、密ひそやかな笑い声が書しよ架かの間を通り抜けていく。シェレアの足元には、小さな荷物がすでに用意されていた。

「たまには、よ。ずっと出ろなんて、一言も言ってない……」

　言葉の最後まで言い切れず、パオラはぐっと唇を嚙みしめた。

「パオラだって、いつかはラムリアースを出るんでしょう？　オランに……マナ・ライ師に認めてもらうような魔術師になりに」

　パオラを映す緑の瞳が揺れる。緑の中で、黒髪の女魔術師はぎこちなく頷うなずいた。

「そうよ。わたしだって……いつか。いつか、旅立つことになるかもしれない。その時には、ひょっこりと思わぬ場所で……それこそ、オランの魔術師ギルドで『やあ』なんて、声をかけるかもしれない」

　洟はなを啜すすりながら、パオラは笑みを作る。鼻の頭が赤くなっているだろう事は自覚したが、どうにもならない。

「その時には、驚おどろいたりしないで？」

「驚いたりしない。『早かったのね』って言って、駆かけ寄って抱きしめる、きっと」

　受付の窓から見える正門には、新しい仲間であるハーフエルフを迎むかえるために、赤っぽい茶色の髪の戦士フアイターと、背の高い無口な盗賊シーフと。そして、マーファの印をつけた女ドワーフが待っているのだろう。

　彼らはきっと、シェレアのよい仲間になるに違いない。

　笑って別れたかった。お互いにそう思うのに、きっと覚えている最後の顔は、くしゃくしゃだ。

　今こん生じようの別れかもしれない。冒険者は野の垂たれ死にだって珍めずらしくない。

　お互いに残すもののない女魔術師たちは、お互いの杖つえを交換し……一度だけ抱ほう擁ようしあって、別々の道を歩みだした。







「シェレア、この本？　ねえ、こっちは？　結けつ構こう面白そうだよ……うわああ？」

「ティン……できれば、もう少し、静かにしてくれる？」

　足元でちょろちょろとしていたグラスランナーの少年が、書架から引き出そうとした書物の重みに耐え切れず、べちゃりと床ゆかに潰つぶれた。

　シェレアはその様子を見て、困ったように微笑ほほえむ。

　本の香かおりは、どこの図書室も変わらない……。

　覚えている中で、もっとも規き模ぼの大きかったラムリアースの図書室を唯ゆい一いつ凌りよう駕がするだろう、ここはオラン。〝賢者と冒険者の国〟。

　アレクラスト大陸最大の、魔術師ギルドの国である。

　空気を通すだけの小さな窓からは、黒くろ大だい理り石せき製せいの真理の塔とうが垣かい間ま見みえた。この塔の最上階には、全魔術師たちの尊敬と憧あこがれを注がれる《大賢者にして至高の魔術師》マナ・ライ師がいる。

　かつて、この場所に憧れた親友を思い出し。緑の瞳が淡く笑みを浮かべた。

　ラムリアースを旅立ってから、すでに数年の歳さい月げつが過ぎ去っている。たどたどしく冒険を重ねたハーフエルフの魔術師も、一いつ端ぱしの冒険者として成長し、仲間の入れ替わりも経験した。

　しかし、紆う余よ曲きよく折せつを経へての、初めてのオラン入国だった。

「ねえねえ、あっちの席が空あいてるよ。シェレア、さっさと調べものすませて宿に行こう？　マギがマーファ神殿に挨あい拶さつして戻ってくるのとどっちが早いか競争！」

「……あのね」

　広い図書室に響き渡る陽気な声を、どう窘たしなめようかと、シェレアは中空を見つめてしばし悩なやむ。

　ふと、その視線が一点に固定された。

《獣人における変化因いん子し除じよ去きよの可能性》

　苦い思い出を引っ搔かく本の題名だった。

　苦笑しながらそれを何気なく手にとり……しばし、その本を見つめれば……そっと抱きしめる。

　まるで、懐なつかしい友へとするように。

　パオラ・モニーク。

　それが本の著ちよ者しやの名だった。出身地と、生年月日と著述年月日、経けい歴れきがそれには記されている。

『やあ』

　幻げん聴ちようだろう。それでも懐かしい声を聞いた気がする。

　静かな涙なみだが溢あふれた。

「……早かった、ね」

　ラムリアースの図書室の香りを思い出す。

　祭りの賑にぎわい、馬ば鹿かば話なし。

　最後の温かな抱擁。

　濡れた灰色の瞳に浮かぶ、笑顔。

　新たな友人の呼び声を耳にしながら、シェレアはしばし、その場に懐かしい人を感じ続けていた。





〈了〉


















狙ねらわれたヘッポコーズ──冒ぼう険けん者しやを脅おびやかす


篠谷志乃　　　　　　　




イラスト／浜田よしかづ


















　──　プロローグ　──







　ぎゃっ、ぎゃっ。

　闇やみが凝こごる部屋に不気味な声が響ひびく。

　悲鳴とも、笑い声ともつかないその声は、部屋に満ちる漆しつ黒こくの闇の中へ吸すい込こまれていった。

「あの森、……あの遺い跡せきを押おさえられなかったのは痛いたいな」

　静かな声が聞こえる。低音のよく響く男の声だ。

　と、同時に闇に占しめられた部屋に小さな明かりが灯ともる。

　全身をすっぽりと黒い長衣ローブで覆おおった影かげが、みっつ、よっつ、蠟ろう燭そくの火に揺ゆらめいた。

　最初の一声に連なるように、他の影も次々と言葉を発し始める。

「ことごとく我われ々われの邪じや魔まをしてくれる。これもめぐり合わせというものかのう」

　くくく、とどこか楽しげに肩かたを揺らし笑う影。声はしわがれた老人を思わせる。

「殺しますか？」

　また別の声。闇が似に合あわない、澄すんだ女の声だ。

「金も名声も得たことだし、もう満足しているでしょう。私たちの邪魔をしなければ、もう暫しばらくは様子を見てもよかったのですけど……目め障ざわりです」

　ただ淡たん々たんと、淡々と他人の生命いのちを話す。

「まあ、お待ちなさい。あなたはせっかちでいけません。名が売れ始めた今だからこそ、殺すより使い道があるのではありませんか。うまくいけば、あの小うるさいファリスの威い光こうを地に落とすことができますよ」

　女じよ性せい的な響きを持つ男の声の提てい案あんを聞き、しばし沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「……ちょうど放ほう棄きする隠かくれ家ががあったはずだ。そこを使って仕し掛かけよう。なに、どうせ切り捨すてる予定の構こう成せい員いんがいるだけの場所だ、べつに失敗しても困こまらん」

　やがて発せられた低い声の提案に、一同はゆっくりと頷うなずいた。

　そして、ゆらりと立ち上がる。

「我らの自由のために」

「すべてを解かい放ほうするために」

　唱和する彼らの長衣ローブには、暗黒神の聖せい印いんが白く縫ぬい取られていた──。
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　アレクラスト大陸の中央に位置する大国、オーファン。

　建国王でもある現げん国王リジャールが元傭よう兵へいということもあって、この国は「剣つるぎの国」と呼よばれている。若わかく活気に溢あふれたこの国には、多くの冒ぼう険けん者しやが集つどう。その首都であるファンには、彼らが休息や仕事の斡あつ旋せんに訪れる冒険者の店と呼ばれる宿屋が数多くあり、賑にぎわいを見せていた。

　その中の一いつ軒けん。《青い小こ鳩ばと亭てい》という名の宿に、今ひとりの娘むすめが入っていく。

「こんばんは～。今日はいつもより多く、倒とう立りつ指立て伏ふせをがんばったから、お腹なかすいちゃった」

　かわいらしい声と共に店内に足を踏ふみ入れたその娘は、栗くり色いろの髪かみのおかっぱ頭に、同色の大きな瞳ひとみをしていた。白を基き調ちようとした神官服がよく似合う、この娘の名はイリーナ。正せい義ぎと秩ちつ序じよを重んじるファリス神の神官戦士だ。

「いらっしゃい。遅おそかったわね、みんな来てるわよ」

　イリーナを出で迎むかえたウェイトレスが奥おくのテーブルを指差した。

　このウェイトレスは、イリーナの冒険者仲間のひとりでマウナという。マウナは森の妖よう精せいといわれるエルフと人間との間に生まれたハーフエルフで、長い金きん髪ぱつから少し尖とがった耳が覗のぞいている。精霊使いシヤーマンのマウナは、冒険に行かない時は、家族を失い天てん涯がい孤こ独どくとなった自分を養女にしてくれた、《青い小鳩亭》の夫ふ妻さいを手伝っていた。

「ありがとう、マウナ」

「いつものでいい？　じゃ、席で待ってて」

　厨ちゆう房ぼうへ向かうマウナを見送り、イリーナは店の奥へと向かった。夕食時に差しかかった店内は程ほどよく混こんでおり、そこかしこから食しよく欲よくをそそる香かおりがする。

「こんばんは、ヒース兄さん。バス、エキュー」

　がたんと席につきながら、イリーナは先に来ていた仲間に声をかけた。

「おう、先にやってるぞ」

　焼鳥を片かた手てに麦酒ビールをぐびぐびと飲んでいるのは、長身の魔術師ソーサラーヒースだ。薄うすい色の金髪を後ろでひとつに括くくり、魔ま術じゆつ師しの象しよう徴ちようたる杖つえを持っている。本当の兄妹ではないが、幼おさない頃から勉強を見てもらっていたので、イリーナは兄さんと呼んでヒースを慕したっている。

「こんな遅くまで鍛たん錬れんですか。いや、猛もう女じよはそうでなくては」

　うむうむと頷きながら、おもむろにリュートの手入れを始めたのはドワーフのバス。彼は自分を芸術家アーテイストと言う。盗賊シーフである前に、バスは吟ぎん遊ゆう詩し人じんであることを信しん条じようとしているからだ。以前完成させた〝ファリスの猛女〟の歌は好こう評ひようで、バスの自信作となっていた。

「ああ、マウナさん……」

　イリーナのあいさつに気づかず、給きゆう仕じをするマウナを目で追っているのはエキュー。短く切った赤毛が印象的なエキューは優ゆう秀しゆうな傭兵で、いろんな意味で世間をよく知っている。精霊使いシヤーマンでもあるエキューは頼たのもしい仲間なのだが、強度のエルフフェチで、尖った耳を持つ女性が関かかわると途と端たんに我を失う。現在はハーフエルフであるマウナにぞっこんなのだが、「耳さえ尖っていればいい」ように見える態たい度どのせいで、その思いは届とどいていない。

「はい、いつもの日ひ替がわり定食。パンを一個こ多めにしてあげたわ」

　荷物を下ろして一息ついたちょうどいいタイミングで、マウナがトレイに載のせた食事を運んできた。

「わあ、おいしそう」

　早朝からずっと身体からだを動かしていたので、さすがにおなかが減へっていた。思わずこぼれた笑え顔がおで食事を受け取ると、ぱくぱくと料理を平らげていく。

「おいしそうはいいんだけど。入ってくるなり『倒立指立て伏せ』はないでしょうに。まったくあんたときたら……」

　このファリスの神官戦士は、ぱっと見ただけではわからないが、ものすごい怪かい力りきの持ち主なのだ。バスの歌〝ファリスの猛女〟の一節に「ワイバーン（ドラゴンの一種）を一撃げきで倒した」というくだりがあるが、それは掛かけ値ねなしの真実だった。ふだん武ぶ器き屋で売っているような武器や防具はイリーナには軽すぎるため、わざわざ特別に注文をしなければならないくらいだ。

　花の乙女おとめがそれでいいのかとため息をつきつつ、マウナが目の前の空いている席に腰こしを下ろした。見ればその手に一通の封ふう書しよを握にぎっている。

「はい、イリーナに手紙よ」

「へひゃみ？」

　口いっぱいにほおばったまま、イリーナはきょとんと封書を見た。確かに、宛あて名なには「イリーナ・フォウリーさま、ご友人さま」と書かれている。空いている方の手でそれを受け取ると、封書の差出人を確かく認にんした。

　ごっくんと飲み込み、口の中を空っぽにして声に出す。

「メラリア・ヴァルサス？」

「あれ？　知ってる人じゃないの？」

　イリーナが小首を傾かしげたまま困こん惑わくしているので、思わずマウナは尋たずねた。

「知らない、と思う……」

「知ってるはずだぞ」

　おどおどと発したイリーナの言葉じりをぶん取って、満まん腹ぷくになったらしいヒースが横から口を挟はさむ。

「よくファリス神しん殿でんに礼れい拝はいに来てただろうが。マウナも知ってるんじゃないか？　配給を手伝ってた、右目の下に泣きぼくろがある若わかい夫人だ」

「さすが。女性のチェックは完かん璧ぺきですな」

　いらぬところでバスが茶々を入れる。

「む、メラリアさんは好みだが、人ひと妻づまだからそんなには知らんぞ」

　誰だれもそんなことは聞いていないのだが、変なところで正直なヒースは真顔で答えた。よく大おお噓うそをぶっこいたり、他人をからかったりするためそうは見えないが、ヒースはファリス信者なのだ。冒ぼう険けん者しやになる前のゆとりがある頃なら、休みの日には礼拝にも行っていた。だから知っていた。

「ああ、あの人だったらわかる」

　バスとヒースのやりとりをあっさりと聞き流し、マウナはぽんと手を打った。

「いつもスープをよそっていた人だわ」

　マウナは今でこそ《青い小鳩亭》の養女として安定した生活を送っているが、昔は日々の食事にも困こまることがあった。そんな時は、ときどきファリス神しん殿でんで行われる炊たき出しの配給の列に並ならび、飢うえをしのいでいたのだ。そのときに件くだんの女性を見た記き憶おくがある。

「あ、でも最近は手伝ってなかったみたいだけど？」

　ついこぼした言葉を聞きつけ、ヒースは呆あきれ顔になる。

「最近って、この根こん性じよう赤せき貧ひんエルフ。ついこの間、大金が入ったばっかりだろうが。なんで配給の列に並んでるんだ？」

　ヒースのいう大金とは、王宮がらみの依い頼らいをこなして手にした報ほう酬しゆうのことだ。

　イリーナたちは半年前に、密みつ猟りよう団だんに捕とらえられたユニコーンを保ほ護ごした。そしてついひと月ほど前に、そのユニコーンをユニコーンの生まれ故こ郷きようである隣りん国ごくのラムリアースに秘ひ密みつ裏りに届とどける仕事を王宮から依頼された。下手へたをすれば国こく際さい問題にも繫つながりかねない重大な仕事だったこともあり、得た報酬はかなりの額がくになった。ヒースはそのことを指し摘てきしたのだ。

「……ぐっ」

　痛いたいところをつかれて、マウナは苦虫を嚙かみ潰つぶしたように渋しぶい顔をし、即そく座ざにそっぽを向く。貧びん乏ぼうに喘あえいでいた頃ころから、マウナは大のけちんぼだった。裕ゆう福ふくになった今でもそれは変わらないらしい。

「マウナさん。言ってくれれば、いつでもご馳ち走そうしたのに～」

　デートのプランを思い描えがきながら、エキューがマウナに擦すり寄よる。

　その頭を手にしたトレイでぺしっと押おしとどめると、マウナは封ふうを切ろうとしているイリーナに、

「ご飯食べてからにしたら？　あたしも仕事に戻るし、じゃね」

　そう言うと席を立った。

（メラリアさんか……。久ひさしぶりだなあ）

　以前はヒースの言うとおり、神殿の奉ほう仕し活動によく参加していて顔を合わせることも多かった。もとはどこかの貴き族ぞくのご令れい嬢じようだったらしく、育ちのよさを感じさせる人だった。神殿にくる子こ供どもたちに、と手作りのお菓か子しを頂いただいたことも一度や二度ではない。

（いつも丁てい寧ねいなメッセージカードが添そえられていたっけ）

　そういえば筆まめな人だったなあ、と思い出す。神殿宛あてではなく、自分や仲間宛ての手紙だということが気にはなったが、それほど深く考えることもないだろう。マウナの言うとおり先に食事をすませようと、イリーナはパンを口に放りこんだ。




　夕食時が過ぎいくらか手が空すいたころ、イリーナのいるテーブルにマウナが戻ってきた。

「で、メラリアさん、何だって？　個こ人じん的てきな話なら別にいいけど、ご友人さまってあるから」

　複ふく雑ざつな表ひよう情じようでイリーナが手紙を見ていたので、マウナは話を振ふりやすいよう水を向ける。

「あ、うん。これ見てみて」

　どうしたものかと思案していたイリーナは、すぐに手紙をマウナに渡した。思ったほど短い文面ではないが、長い文面でもない。

「〝お久しぶりです。覚えていらっしゃいますでしょうか、メラリア・ヴァルサスです。突とつ然ぜんで大変申し訳わけないのですが、私の息子むすこが罹かかっている病気のことであなたがたにお願いしたいことがあるのです。よろしければ話を聞いていただけませんでしょうか？　明日の昼に迎むかえをやりますので、その馬車に乗っていらしてください〟」

　先にイリーナから見せられていたヒースが、マウナが読み終えるより早く、すらすらと手紙の内ない容ようをそらんじる。

「何？　ひょっとしてこれって依頼？」

　この宿は冒険者の店なのに、とマウナは眉まゆを顰ひそめた。

　冒険者に仕事を依頼する場合、たいていは冒険者の店が依頼者の代わりに冒険者たちに仕事を依頼する。冒険者の技ぎ量りようを見み極きわめ、依頼内容に合った仕事を斡あつ旋せんするためだ。個人的な知り合いで技量もわかっているなら、別に店を通す必要がないといえばないのだが、封ふう書しよをわざわざ冒険者の店に届けたにもかかわらず、仕事斡旋のシステムを利用しないのは、宿の経けい営えい者しや夫ふう婦ふの娘むすめとしてはいただけない話だ。

「まあ、依頼とまではいかないのかもしれませんぞ。ちょっとした相談なのかも。ヒースから聞きましたが、あまり世間慣なれしていらっしゃらないご夫人のようですから」

　メラリアを援えん護ごするわけではないが、吟ぎん遊ゆう詩し人じんとして放ほう浪ろうしている時にそういった話がなかったわけではないので、バスは口を挟はさんだ。

「行ってもいい……よね？」

　あまり乗り気でない雰ふん囲い気きを感じ取って、イリーナは仲間に尋たずねる。困っている人がいるなら見み捨すてておけない。

（もしみんなが行かなくても、私は行こう）

　イリーナは心の内でこっそりと思っていたが、仲間にはバレバレだった。

「別に行かないとは言ってないわよ」

　苦く笑しようしながらマウナは答える。

「それにしても急な話だね。僕たちに何か用事があって行けなかったらどうするつもりだったんだろう？」

　メラリアの手紙を手にとり、内容を確かく認にんしながらエキューが呟つぶやく。

　手紙は女性的な柔やわらかく美しい文字で書かれていた。文末にはメラリアの署しよ名めいがされており、使われた羊皮紙には封ふう蠟ろうと同じデザインの紋もん章しようが箔はく押おしされている。ここまで丁てい寧ねいなのに、一番肝かん心じんの部分がずさんなのはどうかとエキューは感じたのだ。

「おお、そうだ。明日だったら俺様は行けないぞ。大事な用事があるからな」

　今の今まで忘わすれていた、とヒースはだらけきっていた身を起こし、断ことわりを入れる。

「大事な用事ってなんですか、ヒース兄さん」

「明日から三日間、『導どう師しの心得』講こう座ざがあるんだ。ここのところ忙いそがしくて、ろくすっぽ授じゆ業ぎようを受けていなかったからな、さすがに受けんとマズイ」

　ヒースは魔術師の育成機関である賢けん者じやの学院に在ざい籍せきしている。しかも特待生なのだ。

　冒険のおかげで、実じつ技ぎだけはかなりの腕うで前まえになっており、そろそろ導師の試験を受けるよう師事しているハーフェン導師に言われた。本人も受ける気満々なのだが、旅に頻ひん繁ぱんに出かけているため導師になるのに必要な講座を休みまくっている。特待生である以上、試験を受けるからにはなるべく落ちるのは避さけねばなるまい。成せい績せきは優ゆう秀しゆうな方なので何とかなるが、出席日数の不足だけはどうしようもない。だからファンの街にいる間は、なるべく学院に顔を出すようにしていた。

「残念ながら、ワタクシも用事があります。なに、夜にはおりますので、何の用事だったのか後で教えてくだされ」

　それ以上は追及させない笑みで、バスは煙けむに巻まく。

「バスも無理なの。しかたないか、急だもんね。じゃ、三人で行こっか」

「まあ、話だけ聞いて、もし依い頼らいになるようなら明後日から仕事に取りかかればいいんじゃないかな。それなら夜だけでもヒースと話ができるし」

　手紙をイリーナに返しながら、エキューが提てい案あんした。

「うん、そうだね。じゃ、マウナ、エキュー。よろしくね」

　言われたふたりは、びっと親指を立て了りよう解かいの意を伝える。意見がまとまったところで、本日はお開きということになった。
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　翌よく日じつの昼過すぎ、《青い小鳩亭》の前に一台の馬車が止まった。

　質素ではあるが品のいい小さな馬車で、箱型にしつらえた乗車部分の小こ窓まどには、内側から厚あつめのカーテンがかけられている。中は見えなかったが、人が乗っている気配は感じられなかった。

「イリーナ・フォウリーさまと、ご友人の方で間ま違ちがいございませんか？」

　宿の前で待っていたイリーナとマウナとエキューに、御ぎよ者しや台だいにいた大おお柄がらな男が話しかけてきた。御者は三十歳さい代半ばぐらいで、言葉こそ丁てい寧ねいだが、口調は乱らん暴ぼうな男だった。

「はい。メラリアさんの遣つかいの方ですか？」

　すぐに依頼の話になるとは思ってはいないが、そのときには即座に行動できるよう、イリーナたちは装そう備びを調えて待っていた。メラリアはイリーナが普ふ段だんから愛用の金属鎧メタル・アーマーを身に着けていることを知っているはずだし、依頼人を襲おそうような者ではないと知っているはずだ。武ぶ装そうの解かい除じよを言われたら、そのときにすればいいだろうと考えていた。

「ご友人は、あとおふたりいらっしゃると主人から言いつかっておりますが」

　あたりを見回した御者は、イリーナの返事には答えず、用よう件けんだけを告げてくる。

「あとのふたりは用事で無理だったのよ。なにせ、急な話だったしね」

　御者の態度にカチンときたマウナが、ややトゲのある口調で言い返す。

　返事を聞き御者はしばし考え込んだが、すぐに御者台から降おり、イリーナたちのために馬車の扉とびらを開けた。

「了解いたしました。では、どうぞお乗りになってください」

　マウナはすっきりとしない表情のまま馬車に乗り込んだ。最後に乗り込もうとして足を止め、エキューは御者に尋たずねる。

「で、どこまで行くの？　今日中に帰れる？」

「トマリ村の近くにある別べつ荘そうにお連れするよう言いつかっておりますので、今日中にお帰りになるのは無理かと思われます」

　この質しつ問もんに答えなければ乗車しないぞ、というエキューの無言の抗こう議ぎがわかったのだろう。馬車の扉に手をかけ、御者は面めん倒どうくさそうに答えた。

「ちょ、ちょっと待って。それはお義母かあさんにひとこと言っておかないと」

　慌あわててマウナは馬車から降り、宿の女主人である義母ははにその旨むねを伝える。

「では、よろしいですか。参りますよ」

　全員が乗り込むと、小さな馬車は石いし畳だたみの道を走り出した──。




　馬車はファンの街を出て街かい道どうへ出たらしい。街の喧けん騒そうが聞こえなくなっていた。

　出たらしい、というのにはわけがある。馬車の小窓についていたカーテンがすべて、縁ふちを内側から鋲びようで打ち付けられていたのだ。これでは窓の外が見えない。他から見れないかと、ためしに扉をそっとあけようとしたのだが、外から閂かんぬきのような物で押おさえられておりびくともしなかった。

　つまり、彼らは今、馬車の中に閉とじ込こめられているのと同じ状じよう態たいだった。

「……なんか、嫌いやな感じ」

　マウナが口を尖とがらせる。

　手紙に押されていた紋もん章しようは以前メラリアが身につけていたものと同じだったし、筆ひつ跡せきもおかしなところはなかった。武器も取り上げられなかったのであまり警けい戒かいはしていなかったが、だんだんと不信感が増ましてくる。馬車を壊こわすぐらいの勢いきおいで暴あばれれば、馬車を止めることも脱だつ出しゆつすることもできるだろうが、もし本当にメラリアの遣いだった場合、申し開きのしようがない。とにかくメラリアが呼よんだのかどうかがはっきりしなければ、動きようがなかった。

「あまりいい感じはしませんが、ただ単にあの御者さんが、疑うたぐり深い嫌いやな人なだけかもしれません」

「だといいけど」

　イリーナの意見をエキューが一いつ蹴しゆうする。

　ファンの街の外へ出るときも、どう考えてももっと簡かん単たんに街の外へ出られるはずなのに、ぐねぐねと遠回りをしていたように思う。それは、何か後ろ暗いことがあるからではないのか。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。やだなあ、ふたりとも」

　イリーナとて不安を感じていないわけではないが、考えすぎな気がするのだ。

（だって、ただ急な手紙で呼び出されて、迎むかえの御者の態度が悪くて、馬車が胡う散さん臭くさいだけだよ？）

「あれ？」

　そこまで考えて、やっぱりちょっと不安になってきた。

「……」

　何となく全員が黙だまり込む。

　無言のまま馬車の中を調べたり、大事に備そなえて仮か眠みんをとったりと、そんな微び妙みような空気がしばらく続く。

　三人が退たい屈くつを感じ始めたころ、不意に馬車が大きく左に軌き道どうを変えた。さっきまでがらがらいっていた車輪の音が気持ち小さくなり、馬車の揺ゆれがひどくなる。

「……整備された道じゃない。街道を逸それたわね」

　長い耳をぴくりと動かし、マウナは音を逃のがさないよう聞き取る。

「街中に入った気配はなかったから、本当にトマリ村方面に向かったなら、村に入る前に左側──ターシャスの森の方じゃなくて山側へ向かったことになるね」

　エキューはすることもないので、携けい帯たいしていた羊皮紙に地図を描かいていた。街道、トマリ村、メラリアの別荘など聞いただけの情じよう報ほうしか書き込めない。

「せめて窓まどが開けられたら、外に何か目印になるものでも落とすんだけどなあ」

　イリーナほど楽観的になれないエキューが、苛いら立だたしげに呟つぶやく。

　──冒ぼう険けんに出るときはこれが最後だと思え。

　そう教えられてきたエキューは、最悪の状じよう況きようを考えて行動する。このままどこかへ連れ去られるなら、後から追ってくるであろうヒースとバスに何か手がかりを残しておきたい。

「外に？　できないこともないと思うよ？」

　エキューの呟きを耳にしたイリーナは、予備の武器である小さなダガーを取り出し、乗車口の扉の下に差し込んだ。

「え？」

　マウナとエキューの声が揃そろう。自然とまさか、と言葉を紡つむぎだす。

　めきょっ。

　ぐいっと力をこめると、そんな音がした。見ればダガーが嫌な感じに変形している。もう投げては使えないだろう。だが、狙ねらいどおり少し隙すき間まが空いた。

「げっ」

　目を真ん丸く開いたマウナの口から、喉のどを絞しめられたような声が出る。さっき調べてわかったが、簡単に開くシロモノではなかったはずだ。

「これぐらいでいい？」

「じゃあ、これを」

　驚おどろきはしたが、すぐに正気に戻もどったエキューは、描いた地図に三人の名前を素す早ばやく書き込むとイリーナに渡わたした。イリーナはこじ開けた隙間からするりと羊皮紙を落とす。

（ばれたかな……）

　全員が身体からだを強こわ張ばらせて御ぎよ者しや台だいの気配を窺うかがう。御者は馬車を止めず、ひたすら先を急いでいるようだ。

「……気づかれなかったみたいだね」

　ほっとエキューは一息ついた。

「本当に、笑い話になるといいんだけど」

　はあ、とため息をつきマウナは力なく微笑ほほえむ。

「もしメラリアさんの名を騙かたる悪者が待ち受けていたら、ファリスの名において成敗してやります！」

　頼たのもしく吼ほえるイリーナを横目で見ながら、

「その前に僕ぼくらが殺されなければいいけどね」

　と、若わかいわりに妙みように達観したところのあるエキューが、ボソリと呟いた。




　がらがらがら、ぎい。

《青い小鳩亭》の前を出発してから約半日、日が翳かげり寒さが身にしみ始めたころ、やっと馬車が止まった。

「お疲つかれさまでした。足元にお気をつけください」

　御者が馬車の扉を開ける。

　一番にエキューが、次にマウナ、イリーナと順に辺りに気を配りながら降おりていく。もし襲おそわれたなら、すぐに行動できる体たい勢せいだ。

　外は暗くら闇やみに包まれ、冬の冷たい大気がつんと全身を刺し激げきする。

　ここにたどり着くまでに馬車が坂を登る感覚があった。エキューの想そう像ぞうどおりなら山やま裾すそあたりだろう。暗くてはっきりとはわからないが、高い木々に囲まれている。木こ影かげに切り取られた空には、冬の星せい座ざがきらきらと輝かがやきを放っていた。

　三人の正面には、小さくやや傷いたんではいるが立りつ派ぱなつくりの屋や敷しきが建っていた。窓のあちこちに明かりがともされ、腹はらをくすぐる肉の焼けた香かおりが漂ただよってくる。

「主人が皆さまをお待ちしております。どうぞ中へお入りください」

　促うながされ、イリーナたちは屋敷へ向かった。

　玄げん関かん前には広めのポーチがあり、色とりどりのリースやドライフラワーで飾かざり付けられていた。その傍そばには子こ供ども用の木馬と、お手て製せいの木の小シヨート剣ソードが置いてある。

（メラリアさんのお子さんのものかな。騎き士しに憧あこがれているみたい）

　自分が大剣グレートソードを夢ゆめ見みていたころを思い出し、イリーナは微笑ほほえましく思った。

「……これなら、大だい丈じよう夫ぶそうね」

　こっそりとマウナがふたりに耳打ちする。罠わなに引っ掛かけようとするものが、相手のために屋敷を飾りつけて待ったりはしないだろう。ましてや子供がいる状態では。

「そうだね。久ひさしぶりだなあ、メラリアさん元気かな」

　久しぶりに知人に会う悦よろこびに、イリーナは顔を綻ほころばせる。

「そんなにのんきに構かまえていいのかなぁ？」

　エキューはまだ釈しやく然ぜんとしていなかったが、ここまできたら腹をくくらねばなるまい。

　がちゃ。

　御者が扉とびらを開けると、屋敷から暖かい空気が流れ出した。

「イリーナさん、それにお友達の方々も。急な招しよう待たいに応おうじていただき、ありがとうございます」

　中に入ると、柔やわらかいアルトの声が三人を迎えた。

　メラリア・ヴァルサスだ。

　若い夫人は、品のいいブラウスと若草色のロングスカートを身に纏まとい、手て編あみのストールを肩かたからかけている。

「お招まねきありが……」

　イリーナはそう言いかけて、メラリアの異い変へんに気づいた。顔見知りだったマウナも気づいたらしく、隣となりで息を吞のんでいる。

（え……?!）
















　一いつ瞬しゆんにしてイリーナの頭の中は疑ぎ問もん符ふでいっぱいになる。それほど衝しよう撃げき的だったのだ。

「……とうございます。息子むすこさんの病について、何かお話があるとお伺うかがいしてきたのですが」

　メラリアを見たまま凍こおってしまったイリーナの言葉をついで、エキューが挨あい拶さつをすませる。

　イリーナが言葉に詰つまったせいか、一瞬メラリアの顔が引きつる。が、

「まあ、それはお食事の後にいたしましょう。皆みなさん、お腹なかがすいてらっしゃるでしょう？　どうぞ、食堂にいらしてくださいな」

　と、にっこり笑うと屋敷の奥おくへと歩き出した。

　御者に促うながされ、武ぶ器きを玄げん関かん脇わきの小部屋に預あずける。鎧よろいまで脱ぬぐとなると時間がかかるかと思ったが、意外なことに御者が手て際ぎわよく手伝ってくれ、素す早ばやく脱ぐことができた。

　身なりを整えると、御者の後について食堂に向かう。

「で、さっきはどうしたのさ、イリーナ。びっくりするじゃないか」

　御者に聞こえないよう、小声で話しかける。

「だって……」

　まだ衝撃が抜けきらず、イリーナは言葉に詰つまった。

「……エキュー。メラリアさん、見てどう思った？」

　代わりにマウナがぼそりと尋たずねる。

「え？　耳が尖とがってないから好みじゃないけど」

　いつものエルフ耳談だん義ぎを披ひ露ろうしかけて睨にらまれ、エキューは慌あわてて思ったことを伝える。

　メラリアは身体からだが細く、いや細いというよりは瘦やせすぎだった。頰ほおがげっそりとこけ、眼がん球きゆうが強調されている。肌はだの色も白を通り越こして青白く、紅べにを注しているのだろうが、それでも唇くちびるの色がくすんでいた。

「……あまり顔色がよくないね。ひどく瘦せてるし。もともと身体の弱い人なの？」

　それを聞いて、ふるふるとイリーナは首を振ふった。

「ううん。お子さんはあまり丈じよう夫ぶじゃないって言ってたけど、メラリアさんはすごく元気な人だった」

　最後に会ったときのメラリアを思い出し、イリーナは切なくなった。

「ヒースが好みっていうぐらい、健康的で本当に綺き麗れいな人だったのよ。あんなに頰がこけるほど瘦せるなんて、何があったんだろう」

　考えられるのは、息子さんの看かん病びよう疲づかれだ。

　だが、本当にそれだけだろうか？　たとえば亡ぼう霊れいにとり憑つかれた者は、ひどく瘦せると聞いたことがある。何か、そういった他の要よう因いんがあるのではないだろうか？

　そう思ったマウナは、〝精霊力感知センス・オーラ〟を使った。もし、目に見えない何かが屋や敷しきに潜ひそんでいて、メラリアに悪あく影えい響きようを及およぼしているならば、感じ取れるかもしれない。

　マウナを取り巻まく世界が、精せい霊れいを基き軸じくとするものへと変化する。

　すべてのものの輪りん郭かくは曖あい昧まいになり、個こ人じんや物といった区別がつけにくくなる。暖だん炉ろからは火と光の、生き物からは生命や感かん情じようといった精霊の存そん在ざいが感じられる。

「よかった、正せい常じような生命の精霊しか感じない。……それにしても、いろんな感情がこの屋敷には満ちているわね。喜びの精霊を強く感じるわ。あと、いたずらと孤独の精霊レプラコーンも。ああ、でも……隠れるみたいに、怒りの精霊ヒユーリーと嘆なげきの精霊も感じる」

　承しよう諾だくを得ずに精霊力を感知するのは、失礼なことだとわかっていた。ある意味、人の心を覗のぞいているようなものだからだ。だが、メラリアの様子があまりに普ふ通つうではなかったので、マウナは見ずにいられなかった。

「怒りの精霊ヒユーリーと嘆きの精霊……？　まさか、ね」

　マウナの呟つぶやきを聞いて、同じく精霊使いシヤーマンであるエキューは思い当たる節があるのか、一瞬考え込んだ。が、すぐに考えを切り替かえたらしい。

「そうだ。メラリアさん本人じゃないってことは？」

　容よう貌ぼうがそれほど違ちがうなら、他人がなりすましている可か能のう性せいがないわけではない。

「ううん。泣きぼくろは当てにならないかもしれないけど、たぶん……本人に間違いないと思う」

　バスじゃないから断だん言げんできないけど、と困こん惑わく顔がおでマウナは返した。盗賊シーフであるバスならば、他人の変装を見み抜ぬく技ぎ術じゆつも持っているが、あいにくと自分たちが信じられるのはカンしかない。

　瘦せてひと回り以上細くなってしまったメラリアは、風が吹ふけば倒たおれてしまいそうだ。

（そんなに息子さんの具合が悪いのかな）

　喜びの精霊がはっきりと感じられるということは、少なくとも自分たちの到とう着ちやくを心待ちにしていた、ということだろう。

「やっぱり何か相談ごとがあるみたいだね。私たちで何とかできればいいんだけど」

　イリーナは思わず拳こぶしを握にぎりしめ、気合を入れた。







「獲え物ものが網あみにかかりました」

　小さな明かりだけが灯ともる暗い部屋。その一角で、声が小さく囁ささやく。

「そうか。では、例の準じゆん備びを」

「はい」

　ぱたんと薬草学の本を閉とじ、命を下した男はゆっくりと立ち上がる。

　足音をまったくさせずに、男は滑すべるように廊ろう下かを進む。その姿すがたを一いつ瞬しゆんだけ月の光が照らし出した。

「とうとう、私の手に落ちる日がきた。早く、私の元へおいで──」

　歪ゆがんだ欲よく望ぼうが笑みを刻きざんでいた。だが、その姿すがたはすぐに闇やみの中に溶とけてしまう。まるで闇こそが自分の住処すみかであるかのように。

「早くおいで。真っ白で、綺き麗れいな、イリーナ・フォウリー」







　──　三　──




　イリーナたちがファンの街を出しゆつ立たつしたころ、バスは街に出ていた。

　昨晩、笑ってごまかした用事──盗とう賊ぞくギルドからの呼び出しに応こたえるためだ。

　ここオーファンの盗賊ギルドでは、同じ盗賊シーフでもその働きによってアジトや呼び名が違う。冒ぼう険けん者しやとなって仕事をする盗賊は「穴あな熊ぐま」、すりを働くものは「猫ねこ」、情報屋は「鼠ねずみ」、王宮の密みつ偵ていとして働くものは「犬」といった具合だ。バスは冒険者の盗賊なので穴熊に所しよ属ぞくしているのだが、穴熊の頭とう領りようじきじきに「会わせたい人がいるので来い」といわれたので、バスは充じゆう分ぶんな時間を取れるようイリーナたちに同行するのをあきらめた。

「おう、来たか。入れ」

　歓かん楽らく街がいの細い路地、その路地に面した酒場の地下に穴熊の隠かくれ家がはあった。頭領がリュートを片かた手てにあらわれたバスを迎むかえ入れる。

「穴熊のお前にこの仕事はどうかと思ったんだが、人手が足りないそうなんでな、手伝ってやってほしいんだ」

　頭領について向かった通路の先には個こ室しつがあり、中で誰だれかが待っている気配がする。

「入るぞ」

　小部屋の中には灰はい色いろの髪かみの男が待っていた。最近になってファンの街の盗賊ギルドに挨あい拶さつしにいったバスは、一度ちらりと見ただけだったが、その人物が誰だか知っている。

「知っていると思うが、こちらは犬の頭かしらだ。お前に相談があるそうだ。俺に免めんじて話を聞いてやってくれ」

　自称芸術家アーテイストのバスとしては、あまり盗賊ギルドと深く関かかわりあいたくなかったのだが、穴熊の頭領にそうまで言われてはしかたがない。

　そんな素そ振ぶりを見せたつもりはないのだが、さすがに頭領と呼ばれる者たちには通じなかった。

「まあ、嫌いやだろうが我が慢まんしてほしい。それに、お前にとっても知っておいたほうがいい話かもしれん」

　犬の頭領はそう言うと、数枚まいの羊皮紙を取り出した。

「知ってのとおり、私たち犬の盗賊シーフは王宮の密偵まがいのことをしている。特定の人物の警けい護ごや監かん視しもあるが、仕事のほとんどは国内外の監視、情じよう報ほう収しゆう集しゆうだ。話は変わるが、ここ最近、ファンドリアからファンの街に暗黒神フアラリスの神官どもが流れ込んできているのはお前も知っているだろう？」

　確たしかにバスは知っていた。

　ファンドリアは、ここオーファンの隣りん国ごくだ。アレクラスト大陸で唯ゆい一いつ、暗黒神フアラリスを奉ほうじている王国で、別名「混こん沌とんの王国」と呼ばれている。オーファンとは前身である国を同じくするが、それゆえに統とう合ごうを望む声が高い。大だい規き模ぼな戦いはないが、小こ競ぜり合いや陰いん謀ぼうといったいさかいが絶たえなかった。

　その小競り合いのひとつ。暗黒神フアラリスの信者がオーファンでの活動拠きよ点てんとしようとしていた遺い跡せきを、バスたちは以前の仕事で奪うばい返したことがあったのだ。それ以外にも仕事で国内外を飛びまわっていると、ファンドリアの者や暗黒神官の姿を目にすることがあった。

「最近、あまりにも入国する暗黒神官や犯はん罪ざい者しやが多い。どうやら国内の中流階級以上の数人が、入国の手引きや入国後の世話、国外への情報の流出を行っているらしい。怪あやしいと思われるやつらは、すでに目星はついている。そこに記した九名だ」

　ずい、と押おし出された羊皮紙を気のない様子で、ぺらりぺらりとめくる。羊皮紙にはその人物の名と似に顔がお絵え、疑うたがわしい行動などが書かれていた。

「特に怪しい四人はすでに数名ずつ密偵が張はりついている。そこで印の入っていない五名のうち、誰かひとりを数日の間で構かまわない、調べて欲ほしい。誰にでも頼たのめることではないが、バス、お前は王宮からの依頼を受けたことがあるだろう？　それが運の尽きだと思って調べてくれ。まあ、お前らも暗黒神フアラリスやファンドリアと一戦交えたんだ。こういった情報は知っておくにこしたことはないだろう」

「……この情報の信しん憑ぴよう性せいは、印の入っていない者はどのくらい怪しいのですかな」

　頭領の話を聞きながら、羊皮紙のリストを斜ななめ読みしていたバスの目が、ある一枚でぴたりと止まる。

「印はなくても十中八九間違いない。ただ国家に対する危き険けん度どが、印のある四人ほどには高くはないというだけだ。なんだ、知り合いでもいたのか？」

　食い入るように見入るバスの視し点てんの先。




　──メラリア・ヴァルサス。拠点の提てい供きよう及および情報の流出の疑うたがい。密みつ輸ゆの手引きも？




　羊皮紙にははっきりと、そう書かれていた。







「お、まだ戻ってないのか」

《青い小鳩亭》に夕食を食べに来たヒースは、ウェイトレス姿すがたのマウナがいないことに気づいた。この様子だと、話を聞きに行った三人は戻っていまい。

　日ひ替がわり定食を注文すると、マウナの義ぎ理りの母であるシャナが話しかけてきた。

「マウナちゃんたちは、今晩は泊とまってくるそうだよ。トマリ村近くにある別べつ荘そうとやらに招しよう待たいされたんだって。お昼過すぎに迎むかえの馬車がきたよ」

「泊まってくるって？」

「確かにトマリ村まで行くと、馬車で普ふ通つうに行ったら半日はかかるからねぇ」

「ふ～ん」

　話をしている間もシャナの手は動いており、見る間に定食が盛もり付けられていく。

「はい、お待たせ。今日のおかずはから揚あげだよ」

　日替わり定食を受け取り、ひとり寂さびしく食べ終えたころ、派は手でな服を着たドワーフが深しん刻こくそうな顔をして宿にあらわれた。

「よお、バス。どうしたんだ浮かない顔をして」

　こっちこっちと手招きするヒースに、バスは手の仕草で店の奥おくの席へ移い動どうするよう指し示じを出した。怪け訝げんに思いながらも、ヒースは彼の使い魔まである鴉からすのフレディを肩かたに止まらせたまま器用に席を移い動どうする。

「バス？」

「ヒース。ちょっとマズイことになったかもしれません」

　いつも笑みを絶たやさないバスの表情が曇くもっている。

「何があったんだ」

　ただ事ではない様子に、ヒースにしては珍めずらしく軽口もでなかった。バスの正面の席につき、話を聞く態たい勢せいになる。

「……メラリア・ヴァルサスが、ファンドリアと繫つながっている疑いがあります」

「ファンドリアと？」

　大声を上げそうになったが、何とか抑おさえ込むことに成功する。

「アナタはメラリア・ヴァルサスの手紙を読みましたな？」

「息子むすこの罹かかっている病気について相談したいことがあるから来てくれってやつだろ？」

　バスはこくんと頷うなずいた。

「この情報を耳にした後、メラリア・ヴァルサスについて少々調べてみたのですが……。メラリア・ヴァルサスに子こ供どもはいません」

「子供がいない？　でも確か、一度礼れい拝はいに連れてきてたぞ。ずっと前に見た覚えがある」

「それは、……亡なくなった息子さん、イーディリー君でしょう」

「亡くなった?!」

　今度は声を抑えきれず、ヒースは宿の注目を浴びる。コホンっと小さく咳せき払ばらいをすると、再ふたたびバスに向き直った。

「息子さんはもともとそれほど身体からだが丈じよう夫ぶな方ではなかったのですが、一年程ほど前まえから急に病状が悪化し、ほぼ寝たきり状態となったそうです」

　バスは調べた話をまとめてヒースに話した。

　イーディリーの病状が悪化したため、メラリアはいろんな神しん殿でんに相談した。いつも通っているファリス神殿をはじめ、マイリー神殿やマーファ神殿に治ち療りようを依い頼らいしている（もちろん多た額がくの寄進と共にだ）。だが、どの場合も一時的に具合はよくなるのだが、すぐに元に戻ってしまう。神殿だけでなく、さまざまな薬を試ためしたが一向に回かい復ふくせず、そのまま亡なくなったのだという。

「それが、ひと月前のことです」

「だ、だが、手紙には『病に罹かかっている』と書いてあったぞ？　あれはナニか？　メラリアさんの妄もう想そうか？」

　さり気に失礼な発言をするヒースだった。だが、その暴ぼう言げんを注意する者はここにはいない。

「妄想ぐらいならいいですが……。何度も繰り返しますが、メラリア・ヴァルサスはファンドリアと繫つながっているらしいのですよ」

　そこまで言われてヒースの顔色が変わる。

「それってまさか」

「ええ。……イリーナたちはまだ戻ってないんですよね？」

　単なる思い過すごしであって欲ほしい。

　だが、もしメラリアが本当にファンドリアの手先となっていたのだとしたら？

　数々の仕事で、結果的にファンドリアの陰いん謀ぼうを阻そ止ししてしまっている。偶ぐう然ぜんだといっても、向こうからみれば自分たちは目の上のたんこぶに違いない。もし生命いのちを狙ねらって依頼してきたのだとしたら、イリーナたちはわざわざ罠わなに自分たちから飛び込んだことになる。

「あ[image: ][image: ]……。まいったな、なんであんなに熱心なファリス信者だった人がファンドリアと繫がっているんだ？」

　薄うすい金色の髪かみをがりがりと搔かきながら、ヒースはぼやいた。三人で行かせたことを悔くやんでいるのだ。考えてみればおかしな点はいくつもあった。だが、顔見知りのファリス信者の招しよう待たいだったということで油ゆ断だんしていた。

「息子さんの病の治療法を探さがしているうち、裏うら社会の者たちと接せつ触しよくしたようです。恐おそらくそのときでしょうな。神官は心の隙すきに付け込むのが上手うまいですから」

　自らも、芸術を司る神ヴエーナーの神官のはずなのだが、神官の前にあえて暗黒の二文字をつけずに、さらりとバスは言う。

　はあ、とヒースはため息をついたが、すぐに、

「しゃーない、追うか」

　と、机つくえに立てかけていた魔術師の杖メイジ・スタツフを引っつかみ、がたんと席を立った。

「行き先はわかっているのですかな？」

　ほかには何も尋たずねず、バスも席を立つ。

「本当かどうかわからないが、トマリ村近くにある別べつ荘そうだそうだ。悪い予感が当たっているなら俺たちも標的だろうし、噓うそは教えてないだろう。イリーナたちが戻らなくて、調べに来たところをってな感じだろうから」

「では、ワタクシはその別荘のくわしい場所を調べてきます。その間にヒース、あなたは準じゆん備びをすませてください。いろいろと、しなければならないことがあるでしょうし」

「ああ」

　てきぱきと手順を決めると、《青い小鳩亭》の前で別れた。

　歩きながら、なんとなく見上げた冬の空には、きらきらと満天の星が輝かがやいてた。今まさに、イリーナたちも同じ空を見上げていることを彼らは知るよしもない。

「……落ちたな」

　ため息混まじりに、ぽそり、とヒースの口から洩もれる。吐はいた息が白く揺ゆらめいた。

「ハーフェン導どう師しには、あとで謝あやまるか」

　軽く伸のびをし首をこきりと鳴らすと、ヒースは賢けん者じやの学院へ休きゆう暇か願いを出しに戻っていった。







　──　四　──




「すっごくおいしかったです。ごちそうさまでした」

　メラリアの勧すすめるままに、イリーナたちは野の兎うさぎのローストや全ぜん粒りゆう粉こで焼いたパンなどをたらふくごちそうになった。

　山中の屋や敷しきだけあって、あまり使用人の姿すがたはみえない。今わかっているだけで、執しつ事じと御ぎよ者しや、あとメイドの女じよ性せいがふたりいるだけだ。執事とメイドは食事の世話をし、御者は暖だん炉ろに薪まきをくべ火を見み張はっている。人数が足りない分を埋めるよう、全員が常に何か仕事をこなしていた。

　食事が出された時は、馬車の中でさんざん疑うたがっていたこともあって、大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていても無む警けい戒かいではいられなかった。ひとりずつ慎しん重ちように口に運ぶ。遅ち発はつ性の毒を使われていたらどうしようもないが、今のところ体に異い変へんはなく、やはり思い過すごしかと自分たちを恥はじていた。

（あああ、ファリスさま。疑り深くなっちゃった私をお許ゆるしください）

　イリーナは心の中で懺ざん悔げする。そして、そろそろいいかな、と話を切り出した。

「ところで、メラリアさん。今日私たちをここへ呼んだのは、何かお話があるとか……」

　途と端たんにびくんっと、雷かみなりに打たれたかのように、メラリアの身体が大きく揺ゆれた。

「あの、メラリアさん……？」

　あまりの反はん応のうの大きさに、イリーナは目を丸くする。

「あ、いえ、何でもないんですの。ごめんなさい、驚おどろかせてしまいましたね」

　おほほほ、とどこか引きつった顔でメラリアは笑う。そして、ぱんっと手を合わせると

「そうだ。みなさんはお菓か子しはお好きかしら？　わたくしが腕うでを揮ふるいましたの。よろしかったら食べてくださいな」

　明らかに話を後にしたがっているのがわかる。

（何か言い出しにくい事じ情じようでもあるのかな？）

　そう思ったイリーナは、素す直なおにメラリアの言葉に従したがうことにした。

「はい。ごちそうになります」

　イリーナの返事にどこかほっとしたような表情を浮うかべたメラリアは、執事にお茶の用意を命じると、メイドに手作りのケーキを持ってこさせた。

　それは、干ほした果物くだものを洋酒に漬つけたものを生き地じに混ぜて焼いた長方形のケーキだった。果物と、洋酒、隠かくし味に入っている香こう辛しん料りようが入り混じった、強い香かおりがする。

「おいしそう～」

　お菓子に目がないマウナがうっとりと見る。メラリアのお菓子はいつもおいしくて、大好きだったのだ。

「さあ、どうぞ」

　メラリア自ら切り分けて、手作りのケーキを全員の皿に盛もりつけた。

　テーブルの上は一度綺き麗れいに片かた付づけられ、食後のお茶に備そなえてテーブルセットが並ならべられていく。

　キャップを目ま深ぶかにかぶった黒くろ髪かみのメイドと、金きん髪ぱつを結ゆい上あげた若わかいメイドのふたりで並べるのだが、あまり慣なれていないようでセッティングがおかしい。もっとも、それに気づいたのは職しよく業ぎよう柄がらテーブルセッティングを知っているマウナだけだったが。

　そのことで違い和わ感があったからかもしれない。ケーキを頂いただこうとして、マウナは異い臭しゆうに気づいた。

　これは……毒だ！

　今思うと、油ゆ断だん以外の何ものでもない。

　今まで大丈夫だったので、まさかと一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてしまった。すぐに思い直し、注意を促うながそうと口を開いた途と端たん、殺気がマウナを襲おそう。

「〝力よ〟」

　メラリアの横にいた執事が〝気弾フオース〟の魔法をマウナ目がけて放った。執事の手のひらから放たれた気弾は、あやまたずマウナの胸むねを撃うつ。

「きゃあっ」

　マウナは衝しよう撃げきで椅い子すから弾はじき飛ばされた。丸きりの無警戒だったため、身み構がまえることができなかったのだ。

「マウナっ?!」

「マウナさんっ」

　驚いて駆かけ寄よると、エキューは床ゆかに倒たおれたマウナを抱だき起こした。すかさずイリーナが〝癒しキユアー・ウーンズ〟の神しん聖せい魔法を使い、マウナの傷きずを癒いやす。

　マウナが礼を言う間もなく、黒髪のメイドと御者が短刀ダガーを手に、イリーナたちに向かって近寄ってきた。

「やっぱり罠だったのかっ」

　エキューは舌した打うちしながら素早く立ち上がると、近づく黒髪のメイドに〝眠りスリープ〟の精霊魔法を使った。

　が、メイドは魔法にかかった様子もなく、にやりと笑った。

「効きかないよ、ボーヤ」

　ばさりと頭のキャップを外すと、ぴょこんと褐色の尖とがった耳が現あらわれた。ぐいと顔を擦こすり変へん装そうを解とく。その姿は──

「ダークエルフ！」

　驚くエキューが、一瞬我われを忘わすれて嬉うれしげな声をあげる。ダークエルフは力や生命力こそ劣おとるが、その他のほぼすべての面において（もちろん容よう姿しも）人間を凌りよう駕がしている優ゆう秀しゆうな種族で、尖とがり耳好きのエキューにはいろんな意味でたまらない敵てきだ。

　だが喜んでいる場合ではない。その間も、じわじわとダークエルフと御ぎよ者しやが距きよ離りを縮ちぢめてくる。握にぎられた短刀ダガーには、黒くてらてらした毒薬が塗ぬられていた。

「ダークエルフ?!　邪じや悪あく決定です！」

　武ぶ器きとなるものを探さがしたが、ケーキに添そえられたデザート用のフォークしかない。素手でも十分に戦えるイリーナは、武器を手にするのをあきらめ、目の前に立つ御者に殴なぐりかかろうと足を踏ふみ出した。その時──

「〝眠ねむりをもたらす安らかなる空気よ〟」

　集まっているイリーナたち三人を包み込むように、ぼわんとガスが現れた。古代語魔法の〝眠りの雲スリープ・クラウド〟だ。

　いつも仲間のヒースが行使に失敗し、遺い失しつ魔法だとホラを吹ふいている初級の魔術だったが、今は本来の効こう果かを発はつ揮きし、イリーナたちを容よう赦しやなく眠りに引きずり込む。

（だめだよ。今眠っちゃいけないのに）

　そう思っても、体からどんどん力が抜ぬけていく。

　イリーナが最後に見たのは、魔術師の杖メイジ・スタツフを掲かかげた金髪のメイドと、その横で微笑ほほえむメラリアの姿すがただった。

（メラリアさん。どうして……）

　メラリアの胸には、暗黒神フアラリスの聖印が鈍にぶい輝きを放っていた──。







　──　五　──




　おやすみ、わたしのかわいい坊ぼうや。

　あしたはのはらで子馬に乗ろう。

　白い雲といっしょに行こう……




（誰だれかが、歌ってる）

　ぼんやりとした視し界かい。聴ちよう覚かくだけが誰かの存そん在ざいを教えてくれた。

　愛いとしい、愛しい、と聞いているこちらにまで伝わってくる優やさしい歌声。誘さそわれて再ふたたび眠りにつきそうになる。

　が、それを次に感じた凄すさまじい臭しゆう気きが押おしとどめた。

　強い花の香かおりと、何かが腐くさったような臭においが入り混まじり、ただ吐はき気をもよおす臭いと化している。

（……ここ、どこ？　私、どうしたんだっけ……？）

　急速に意い識しきが目覚めてくる。

（そうだ。メラリアさんの別べつ荘そうに行って、ごはんを頂いただいて……襲おそわれたんだ！）

　ぱか、とイリーナの目が開く。

　まだ夜らしく、暗くてよく見えなかった。大きく作られた窓まどから月の光が差し込み、その薄うす明あかりだけが部屋を照らしている。

　目が慣なれるにつれて、次し第だいにはっきりと見えてくる。部屋の床には、奇き妙みようにも白い花が敷しき詰つめられていた。

（そういえば、ふたりは？）

　一いつ緒しよに捕とらえられたマウナとエキューはどうなったのだろう。

　慌あわてて辺りを見回すと、イリーナの両りよう脇わきにふたりは座すわらされていた。どちらもまだ意識はないようだ。身体からだは縄なわで椅い子すにがっちりと拘こう束そくされており、椅子にはたっぷり重おも石しがつけてあった。

「マウナ！　エキュー！」

　立とうとして、自分も自由を奪うばわれていることに気づく。イリーナの身体は、失礼にも鎖くさりで椅子に拘束されていた。身体を動かすたび、ちゃりちゃりと耳みみ障ざわりな音がする。

「あら、気がつかれましたの？」

　歌うのをやめたメラリアが、ゆらりと振り向く。メラリアのいた場所の壁かべには、白い長方形の立りつ派ぱな箱が置いてある。腐ふ臭しゆうはあそこから漂ただよってくるらしい。

　長方形の立派な箱と、その周りに飾かざられたいくつもの品々。それは神しん殿でんで育ったイリーナにとってなじみのある光景だった。

（棺ひつぎ……）

　ゆっくりとした足取りで、メラリアがイリーナの方へ向かって歩いてくる。

「メラリアさん、どうしたんですか？　ひょっとして、あいつらに脅おどされているんですか？　もしそうなら……」

　言いかけて口をつぐむ。

　メラリアがそれ以上、言わせなかった。

　凄せい絶ぜつな微笑み、というものがこの世にあるのだとしたら、まさにそれだった。どこから見ても笑っているのに、目はぎらぎらとイリーナを睨みつけている。

　黙だまり込こんだイリーナの肩かたにやせ細った手を置くと、静かにメラリアは言葉を紡つむぎ出した。

「私は自分から、彼らに協力を申し入れたの。私から、大事な宝たから物ものを奪ったあなたたちに復ふく讐しゆうするために……」




　高級なガラスの窓を入れ、部屋の中にいても十分に日が当たるようにした。

　騎き士しを夢ゆめ見みていたこの子イーデイリーの為ために、騎士の鎧よろいを一式作った。

　白い花が病を抑おさえる効果があると聞き、部屋一面に敷き詰めた。

　赤い宝ほう石せきを削けずって飲ませると効果があると聞き、紅石ルビーを買い求めた。

　神殿にも何度も行った。何度も何度も神に祈いのった。

　──だけど、どの方法もあの子を病魔から解とき放ってくれなかった。

　すべてに絶ぜつ望ぼうし、神を呪のろった。

　そんな時だった。あの話を聞いたのは。

「イーディリー、聞いて今度こそ本当よ。すごい薬が手に入るのよ」

　だけど、そのころにはあの子も自分の回かい復ふくが信じられなくなっていた。

「……母さま、もういいよ。僕ぼくはもうすぐ死んじゃうんだ」

　白く白くなった小さな手。

　あの子は、たった八歳さいだった。なのにすべてをあきらめていた。

「ばかね、そんなこと母さまがさせないわ。どんな病でもたちどころに治すという『ユニコーンの角』があればきっと治るわ。大だい丈じよう夫ぶ、分けてもらえるよう、約束をしたの」

　ユニコーンの角がご禁きん制せいの品だということも知っていた。話を持ちかけてきたのがファンドリアの人だということも、暗黒神フアラリスの神官だということも。

　だけど、そんなこと、もうどうでもよかった。

　彼らの頼たのみを聞くだけで、この屋や敷しきに常つねに神官がいてくれた。あの子の具合が悪くなれば、金きん銭せんを要求しないですぐに魔法を使ってくれた。

　どんなに祈いのっても聞いてくれない神さまより、私は、現実に力を貸かしてくれる神さまを選んだ。

「うん。そうだね、きっと治る……」

　ユニコーンの角が手に入る日を待つことで、あの子は少しずつ希望をもっていた。私も今度こそ治るのだと信じていた。




「──それを、その希望を壊こわしたのよ。あなたたちがね」

　この細い手のどこにそんな力があったのかと思うほど強く、メラリアの手はイリーナの肩かたを握にぎり締しめた。

（……そのユニコーンの角って、私たちが保ほ護ごしたユニコーンから取るつもりだったってこと？）

　密みつ猟りよう団だんはオーファン国内でも捕ほ縛ばくと売買を行っていた。メラリアはその顧こ客きやくのひとりだったようだ。

「でも、密猟団は捕とらえられて、ご禁制の品を扱あつかおうとした顧客も何らかの処しよ罰ばつを受けたはずだけど……」

　いつから気が付いていたのか、マウナが横から口を挟はさんだ。

「処罰？　それは私の代わりに買い付けに行ってくれた神官さまが何とかしてくださったわ。私も疑うたがわれているそうだから、自由に出歩けなくなってしまったけれど」

「そりゃ、そうだろうね」

　こちらもいつから気づいていたのか、エキューが冷静に呟つぶやいた。

　その呟きが癇かんに障さわったのか、一気にメラリアの声が高くなる。

「でも、私のどこが悪いの！　私は誰も助けてくれないから、したいことをしただけなのに！　したいことをして……自分の子こ供どもを助けて何が悪いの!!」

　子供を失い、生活の自由を失い、誰にもぶつけられずたまった感情が一気に噴ふん出しゆつした。もうそれしか縋すがるものがないのだろう。メラリアはぎゅっと暗黒神フアラリスの聖印を握り締めた。暗黒神フアラリスの教きよう義ぎは、内ない在ざいする欲よく望ぼうを認みとめる──悪く言えば、自分のしたいようにすればいい──だ。

「メラリアさん……」

　いつも優やさしい笑え顔がおを浮うかべていたメラリアを追い詰つめたのは自分たちなのだろうかと、イリーナは悲しく思った。だが、あのユニコーンにだって生命を守る権けん利りはあったはずだ。ユニコーンは馬に角が生えているだけに見えるが、知ち能のうは高く、精せい霊れい語ごを話し、精霊魔法サイレント・スピリツトを使いこなす。精神性において人間に何ら劣おとる存在ではない。拉ら致ちされたユニコーンの無事を心底心配していた人だっていたのだ。

「でも、もういいの。あなたたちが来てくれたから。これで、すべてうまくいく……」

　ぜいぜいと荒あらい息いきを繰くり返したあと、メラリアはうっとりとした表情を浮かべ白い棺ひつぎの元へ戻っていった。

「ああ、私のかわいいイーディリー。すぐによくなるわ。あのお姉ちゃんが来てくれたから。あの生命いのちをもらうから……」

　棺に縋りつき言葉をかけるメラリアは、月の光に照らされて、皮肉にも聖母のようでとても美しかった。

「……あの生命をもらうから？」

　嫌いやな予感にイリーナたちは眉まゆをひそめた。

　暗黒神フアラリス、娘むすめ、生命。ある言葉を連想させる言葉が並ならぶ。

「それってもしかして……」

（生いけ贄にえ？）

　口にするのも憚はばかられる言葉に思い至いたり、三人は一いつ斉せいに縄なわを解とこうともがき始める。

「くそ、やっぱりあの怒いかりと嘆なげきの精霊たちは復ふく讐しゆうを暗あん示じしていたんだ」

　身体をよじりながらエキューは悔くやしげに言った。

　マウナが〝精霊力感知センス・オーラ〟をしたとき、怒りや嘆きの精霊を感じると告げられたのに、注意しなかったことが悔しい。エキューは傭よう兵へい時代──といっても精霊使いシヤーマンとして目覚めてからだから、イリーナたちに会うまでのほんの短い間だったが──に、同じ状じよう態たいになった仲間を知っていたのだ。その仲間はだまし討うちに遭あった友の仇かたきを取るために傭兵を辞やめた。

「ああ、もう、解ほどけてよう」

　いろいろ聞きたいことや気になることはあるけれど、とにかく動けるようになってからだ。三人はこの場から逃のがれようともがいた。が、よほどしっかりと縛しばってあるのか、まったく緩ゆるまる気配がない。

　がちゃり。

　そんな三人の努力をあざ笑うかのように扉とびらが開く。

「おや、無む駄だにあがいているよ」

　メイドに扮ふんしていたダークエルフの女が部屋にするりと入ってきた。

「アニカ、彼らなりに必死なんですよ」

　クスクス笑いつつ、アニカと呼ばれたダークエルフの女に続いて、執しつ事じに扮していた男が部屋に入ってきた。先ほどは隠かくしていたようだが、黒い長髪が胸むな元もとまで垂たれている。

「まあ、リスリー司祭」

　メラリアが嬉うれしげな声をあげる。

　偽にせ執事の名はリスリーというらしい。中性的な容よう貌ぼうと柔やわらかい物もの腰ごしは、いかにも神しん職しよくにある者の気配だが、神は神でも男は暗黒神フアラリスの司祭だった。リスリーの胸元にも暗黒神フアラリスの聖印がある。

　喜び近寄るメラリアをまったく無視し、リスリーは一直線にもがくイリーナの前へと歩み寄った。

「……ああ、本物のイリーナですね。あなたに会いたかった」

　イリーナの頰ほおを撫なでようと手を伸のばす。

「暗黒司祭！　邪じや悪あく決定です。触さわらないでくださいっ」

　がうっと嚙かみつく勢いきおいでイリーナは拒きよ絶ぜつした。

「ははは、思ったとおりの反はん応のうですね。そうでなくては。でも、それでは私のものにはなってくれないでしょうから、あなたのために用意したプレゼントを受け取って頂いただきますよ」

　いつの間に部屋に入ってきたのか、金髪の娘と、御ぎよ者しやだった男がすすっとリスリーに近づく。その手には大事そうに小さな壺つぼを抱かかえている。

「あ、あの、ちょっと待ってください、リスリーさま。あなたはこの娘を暗黒神フアラリスさまにささげて、願いをかなえてもらうのだとおっしゃってませんでしたか？」

　無む視しされたメラリアは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたが、リスリーとイリーナの間に割わって入り尋たずねた。

「ええ、言いました。それがあなたに何の関係があるんですか？」

　冷たく突き放されて、メラリアの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「なんのって……、その願いでイーディリーを生き返らせてくださるとおっしゃったじゃないですか」

「甦よみがえらせることができるかもしれない、と言っただけです。ああ、そういえば、できなくなりました、とお伝えするのを忘わすれていましたね」

「できなくなった……って、どうしてです?!」

　悲鳴のようなメラリアの声。しかし、それにまったく動じず、リスリーはあくまで流りゆう暢ちように、にこやかに話しつづける。

「組そ織しきの方ほう針しんが暗殺ではなくなったからです。イリーナは生かしたまま活用することになりました。……そう、私の思い通りにね」

（生きたまま活用するって、どういうことだろう）

　てっきり見せしめに殺されるか、メラリアの言うとおり暗黒神フアラリスの供く物もつにされるかのどちらかだと思っていた。生きたまま、というのがよくわからない。

「思い通りって、あの、どういうことですか？　あんなに、あんなにわたくしはあなた方に便べん宜ぎを図って差しあげたのに、どうして……」

　哀あわれなほど取り乱みだして、メラリアはリスリーに詰つめ寄よる。だが、リスリーはその身体からだを手で軽く払はらいのけた。

「それは、あなたがしたくてしたことでしょう？　それに関してはお礼申し上げますよ。ありがとうございました。とても助かりました、とね。でも、それはそれです。恩おんを着せるような言い方はやめていただきたい」

「そ、そんな……」

「我われ々われはそうしろと命じたことは一度もありませんよ？　どうすればいいかと尋ねるあなたに助言はいたしましたが、すべてあなたが勝手にしたことです。そう、……暗黒神フアラリスに入信した時のようにね」

　唇くちびるの角度が違ちがうだけで、こうも厭いやらしい笑えみになるのか。

　イリーナではないが、邪悪と断だん言げんしたくなる笑みを浮かべられ、もともとよくなかったメラリアの顔色が蠟ろうのごとき蒼そう白はくになる。

「ひょっとして……もし暗黒神に願えたとしても、最初からイーディリーを生き返らせる気なんてなかったのね、そうなんでしょう？」

　わなわなと震ふるえつつもリスリーを問い詰めたが、それが限げん界かいだったらしい。

「ええ、あたりまえでしょう。私の望みを叶かなえるに決まっています。暗黒神の教きよう義ぎをお忘れですか？」

　そう言い切られた途と端たん、メラリアはがっくりと床ゆかにくずおれた。

「メラリアさん！」

　思わずイリーナは叫さけんだ。たとえ自分を罠わなにかけた人でも放っておけなかった。

「パギス、メラリア殿どのを丁てい重ちようにお連れしなさい」

「はっ」

　泣き崩くずれるメラリアを、パギスと呼ばれた偽にせ御者が荷物を運ぶかのように無む雑ぞう作さに引きずり連れて行く。とめどなく涙なみだを流し、息子むすこの名を繰くり返し呼ぶメラリアは正気を失いつつあった。

「メラリアさん！　メラリアさん！」

　がたがたと椅い子すを鳴らし、イリーナはメラリアを呼んだ。

　だが、その呼びかけに答えることはなく、雪を搔かき分けるように白い花をその身で搔き分け、メラリアはずるずると部屋の外へ引きずられていった。

「メラリアさんをどうするつもりですか！」

　きっとリスリーを見上げ、イリーナは問うた。

「どうもしませんよ。部屋にいてもらうだけです」

　もう用はありませんからと呟つぶやくと、リスリーは持ってこさせた壺を手にとった。

「さて、お三方。あなたたちは、今まで私たちの仕事の邪じや魔まをさんざんしてくれました。その罪つみは、ただ死を与あたえるだけでは、とうていあがなえそうにありません。そこで、その罪を少しでも感じるならば、私たちのために働いてくれませんか？」

　リスリーは、慇いん懃ぎんな口調で語りかける。

「い、嫌いやよ」

「ファリスは邪悪には屈くつしません」

「罪は感じてない」

　マウナは怯おびえを見せながらも、イリーナはきっぱりと、エキューは無む表ひよう情じように答えた。

　だが、その答えは予想されていたらしい。リスリーは、やれやれと肩かたをすくめると壺つぼの蓋ふたを開けた。開けると、ただでさえ異い臭しゆうがする部屋にさらにきつい鼻をつく匂においが混ざる。

　壺を傾かたむけ、中身を取り出す。

　黒い液えき体たい状じようのそれは刃はに塗ぬられていた毒薬に似にていたが、その密みつ度どが比くらべ物にならないくらい濃こい。蜂はち蜜みつのごとくどろりとするそれを水差しに移うつすと、リスリーはイリーナたちに尋ねた。

「さて、これは何の薬だかわかりますか？」

（毒……?!）

　息を吞のむイリーナに笑いかけ、丁てい寧ねいに説明を始める。

「これは〝ゾンビ・メイカー〟といって、相手の意思を奪うばう薬なんです。ファンドリアに連れ戻もどったら本ほん格かく的に薬くすり漬づけにするとして、それまではこの薬で意思を奪わせてもらいましょう」

　そう言いながら、がきりとイリーナの顎がく関節を摑つかみ口を開けさせると、水差しをそこへ突っ込んだ。

「イリーナ！」

　じたばたとマウナが身をよじるが、拘こう束そくされた身体では何もできない。

「大人しくしていなさい。すぐにあなたにもあげますから」

「い、いらない」

　思わず即そく答とうするマウナだった。

　ぶんぶんと首を振ふり、イリーナはリスリーの手から逃のがれた。口から水差しが外れ、首から胸むな元もとに毒液がべしゃりとこぼれる。

「私はそんな毒に屈しませんっ。ファリスの威い光こうの前には、毒など無む効こうですっ」

　拘束する鎖くさりを引きちぎらんばかりの勢いきおいで、イリーナは叫んだ。しかし、リスリーは気にもとめない様子で、ゆっくりと水差しを拾い上げる。

「ああ、こぼれてしまいましたね。でも心配はいりませんよ。まだ、たっぷりありますからね」

　再びイリーナの顎をめしっと音がするほど摑むと、リスリーは新たな毒液を満たした水差しを突っ込んだ。

「フェス、手伝ってください」

「きゃは、任まかせて」

　金髪の娘フエスが、楽しげにイリーナの鼻を摘つまむ。

「イリーナ、あなたの意思をもってすればいくらか耐たえられるかもしれない」

　息苦しさに耐えかね、イリーナは口こう腔くう内の毒液を飲み込んでしまった。しかし、その目からは意思が失われた様子はない。

「ふふふ、そうでなくては面おも白しろくありません。ですが、あなたの意思を奪うまで、いくらでもその口に薬を注ぎ込ませてもらいます。そう、いつかはきっと耐えられなくなるでしょう。そのときが、あなたがファリス信者である最後のときになるのです」

　イリーナの横で、マウナの口にも同じ毒液が注ぎ込まれる。最初は暴あばれたが、しばらくすると動きがとまった。続いてエキューにも毒液が注がれる。

「まずは、あなたたちを心配してくるであろう、仲間のふたりと戦ってもらいましょう。そのあとラムリアースに行って、私たちのためにユニコーンを捕とらえてもらいます。森林衛えい視し隊たいがやってくるでしょうから、もちろんいつもの装そう備びで戦ってもらって構かまいません。でも、帰りにはあなたの大剣グレートソードを落としてくださいね。世界広しといえども、あなたの剣を扱あつかえる娘むすめがそうそういるとは思いませんからね。間ま違ちがいなく、あなたがしたのだと世間は思ってくれるでしょう」
















　息をする間もないほどの勢いきおいで、どんどん口に毒液が注がれていく。

（ファリスさ……ま……）

　だんだん頭がぼうっとしてくるのは、息苦しいからなのか、それとも毒液の効こう果かなのか。

「ファリスの威い光こうも、オーファンとラムリアースの友好も、木こっ端ぱ微み塵じんに壊こわれるでしょう。ほかならぬ、イリーナ、あなたの手によって」

　リスリーがいとおしげにイリーナの頰ほおを撫なでた。空になった水差しを毒液で満たし、再さい度どイリーナの口に含ふくませようとして、その動作が止まる。

「……おや、もうおかわりは必要なくなりましたか？　意外に早かったですね」

　覗のぞきこまれたイリーナの瞳ひとみは、ガラスでできた球のごとく、ただ光を反はん射しやするばかりだった──。







　──　六　──




「自分の鎧よろいを着な」

　前にいるダークエルフの女アニカの指し示じに従したがって、イリーナは鎧を手にとった。

　かちり、かちりと順に留とめ金を留めていく。鎧を身につける度たびに感じていた高こう揚よう感はなく、すべてのことが薄うすい壁かべの向こうで行われているようで現げん実じつ感がない。

「これが、あのファリスの鉄てつ塊かい娘むすめとはね。さすがあの薬はよく効きくねぇ」

〝ゾンビ・メイカー〟は、栽さい培ばいの難むずかしい白い花から採とれる薬だ。だからあまりおいそれとは使えない。だが、その効果は覿てき面めんで、薬を飲ませ時間をかけて暗示をかけると従じゆう順じゆんな奴ど隷れいが出来上がる。

　鎧を身に着け終わり、次の指示を貰もらうまで立ちつくすイリーナを見て、アニカは鼻で嗤わらうと、くいと顎あごで屋や敷しきの外を指した。

「すんだら、あたいの後についてきな。この屋敷にもう用はない。撤てつ収しゆうを手伝うんだ」

「はい……」

　うつろな声で返事をすると、イリーナはアニカの後を追って屋敷の外へと向かった。

　長かった夜は明けようとしていた。

　黎れい明めいの空に星たちは次々と光を失い、朱しゆ色と紺こん色の空は次し第だいにその割わり合あいを変えていく。

　屋敷の外では、すでに武ぶ装そうを終えたエキューとマウナが黙もく々もくと、それこそ機械のように荷馬車に荷物を積み込んでいた。

「ああイリーナ、来ましたね。私は一足先に国こつ境きように行っていますから、あとでお友達と一いつ緒しよにいらっしゃい」

「はい……」

　返事をするイリーナを軽く抱だきしめると、リスリーはひらりと一頭の馬に乗った。

「では、パギス。後のことは任せたぞ。ここで失敗すれば、次はないと思え」

　イリーナに向けるのとは違う冷え冷えとした声で、リスリーはパギスに命令する。

「は、はいっ。必ずやご期待に添そえるよう努力いたします」

「森の遺い跡せきで死んだ役立たずのように、私やほかの方々を失望させないように」

　そう言い捨すてると、リスリーは山道を下っていった。

　それを見送ったパギスが、憎にく々にくしげにイリーナを蹴ける。

「お前らのせいで、俺たちの生命いのちがやばいんだよ。ほら、さっさとしねえか」

　蹴られたイリーナはびくともせずに、荷物を運び続ける。

「きゃは、コイツら本当に人形みたい。そうだ、あのおばさんはどうしろって？」

　金きん髪ぱつのフェスがアニカに問う。

「メラリア・ヴァルサス？　国境を抜ぬけるまで、せいぜい利用させてもらうよ。しゃぶり尽つくしたから金も何もないだろうけど、オーファンの貴き族ぞくのひとりを連れているなら、少しは厄やつ介かいごとを回かい避ひできるだろうし。でも、おかしなことをしたら別に殺して構わないよ」

「ふーん。じゃあ、もう殺しちゃおうよ。別にいいじゃん、うっとおしいだけだし」

「しっ」

　アニカの耳が物音を捉とらえる。

「誰か来る」

「こいつらの仲間が探さがしに来たのかな？」

「時間的に早すぎるけど、全速力でやってくる荷馬車みたいだから、間ま違ちがいないだろうね。あたいたちは中に入って待つとしよう」

　アニカはイリーナたちの前に立つと、坂の下を指差した。

「あっちから敵てきが来るよ」

「敵……」

「なるべく捕つかまえな。ま、無理なら殺しても構かまわないけど」

「はい……」

　命令に従って、イリーナは大剣グレートソードを、エキューは槍やりを、マウナは長弓をそれぞれ構えた。

「きゃは、楽しそう。がんばってね」

「はい……」

　アニカとフェスが屋敷に入るのとほぼ同時に、敵を乗せた荷馬車が坂を登ってきた。







（敵……。荷馬車に乗った男がふたり、近づいてくる）




　イリーナの意い識しきは薬によって閉とじ込こめられていて、個こ人じんの区別などつかない。




「やれやれ、無事だったようですな」

「まったく、人ひと騒さわがせな」

　三人の姿すがたを確かく認にんすると、ヒースとバスはほっと安あん堵どの息をついた。手た綱づなを引き馬ば脚きやくを鈍にぶらせる。夜通し荷馬車を走らせてきたため、さすがにくたびれた。

「おおい、何かあったのか？　引越しするみたいに荷物が散らかっているが」




（敵、敵、敵。捕とらえる、捕らえる、捕らえる）




　ただ、命令に従ってイリーナたちは歩を進める。

　一向に話さず、武器を構えたまま近づいてくるイリーナたちを見て、さすがにヒースとバスはおかしいと感じた。

「……偽にせ者もの、ではありませんな」

「ああ。あのごつ重い鎧よろいはイリーナしか着れん」

　荷馬車から降おり身構える。バスが前に立ち、魔術師ソーサラーのヒースを庇かばう。




（捕らえる、捕らえる、捕らえる）




　マウナの弓から矢が放たれる。矢は外れたが、攻こう撃げきされたのには変わりない。

「どわっ。何をするんだ、この半分エルフ！」

「待ちなされ。どうも様子が変ですぞ」

　マウナに続き、エキューものっそりと攻撃の構えに移うつる。

「おいおい、何の冗じよう談だんだ」

　軽口を叩たたくヒースの頰ほおに、冷や汗あせがたれる。

「そういえば聞いたことがあります。相手の意思を奪うばい、思い通りに操あやつる薬があると」

「なんだと?!　そんなもの、俺は知らんぞ」

「盗賊シーフの秘ひ薬やくですからな」

　バスは苦く笑しよう混まじりに答えた。呟つぶやきながら、突つき出されたエキューの槍を避よける。




（捕らえる、捕らえる。なるべく殺さない。捕らえる）




　イリーナはまだ攻撃できなかった。自分が攻撃しては、敵を殺しかねないからだ。

　一方、イリーナが動かないことで、ヒースたちはなんとか耐たえることができていた。だが、イリーナとていつ動き出すかわからない。マウナやエキューの攻撃なら、まだ何とか耐えられるかもしれないが、さすがにイリーナの攻撃は……考えるだに恐おそろしい。

「お、おい、バス。マジでやばいぞ。元に戻もどす方法はないのか?!」

　ヒースの声に焦あせりがみえる。

「毒薬ですから、神しん聖せい魔法の〝解毒キユアー・ポイズン〟や、精霊魔法の〝健康回復レストア・ヘルス〟でどうにかなると思いますが、あいにくとワタクシは〝解毒キユアー・ポイズン〟は使えません」

　どちらか一方でも構わないのに、使える両名──イリーナとマウナ──が毒にやられてしまっている。

「他には?!」

「もっと簡かん単たんな治ち療りよう法があったように思うのですが、思い出せません」

　再びエキューの攻撃を避け、バスは自分に攻撃をひきつける。いっそのこと攻撃に転じて押おさえ込もうかと思ったが、相手は素す早ばやいエキューだ。押さえ込めなければ、ヒースに攻撃の矛ほこ先さきを変えるかもしれない。その可か能のう性せいがある限かぎり、ひたすらひきつけ攻撃をかわしつづけるのが最良の策さくだろう。

「ああん、もう、まどろっこしい。やっちゃえ！」

　屋や敷しきの玄げん関かんポーチにあらわれたフェスが、そう叫さけぶと共に〝魔法抵抗カウンター・マジツク〟の魔法をイリーナに放った。




（やっちゃえ、やっちゃえ）




　フェスの声に反はん応のうして、ぴくりとイリーナが動く。

「なっ、何てことするんだ。あの女！」

　今まさに〝麻痺パラライズ〟の魔法をイリーナに放とうとしていたヒースが、硬こう直ちよくする。

　魔法は、強い心で抵てい抗こうされればその効果を失う。完全に失わなくても、威い力りよくは格かく段だんに落ちてしまう。フェスが使った〝魔法抵抗カウンター・マジツク〟は、その抵抗する力を強める魔法だ。魔術師であるヒースには当然、その魔法がどんな効果をもたらすかわかっていた。

「きゃはは。なっかまわれ、なっかまわれ」

　ぴょんぴょん跳はねながら、囃はやしたてる。

「お前らが仕組んどいて、何を言ってんだ！」

「ああ、生意気～。ほら、ちゃっちゃと殺しちゃってよ」




（殺す、殺す、殺す）




　イリーナは動き出し大剣グレートソードを構える。

　ヒースはダメ元で〝麻痺パラライズ〟を使ったが、イリーナが動きを止めた様子はなかった。

「〝麻痺パラライズ〟もダメなら、〝弱体化ウイークネス〟もダメだろう。一体どうすればいいんだ」

　できれば後ろの諸しよ悪あくの根こん源げんを何とかしたいが、それよりもまず目の前に迫せまった生命の危き機きを何とかせねばなるまい。あとひと呼こ吸きゆうでイリーナはヒースとバスに接せつ敵てきする。さすがにふたりの攻こう撃げきをバスひとりでひきつけるのは難むずかしい、というより無理だ。




（殺す、殺す、殺す、殺す、殺す、殺す）




　がしょん、がしょん、がしょん。

　いつもからかいのネタにしている、イリーナの歩みに合わせて響ひびく金属鎧メタル・アーマーの音。今は、これほど恐おそろしいものはなかった。

「！　精せい神しんや身体に強い衝しよう撃げきを与あたえると、正気に返ることがあるはずですぞ！」

　頭の中を引っ搔かき回し、なんとかバスは新しい情じよう報ほうを思い出した。

「〝闇霊シエイド〟が使えるのも、敵側に行っちまってるぞ?!」

〝闇霊シエイド〟は精神に衝撃を与える精せい霊れい魔法だ。あいにくと精霊魔法はマウナとエキューしか使えない。

　再ふたたび攻撃してきたエキューの槍やりを避よける。

「きゃは。あ、そーれ！」

　フェスが今度はエキューに〝魔法抵抗カウンター・マジツク〟を唱えた。

「あンの、クソアマ[image: ][image: ][image: ]」

　それを見てヒースが唸うなる。

　せめてエキューの動きでも止めようと唱えた〝麻痺パラライズ〟の呪じゆ文もんも、効こう果かを表さなかった。

「なぶってやがるのかよっ」

　どうせ同じ魔法を使うならまとめて使えばよいものを、ひとりひとりこちらの望みを断たつように使う、その厭いやらしいやり方にヒースの口調もどんどん悪くなる。

　そうこうしているうち、とうとうイリーナがヒースとバスの前にたどり着いた。

「殺す！」

　ぶうんっ。

　ギロチンの刃のごとく、イリーナの大剣グレートソードが空を切る。

「！　！　！」

　バスだけでなく、バスの背はい後ごに庇かばわれたヒースも、はずれたとはいえ、そのあまりの迫はく力りよくに全身から冷や汗あせが滝たきのように流れ落ちる。

「お、俺は、初めてイリーナの敵になったやつらを可哀かわい想そうに思ったヨ」

「ワタクシもです」

　思わず棒ぼう立だちになった瞬しゆん間かん、エキューの鋭するどい槍がバスを襲った。

「がっ」

　刺さされたバスのわき腹ばらから、鮮せん血けつが流れる。

「バスっ！」

「ヒース、前に出てはダメです。イリーナが……！」

　言い終わらないうちに、イリーナの二撃目がくる。このまま行けば、ヒースの胴どうに確かく実じつに当たるだろう。

「ころぉす!!」

「…………」

　ヒースは瞬間的に今までのさまざまなことを思い出した。

　ハーフェン導どう師しに出会って魔ま術じゆつ師しギルドに連れて行ってもらったこと。

《青い小鳩亭》で仲間と知り合ったこと。

　死神騎士デユラハンと戦ったときのこと──。

　これが走そう馬ま灯とうというやつか、と思った瞬間、どんっと横から押された。

「バスっ?!」

　バスがヒースとイリーナの間に割り込み、手にした戦斧バトルアツクスで重戦車に等しいといわれるイリーナの攻撃を受け止めた。が、やはりすごい衝撃だったらしく、がくりと片かた足あしをつく。

「大だい丈じよう夫ぶか、バス！」

「な、なんとかしてくだされ。もう、もちませんぞ！」

　屋や敷しきの方では、玄げん関かんポーチでは物足りなかったのか、より近くで見ようと、フェスが幌ほろ付つき馬車の前まで移い動どうしていた。

　それを見た途と端たん、ヒースの脳のう裏りにひとつの魔法が浮かぶ。

「そうだ！　アレなら身体からだにも……精神こころにも強い衝撃がある！」

　あんまりといえばあんまりな作戦だが、このままでは確実に自分とバスは仲間に殺される。それならば、とヒースは覚かく悟ごを決めた。

　片足をつきながら、必死にエキューの攻撃をいなすバスは、ヒースにすべてを任まかせることにした。死ぬかもしれない。いや、また素す晴ばらしいサーガを知る瞬間に立ち会えたのだ……、と思い込むことにする。

「〝魔法抵抗カウンター・マジツク〟をイリーナに使ったことを後こう悔かいさせてやるぜ」

　複ふく雑ざつな身み振ぶりで古代語魔法を完成させる。

「〝万ばん物ぶつの根こん源げん、万ばん能のうの力。電光となりて迸ほとばしれ！〟」

「ころ……！」
















　今、まさに倒たおれたバスを踏ふみ越こえようとしていたイリーナの目の前に、すさまじい雷らい球きゆうが生じる。

　ばちばちばちっ。

　紫し電でんを放つそれは、雷いかずちの槍となって金属鎧メタル・アーマーで身を包んだイリーナを弾はじき飛ばし、そのまま幌馬車の前にいたフェスへと襲いかかる。

「これで、どうだっ?!」

　ヒースが起死回生の一撃に選んだのは、〝稲妻ライトニング〟の魔法だった。

　バスは〝稲妻ライトニング〟を超ちよう至し近きん距きよ離りで見たせいで、しばらく目が眩くらんでしまった。あまりの衝しよう撃げきに耳もおかしい。

　視し力りよくが戻ってくると、直撃を食らったイリーナが仁に王おう立だちのまま、びくんびくんと痙けい攣れんを起こしているのが、まず見えた。続いて、ばちっばちっとどこかで鳴る音が聞こえてくる。

　呆ぼう然ぜんと、バスは辺りを見やる。

　幌付きの馬車は見事なまでにぶっ壊こわれ、金きん髪ぱつの娘が地面に倒れ伏していた。〝稲妻ライトニング〟は、そのまま屋敷の玄関も破は壊かいしており、そこに潜ひそんでいたらしきふたつの人ひと影かげが、よろよろと瓦が礫れきの中から這はい出している。

「……鬼おにですな、アナタは」

　間一髪を助けてもらって言う台詞せりふではないと思ったが、それ以外の言葉をバスは思いつかなかった。

「ほら、イリーナ思い出せ。雷いかずち付ふ与よの魔法だ！」

　そんな魔法はない。

「前のときも痛いたかったろう！」

　必死にヒースはイリーナに話しかける。

　そう。初めて〝稲妻ライトニング〟を使ったとき、どのくらいの威い力りよくの魔法かきちんと把は握あくせずに使ったせいで、目の前にいたイリーナを巻まき込こんでしまったのだ。

「前にもしたことがあるのですか?!　むむむ、なんと仲間に厳きびしい」

　戦う相手がひとり減へり、楽になったバスが思わず茶々を入れる。わき腹ばらに手を添そえ、〝癒しキユアー・ウーンズ〟の魔法をつかって自分の傷きずを癒いやした。

「目を覚ませ、イリーナ!!」

「イリーナ!!」

　イリーナを呼ぶヒースとバスの声が、静かな朝の森に響ひびいた。




（い、痛い、痛い、いた、いたた……！！！！）

〝稲妻ライトニング〟をくらった直後、イリーナの頭は真っ白になり、全身を強い痛みが襲った。

「ほら、イリーナ思い出せ。雷いかずち付ふ与よの魔法だ！」

　目の前の男の人が叫んでいる。

　いや、違う。アレは敵てきのはず。

　敵。……敵？　本当に？

「前のときも痛かったろう！」

　痛かった。

　即そく座ざに身体が反応する刺激。確たしか、そう、前にも……。

　前？　前っていつ？

　途と切ぎれていた体中のすべての感覚が、感情が、記き憶おくが、堰せきを切ったように溢あふれ出す。

　焦こげ臭くさい、痺しびれる、動けない。

　熱い、煙けむい、許ゆるせない。

（すまんって、初めて使ったから間ま違ちがえたって……）

　謝あやまる男の姿すがた。いつか見たことのある光景がイリーナの脳のう裏りをよぎる。

　あの男の人は、誰？

「ひ、……スに……」

「目を覚ませ、イリーナ!!」

　ヒースが呼びかけている。

「イリーナ!!」

　バスも呼んでいる。

（また、ヒース兄さんの仕し業わざなのっ?!）

　猛もう烈れつな怒いかりに、イリーナの世界を覆おおっていた薄うすい壁が唐とう突とつに消え失うせた。

「痛いじゃないですかっ、ヒース兄さん!!　何するんですかっ！　もう『初めてだから』って言い訳わけは聞かないですからねっ！」

　目にしっかりとした意思を持ち、イリーナは大剣グレートソードを振りかぶる。

　振り下ろす先に立つのは、長髪の魔術師ソーサラー。

「待て、落ち着け、イリーナ！　恨うらみ言ならあとでいくらでも聞いてやる。だから聞け！　お前の敵は、誰だ?!」

　ヒースの薄金色の髪かみが数本、切れてはらりと落ちた。

「……私の、敵」

　寸すん止どめした大剣グレートソードを片かた手てで軽々と引き戻もどすと、イリーナはくるりと身体からだの向きを変える。

　ぎっと睨にらむは、屋や敷しきの前にいる三人の男女。彼らに向かって全力で駆かけていく。

「暗黒神フアラリスの信者。……汝なんじらは邪じや悪あくなりっ！」

　振ふりかぶる大剣グレートソード。

　ファリスの猛もう女じよは、再ふたたび、その意思を取り戻した。




　イリーナが正気に戻れば、あとは簡かん単たんだった。

　効こう果かは凶きよう悪あくだが〝ゾンビ・メイカー〟はそれほど強い毒ではない。イリーナの〝解毒キユアー・ポイズン〟で、あっさりエキューとマウナは正気を取り戻した。

「人の弱味につけ込むなんて、ゆるせませんっ。ファリスの精せい神しん鍛たん錬れん室しつで、心の邪悪が消えるまで修しゆ行ぎようをしてきなさいっ!!」

　先に戻ったリスリー以外、暗黒神の信者一味は、すべて捕とらえることができた。

　日が中天を過ぎた頃ころ、ヒースとバスが手配しておいた王国の警けい備び兵へいが応おう援えんに駆けつけた。昼前になっても自分たちから何の連絡もなかった場合、出動してくれるよう頼たのんでいたのだ。

　捕らえた三人の暗黒神フアラリスの信者一味を警備兵に引き渡わたす。メラリア・ヴァルサスも、逃のがれることはできなかった。

　細い細い身体が、護ご送そう用の馬車に乗せられていく。

（メラリアさん……）

　どう声をかけていいかわからず、イリーナは立ち尽つくした。

「……イリーナさん」

　ぴたりと足を止め、メラリアはしっかりとイリーナを見た。

「はい」

　何を言われても受け止めようと、イリーナは真しん摯しに見つめかえす。

「……私は息子むすこの生命いのちを守りたかった。その願いを叶かなえてくれるなら、暗黒神フアラリスにだって帰き依えできました。自由にしていい、自由に望んでいいといわれ、これで何の気き兼がねなく、息子に最さい善ぜんのことをしてやれると思ったんです」

　メラリアは、先に馬車に乗せられた暗黒神の信者を哀かなしげな眼まな差ざしで見た。

「はい」

「きっと彼らも、動機は違っても同じ思いだったでしょう。自分を含ふくめ、何かのために自由になりたい、と。でも、実じつ際さいは違った。自由なんてなかったし、……何も得られなかった。好き勝手に振ふる舞まっているように見えても、結局は上からの命に従したがい、怯おびえながら仕事をこなしている人もいました」

　メラリアは、再びイリーナに目を向けた。以前と変わらぬ紺こん碧ぺきの瞳ひとみが、イリーナの姿すがたを映うつす。

「どこが今までと違ちがうんでしょう？　犯はん罪ざいを犯おかすことが自由だったんでしょうか？　自由という名の、まるで見えない檻おりに自ら繫つながれにいった気分です」

　何の邪じや気きも感じられない、純じゆん粋すいな疑ぎ問もん。

「……法を破やぶることが、必ず自由に繫がるとは私には思えません」

　イリーナが答えられたのはこれだけだった。

（父さんやガルガドさんなら、きっともっと何か伝えてあげられただろうに……！）

　自分より高位の神しん職しよくにあるふたりを思い、イリーナは自分の至いたらなさに歯は嚙がみした。

　警備兵に背せを押おされ、メラリアは馬車へ乗せられていく。

「メラリアさん」

　呼びかけたものの、やっぱり何も言えなくて、イリーナはただメラリアを見つめ続けた。

　最後にメラリアは、くすりと微笑ほほえみ呟つぶやいた。

「自分のしたいことをするのが自由。自分のしたいことに正直なのが自由。……イリーナさん、私には、あなたがここにいた誰よりも自由な人に見えました」

「さあ、早く乗りなさい」

　警備兵がメラリアを馬車に押し込む。

　遠ざかる馬車を、イリーナは見えなくなるまで見送った──。







　──　エピローグ　──







「ごめんなさいっ、ヒース兄さんっっ」

　ファンの《青い小鳩亭》に、イリーナの声が響ひびき渡わたる。

「…………」

　机つくえにかじりつき、ヒースはやけ酒をあおっていた。

　ヒースは、あの日イリーナたちを助けに行ったおかげで、講こう座ざをひとつ落としてしまったのだ。たったひとつ足りなかったおかげで、ヒースは導どう師しの資し格かくをとり損そこねた。

「もう許ゆるしてあげてよ。焼鳥でも何でも今日はおごりにしてあげるから」

　同じく助けられたマウナが、精せい一いつ杯ぱいのサービスをする。

「いいんだ。さよなら、俺様の導師用長衣ローブ」

　どうやら導師になったら着ようと、新しい長衣を注文していたらしい。

「それにしても、怖こわい毒もあったもんだね」

　エキューがしみじみ呟く。

　それを聞きつけて、バスがにこやかに話しだす。

「そうそう、あの薬のもうひとつの解げ毒どく方法を、やっと思い出しましたぞ。あの薬は魔法薬なので〝魔法解除デイスペル・マジツク〟でも解くことができたのです。それに精神に働きかけているのですから、〝静心サニテイ〟やワタクシの歌でもよかったんですな。いや、うっかりしておりました」

　ほっほっほと笑いながらリュートを手に取り、弦げんを爪つま弾びく。

「あ、聞いたことない曲です。新作ですか？」

　バスの話を聞いて、ますますヒースが滅め入いってしまったので、話をそらそうとイリーナはめいっぱい明るく尋たずねた。

「はい。披ひ露ろうしてもよろしいかな？」

「どうぞ、どうぞ」

「わー、楽しみー」

　マウナもエキューも盛もり上げる。

「では、『伝説の魔法、雷いかずち付ふ与よ』の物語。どうぞ、ご静せい聴ちようくださいませ」

　ぼろろんとリュートを搔かき鳴らし、頭を下げたバスめがけて、

「静聴、できるか[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　イリーナの拳こぶしが振ふり降おろされた。







　ぎゃっぎゃっ。

　相変わらず、不気味な声が響く。

　薄うす暗ぐらい部屋に、四つの人ひと影かげが揃そろっていた。

「……ということなのです」

　女じよ性せい的な話し方をする男──リスリーは、組そ織しきのほかの指導者に弁べん明めいしていた。

「結局、捕とらえることもできませなんだな」

　からかうような老人の声。

「せめて殺してくださればよかったのに」

　責せめる女の声。

「申し訳わけありません。ですが……」

　小さな明かりが灯ともっているのに、リスリーは暗くら闇やみの中にいる気がした。いつもは暗闇でこそ落ち着けたのに、今はただ不安にさいなまれている。

　──失敗する者はいらない。

　そんな傲ごう慢まんさが許ゆるされる場所なのだ、ここは。

　だからこそ、自由に高みを目指せる。

　だからこそ、弱きものは強きものを目指す。

　我がを通すには、通せるほど強くなければならない。誰も、退ひくことをしないから。

　なのに。

　なのに、自分は失敗してしまった。

　失敗すること。それは、弱味だ。

　弱ったものには獣ひとが喰くらいつき、引きずり落とす──。

　ぎゃぎゃっ。

　ひときわ大きな声をあげ、不気味な声と羽音が響く。大きく明かりが揺ゆらいだかと思うと、部屋から人影がひとつ消えうせた。

「今回の騒動で、彼らの弱味が見えました」

　ひとりの気配が消えたことなど、まるきり気にせず話は進む。

「そうじゃな。自分たちには厳きびしいくせに、一度味方と思ったものにはとことん甘あまい。付け入る隙すきはありそうじゃ」

　にんまり嗤わらう老人の顔が見えそうな、楽しげな声。

「オーファンの密みつ偵ていに目は付けられましたが、〝顔のないクランズ〟は無事、オーファン国内に入れたようです」

　しばしの沈ちん黙もく。みな、男の決けつ断だんを待っているのだ。

「よし。では彼らを向かわせよう。〝顔のないクランズ〟ならば、見事やつらを屠ほふってくれるにちがいない」

　低い声が闇に響いた。

　ゆらりと立ち上がり、一同は静かに頷うなずく。

「首を洗あらって待っておれ」





〈了〉









　　　解説





清松みゆき　　






「ソード・ワールド短編集」をお届けします。四人の著ちよ者しやによる四つの冒ぼう険けん譚たんですが、今回は、比ひ較かく的てきフレッシュなメンバーを揃そろえました。各話サブタイトルでおわかりいただけるかと思いますが、テーマとして、「ソード・ワールドＲＰＧ」を形作るさまざまな立場や役やく割わりを設定してあります。各著者には、それに正面から向き合う形で作品を書いてもらい、一冊としました。




　一作目「愛があれば大丈夫」は、神しん官かんをテーマとした作品です。一人の少女の葛かつ藤とうと成長、そして、彼女を導みちびく神の啓けい示じという状況が、コミカルな文章で綴つづられます。ゲームでは経験点１０００点を消費して獲かく得とくするプリースト技ぎ能のう１レベルですが、世界の中では、それがどういうものであるのか、その一つの例れい示じとなると思います。

　藤ふじ澤さわさなえという著者の名は、初めて目にする読者のかたがほとんどと思われます（グループＳＮＥホームページでちらりと目にしたかたもいるかもしれません）。公おおやけに発表する作品では、これが処しよ女じよ作となる人物ですが、彼女には、この作品に留とどまらず、これからの「ソード・ワールドＲＰＧ」展開において、一つの大役を担になってもらうことになっています。近日中にお目見えすることになりますので、是ぜ非ひともそちらの作品もよろしくお願いします。




　二作目は、先日よりＳＮＥに参加してもらうことになった秋口ぎぐるの作品です。「ギルドの掟おきて」というタイトルが示すように、盗とう賊ぞくギルドとそれに属ぞくする盗賊たちを主しゆ題だいにした作品です。騙だまし合い、騙され合い、お人ひと好よしはバカを見る。そんな盗賊たちの世界で、したたかに生きていく者たちの姿が描き出されます。

「自分」を確かく立りつできない年代と立場にもがきながら、主人公は、決して器き用ようとは言えない方法で、それを乗り越こえます。そして、自分自身に痛みを一つ刻きざんで、もの悲しさと微笑ほほえましさが同居するラストシーンを迎むかえます。

「粛しゆく正せいプラトニック」シリーズ（富士見ファンタジア文庫）、「ショットガン刑事デカ」シリーズ（富士見ミステリー文庫）など、これまでの秋口作品を読んできた人からすれば、きわめてオーソドックスな作品です。著者の懐ふところの深さを示すと同時に、そうした人に逆ぎやくに新鮮さも感じさせるものになっているのではないでしょうか。




　三作目は、新リプレイシリーズ（ヘッポコーズ）が佳か境きように入った秋田みやびの作品。「ひとひらの歴史」です。前々短編集（『冒険の夜に翔とべ！』）に収録された彼女自身の作品「季節の巡めぐるたびごとに」に登場したパーティーを使用したものですが、これの後ご日じつ談だんではなく、前日談にあたり、「季節の巡るたびごとに」で、しょっぱなわずか一行で殺された（笑）、故こ〝サイレンス〟氏の勇ゆう姿しなど確認することができます。まったく、惜おしい人を亡なくしたものだ。

　魔法王国ラムリアースを舞ぶ台たいに、賢けん者じやの学院内における魔ま術じゆつ師したちを題だい材ざいにしたものです。気づく人は気づけと、さらりと流していますが、ヘッポコーズの一エピソードにも繫つながっていくものとなっています。

　初しよ稿こう、編へん者じやが薄うすめないと、さらりとブラックなラストになっていたとのこと。そりゃあ、最後の本、著者の「享きよう年ねん」書いちゃダメだと、わたしも思うところです。何となく、エキューのごとく「死ぬときは死ぬよね」などとあっけらかんと口にし始めるのではないかと、疑うたがい始める今日この頃だったりして（笑）。




　最後の作品は、前短編集（『踊おどれ！　へっぽこ大だい祭さい典てん』）でデビューした篠しの谷たに志し乃のによる「狙ねらわれたヘッポコーズ」で、これが表ひよう題だい作さくとなります。タイトルの通り、ヘッポコーズを題材にしたもので、神官・盗賊・魔術師ときて、まとめる意味で、冒ぼう険けん者しやという括くくりで書いてもらいました（精霊使いや戦士、あるいは、その他の職業についてはまた今度）。

　へっぽこと呼ばれながらも、幾いく多たの冒険をこなし、名声を築きずいてきたヘッポコーズですが、それは、同時に生命などを狙われる危険が増えたことを意味します。冒険者レベル＝英えい雄ゆうレベルは、相そう応おうのリスクの上に成なり立っているのです。

　物語は、ヘッポコーズが迎えうる、最悪の状況へと展開していき、読んでいて、生きた心地ここちがしなくなること請うけ合いです（ゲームをしている人なら特に）。ドキドキとハラハラをお楽しみください。




　四人中三人が女流作家と、なんだかますます女性化が進行してしまった、ソード・ワールド短編集ですが（笑）、これからも、共有世界シエアード・ワールドという、特とく異いな形けい態たいを生かして続いていきます。さまざまな著者が手がけ、さまざまなテーマと仕し掛かけを凝こらすことにより、さまざまな味わいを読者の皆みなさんに提てい供きようしていけるでしょう。ご期き待たいください。







データ・セクション







愛があれば大だい丈じよう夫ぶ




【キャラクター】




ニニ（ドワーフ、女、14歳さい）


　器き用よう度ど16（＋２）　　敏びん捷しよう度ど８（＋１）　　知ち力りよく６（＋１）　　筋きん力りよく19（＋３）

　生せい命めい力りよく20（＋３）　　精せい神しん力りよく20（＋３）




　保ほ有ゆう技ぎ能のう：プリースト（マーファ）１




　冒ぼう険けん者しやレベル：１

　生命力抵てい抗こう力りよく４　　精神力抵抗力４




　武ぶ器き：なし　　攻こう撃げき力りよく０　　打だ撃げき力りよく０　　追つい加かダメージ０

　　盾たて：なし　　回かい避ひ力りよく０

　　鎧よろい：なし　　防ぼう御ぎよ力りよく０　　ダメージ減げん少しよう１

　魔ま法ほう：神しん聖せい魔法１レベル（マーファ）　　魔力２

＊言げん語ご：（会話）共通語、東とう方ほう語ご

　　　　（読文）東方語




　＊ニニは生まれて間もなく神しん殿でんに引き取られたので、東方語を母国語としています






セギー（人間、男、15歳）


　器用度16（＋２）　　敏捷度18（＋３）　　知力16（＋２）　　筋力11（＋１）

　生命力９（＋１）　　精神力13（＋２）




　保有技能：プリースト（マーファ）１、ファイター１




　冒険者レベル：１

　生命力抵抗力２　　精神力抵抗力３




　武器：ライトメイス（必要筋力11）　　攻撃力３　　打撃力11　　追加ダメージ２

　　盾：なし　　＊回避力１

　　鎧：チェインメイル（必要筋力14）　　防御力14　　ダメージ減少１

　魔法：神聖魔法１レベル（マーファ）　　魔力３

　言語：（会話）共通語、東方語

　　　　（読文）共通語、東方語




　＊鎧の作りが悪く、また、重すぎるために悪影えい響きようを受けています






ラフィーサ（人間、女、19歳）


　器用度17　　敏捷度13　　知力11　　筋力15

　生命力14　　精神力16




　保有技能：プリースト（マーファ）２、ファイター３




　冒険者レベル：３

　生命力抵抗力５　　精神力抵抗力５




　武器：ヘビーメイス（必要筋力15）　　攻撃力５　　打撃力15　　追加ダメージ５

　　盾：スモールシールド　　回避力６

　　鎧：リングメイル（必要筋力12）　　防御力12　　ダメージ減少３

　魔法：神聖魔法２レベル（マーファ）　　魔力３

　言語：（会話）共通語、東方語

　　　　（読文）東方語









ギルドの掟おきて




【キャラクター】




ウェイン（人間、男、17歳）


　器用度15（＋２）　　敏捷度14（＋２）　　知力15（＋２）　　筋力12（＋２）

　生命力12（＋２）　　精神力14（＋２）




　保有技能：シーフ２、ソーサラー１、セージ１




　冒険者レベル：２




　武器：＊ダガー（必要筋力６）　　攻撃力４　　打撃力６　　追加ダメージ４

　　盾：なし　　回避力４

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー（必要筋力６）　　防御力６　　ダメージ減少２

　魔法：古代語魔法１レベル　　魔力３

　言語：（会話）共通語、西せい方ほう語ご、下か位い古こ代だい語ご

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語、東方語




　＊魔法の発動体としての力を持っています






キーラ（人間、女、19歳）


　器用度16（＋２）　　敏捷度16（＋２）　　知力12（＋２）　　筋力13（＋２）

　生命力16（＋２）　　精神力17（＋２）




　保有技能：ファイター３、シーフ１、セージ１




　冒険者レベル：３




　武器：レイピア（必要筋力13）　　攻撃力５　　打撃力13　　追加ダメージ５

　　盾：なし　　回避力５

　　鎧：ハード・レザー・アーマー（必要筋力13）　　防御力13　　ダメージ減少３

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






コンロイ（人間、男、18歳）


　器用度18（＋３）　　敏捷度13（＋２）　　知力10（＋１）　　筋力17（＋２）

　生命力15（＋２）　　精神力11（＋１）




　保有技能：シーフ２、セージ１、マーチャント３




　冒険者レベル：２




　武器：ブロードソード（必要筋力９）　　攻撃力５　　打撃力９　　追加ダメージ４

　　盾：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力５

　　鎧：ハード・レザー・アーマー（必要筋力９）　　防御力９　　ダメージ減少２

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）西方語






ジル（ハーフエルフ、女、44歳）


　器用度17（＋２）　　敏捷度18（＋３）　　知力19（＋３）　　筋力９（＋１）

　生命力10（＋１）　　精神力17（＋２）




　保有技能：シャーマン４、シーフ３




　冒険者レベル：４




　武器：ダガー（必要筋力５）　　攻撃力５　　打撃力５　　追加ダメージ４

　　盾：なし　　回避力６

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー（必要筋力５）　　防御力５　　ダメージ減少４

　魔法：精霊魔法４レベル　　魔力７

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語









ひとひらの歴史




【キャラクター】




パオラ・モニーク（人間、女、21歳）


　器用度10（＋１）　　敏捷度16（＋２）　　知力19（＋３）　　筋力11（＋１）

　生命力12（＋２）　　精神力16（＋２）




　保有技能：ソーサラー３、セージ２




　冒険者レベル：３

　生命力抵抗力５　　精神力抵抗力５




　武器：なし　　攻撃力０　　打撃力０　　追加ダメージ０

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：クロース・アーマー（必要筋力３）　　防御力３　　ダメージ減少３

　魔法：古代語魔法３レベル　　魔力６

　言語：（会話）共通語、東方語、西方語、下位古代語

　　　　（読文）共通語、東方語、西方語、下位古代語






シェレア・ラチェタ（ハーフエルフ、女、19歳）


　器用度14（＋２）　　敏捷度18（＋３）　　知力19（＋３）　　筋力８（＋１）

　生命力11（＋１）　　精神力18（＋３）




　保有技能：ソーサラー１、セージ２




　冒険者レベル：２

　生命力抵抗力３　　精神力抵抗力５




　武器：なし　　攻撃力０　　打撃力　　追加ダメージ０

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：クロース・アーマー（必要筋力３）　　防御力３　　ダメージ減少２

　魔法：古代語魔法１レベル　　魔力４

　言語：（会話）共通語、東方語、西方語、下位古代語

　　　　（読文）共通語、東方語、西方語、下位古代語






サノイ（人間、男、21歳）


　器用度13（＋２）　　敏捷度16（＋２）　　知力11（＋１）　　筋力17（＋２）

　生命力16（＋２）　　精神力12（＋２）




　保有技能：ファイター３、バード２




　冒険者レベル：３

　生命力抵抗力５　　精神力抵抗力５




　武器：バスタードソード（必要筋力17）　　攻撃力５　　打撃力17　　追加ダメージ５

　　盾：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力６

　　鎧：チェインメイル（必要筋力17）　　防御力17　　ダメージ減少３

　呪歌：レストア・メンタルパワー、レクイエム　　基準値４

　言語：（会話）共通語、西方語、エルフ語、ゴブリン語

　　　　（読文）共通語、西方語






マギ（ドワーフ、女、66歳）


　器用度13（＋２）　　敏捷度10（＋１）　　知力11（＋１）　　筋力17（＋２）

　生命力22（＋３）　　精神力24（＋４）




　保有技能：ファイター１、プリースト（マーファ）３、クラフトマン５




　冒険者レベル：３

　生命力抵抗力６　　精神力抵抗力７




　武器：ヘビー・メイス（必要筋力17）　　攻撃力３　　打撃力17　　追加ダメージ３

　　盾：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力３

　　鎧：ラメラー・アーマー（必要筋力17）　　防御力17　　ダメージ減少３

　魔法：神聖魔法３レベル（マーファ）　　魔力４

　言語：（会話）共通語、ドワーフ語

　　　　（読文）共通語、ドワーフ語






サイレンス（人間、男、23歳）


　器用度15（＋２）　　敏捷度18（＋３）　　知力12（＋２）　　筋力16（＋２）

　生命力13（＋２）　　精神力９（＋１）




　保有技能：シーフ３、レンジャー２




　冒険者レベル：３

　生命力抵抗力５　　精神力抵抗力４




　武器：銀のショートソード（必要筋力８）　　攻撃力５　　打撃力８　　追加ダメージ５

　　盾：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力７

　　鎧：ハード・レザー・アーマー（必要筋力８）　　防御力８　　ダメージ減少３

　言語：（会話）共通語、東方語

　　　　（読文）共通語、東方語






アルミン（人間、男、24歳）


　器用度９（＋１）　　敏捷度14（＋２）　　知力16（＋２）　　筋力12（＋２）

　生命力15（＋２）　　精神力17（＋２）




　保有技能：ソーサラー５、セージ４




　冒険者レベル：５

　生命力抵抗力７　　精神力抵抗力７




　武器：なし　　攻撃力０　　打撃力０　　追加ダメージ０

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー（必要筋力７）　　防御力７　　ダメージ減少３

　魔法：古代語魔法５レベル　　魔力７

　言語：（会話）共通語、東方語、西方語、下位古代語、エルフ語、ゴブリン語、ドワーフ語

　　　　（読文）共通語、東方語、西方語、下位古代語






【モンスター】




ワー・ウルフ

『ソード・ワールドＲＰＧ完全版』２５０ページ参照







狙ねらわれたヘッポコーズ




【キャラクター】（＊数値は選択ルールを使用）




イリーナ・フォウリー（人間、女、16歳さい）


　器用度11（＋１）　　敏捷度15（＋２）　　知力10（＋１）　　筋力24（＋４）

　生命力22（＋３）　　精神力16（＋２）




　保有技能：ファイター６、プリースト（ファリス）３、セージ１




　冒険者レベル：６

　生命力抵抗力９　　精神力抵抗力８




　武器：グレートソード　　攻撃力７　　打撃力29　　追つい加かダメージ10

　　　　高品質ロングボウ　　攻撃力７　　打撃力34　　追加ダメージ10

　　　　高品質クラブ　　攻撃力７　　打撃力29　　追加ダメージ10

　　　　ロック　　攻撃力７　　打撃力24　　追加ダメージ10

　　　　バスタードソード＋１　　攻撃力７／８打撃力15／20　　追加ダメージ11

　　盾：ラージシールド　　回避力９

　　鎧：プレート・アーマー　　防御力29　　ダメージ減げん少しよう６

　魔法：神聖魔法３レベル（ファリス）　　魔力４




　言げん語ご：（会話）共通語、西せい方ほう語ご

　　　　（読どく文ぶん）共通語、西方語






マウナ・ガジュマ（ハーフエルフ、女、20歳）


　器用度17（＋２）　　敏捷度15（＋２）　　知力16（＋２）　　筋力８（＋１）

　生命力13（＋２）　　精神力18（＋３）




　保有技能：シャーマン５、レンジャー３、セージ２




　冒険者レベル：５

　生命力抵抗力７　　精神力抵抗力８




　武器：高品質ロングボウ　　攻撃力５　　打撃力18　　追加ダメージ４

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：高品質ハード・レザー・アーマー　　防御力13　　ダメージ減少５

　魔法：精霊魔法５レベル　　魔力７




　言語：（会話）共通語、西方語、下か位い古こ代だい語ご、精せい霊れい語ご

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






バス（ドワーフ、男、45歳）


　器用度18（＋３）　　敏捷度11（＋１）　　知力９（＋１）　　筋力20（＋３）

　生命力20（＋３）　　精神力21（＋３）




　保有技能：シーフ５、バード５、セージ１、プリースト（ヴェーナー）１、

　　　　　　クラフトマン（弦げん楽がつ器き）５




　冒険者レベル：５

　生命力抵抗力８　　精神力抵抗力８




　武器：ヘビーフレイル　　攻撃力７　　打撃力15／20　　追加ダメージ８

　　　　高品質ロングボウ　　攻撃力８　　打撃力20　　追加ダメージ８

　　　　高品質クラブ　　攻撃力９　　打撃力15　　追加ダメージ８

　　　　高品質バトルアックス　　攻撃力８　　打撃力20／25　　追加ダメージ８

　　　　マトック　　攻撃力６　　打撃力25　　追加ダメージ８

　　　　ソード・ブレイカー　　攻撃力８　　打撃力５　　追加ダメージ８

　　　　ハンドアックス　　攻撃力８　　打撃力15　　追加ダメージ８

　　盾：スモールシールド　　回避力７

　　鎧：高品質ハード・レザー・アーマー　　防御力13　　ダメージ減少５

　魔法：神聖魔法１レベル（ヴェーナー）　　魔力２

　呪歌：マーチ、モラル、キュアリオスティ、チャーム、シング　　基準値８




　言語：（会話）共通語、西方語、ドワーフ語、東とう方ほう語、ゴブリン語、ジャイアント語、リザードマン語、ケンタウロス語

　　　　（読文）共通語、西方語、ドワーフ語






エキュー（人間、男、16歳）


　器用度18（＋３）　　敏捷度20（＋３）　　知力17（＋２）　　筋力13（＋２）

　生命力16（＋２）　　精神力15（＋２）




保有技能：ファイター５、シャーマン４




冒険者レベル：５

生命力抵抗力７　　精神力抵抗力７




武器：ロングスピア＋１　　攻撃力８／９　　打撃力18　　追加ダメージ７

　　　ロングボウ　　攻撃力８　　打撃力18　　追加ダメージ７

　盾：スモールシールド　　回避力９

　鎧：高品質ハード・レザー・アーマー　　防御力13　　ダメージ減少５

魔法：精霊魔法４レベル　　魔力６

言語：（会話）共通語、西方語、精霊語　　（読文）共通語、西方語






ヒースクリフ・セイバーヘーゲン（人間、男、18歳）


　器用度15（＋２）　　敏捷度17（＋２）　　知力19（＋３）　　筋力16（＋２）

　生命力11（＋１）　　精神力13（＋２）




　保有技能：ソーサラー４、レンジャー１、セージ４




　冒険者レベル：４

　生命力抵抗力５　　精神力抵抗力６




　武器：銀のハルバード　　攻撃力０　　打撃力21　　追加ダメージ０

　　　　高品質ロングボウ　　攻撃力３　　打撃力26　　追加ダメージ３

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー　　防御力７　　ダメージ減少４

　魔法：古代語魔法４レベル　　魔力７




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東方語、ドワーフ語、ゴブリン語、エルフ語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






メラリア・ヴァルサス（人間、女、25歳）


　器用度16（＋２）　　敏捷度11（＋１）　　知力12（＋２）　　筋力８（＋１）

　生命力11（＋１）　　精神力12（＋２）




　保有技能：ノーブル１




　冒険者レベル：０

　生命力抵抗力０　　精神力抵抗力０




　武器：なし　　攻撃力０　　打撃力０　　追加ダメージ０

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：なし　　防御力０　　ダメージ減少０




　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語






リスリー（人間、男、33歳）


　器用度16（＋２）　　敏捷度14（＋２）　　知力17（＋２）　　筋力12（＋２）

　生命力13（＋２）　　精神力18（＋３）




　保有技能：ダークプリースト（ファラリス）５、ソーサラー４、セージ４、シーフ１




　冒険者レベル：５

　生命力抵抗力７　　精神力抵抗力８




　武器：＊ダガー（必要筋力６）　　攻撃力３　　打撃力６　　追加ダメージ３

　　盾：なし　　回避力５

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー（必要筋力６）　　防御力６　　ダメージ減少５

　魔法：暗黒魔法５レベル（ファラリス）　　魔力７

　　　　古代語魔法４レベル　　魔力６




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、ゴブリン語、エルフ語




　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語




　＊魔法の発動体としての力を持っています






アニカ（ダークエルフ、女、21歳）


　器用度17（＋２）　　敏捷度19（＋３）　　知力18（＋３）　　筋力６（＋１）

　生命力10（＋１）　　精神力17（＋２）




　保有技能：シーフ５、ダークプリースト（ファラリス）１




　冒険者レベル：５

　生命力抵抗力６　　精神力抵抗力11




　武器：ダガー（必要筋力３）　　攻撃力７　　打撃力３　　追加ダメージ６

　　盾：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力７

　　鎧：クロース・アーマー（必要筋力３）　　防御力３　　ダメージ減少５

　魔法：暗黒魔法１レベル（ファラリス）　　魔力４




　言語：（会話）共通語、エルフ語

　　　　（読文）共通語、エルフ語






フェス（人間、女、16歳）


　器用度15（＋２）　　敏捷度18（＋３）　　知力16（＋２）　　筋力12（＋２）

　生命力15（＋２）　　精神力18（＋３）




　保有技能：ダークプリースト（ファラリス）２、ソーサラー２、セージ１




　冒険者レベル：２

　生命力抵抗力４　　精神力抵抗力５




　武器：メイジスタッフ（必要筋力10）　　攻撃力１　　打撃力15　　追加ダメージ０

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：クロース・アーマー（必要筋力３）　　防御力３　　ダメージ減少２

　魔法：暗黒魔法２レベル（ファラリス）　　魔力４

　　　　古代語魔法２レベル　　魔力４




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






パギス（人間、男、27歳）


　器用度18（＋３）　　敏捷度16（＋２）　　知力９（＋１）　　筋力15（＋２）

　生命力16（＋２）　　精神力11（＋１）




　保有技能：ファイター５、ダークプリースト１




　冒険者レベル：５

　生命力抵抗力７　　精神力抵抗力６




　武器：バスタードソード（必要筋力15）　　攻撃力８　　打撃力15　　追加ダメージ７

　　　　ダガー（必要筋力５）　　攻撃力８　　打撃力５　　追加ダメージ７

　　盾：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力７

　　鎧：チェインメイル（必要筋力15）　　防御力20　　ダメージ減少５

　魔法：暗黒魔法１レベル（ファラリス）　　魔力２




　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）西方語






【アイテム】




ユニコーンの角

『ソード・ワールドＲＰＧ完全版』２７６ページ参照。




【毒物】




ゾンビ・メイカー

『ソード・ワールドＲＰＧ完全版』１７６ページ参照。
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